
監

事

小
林　

英
夫　

角
川　

賢
二

寺
澤　
　

悠

顧

問

上
野
貞
麻
呂　

山
崎　

豊
彦

新
井
さ
き
ほ　

杉
山　

夫

大
橋　

純
子　

外
山　

勝
志

蛯
原　
　

弘　

岡
崎　

正
継

安
蘇
谷
正
彦　

坂
口　

𠮷
一

評
議
員

木
村　

好
成　

栗
生　

守
男

高
徳　

雄
三　

植
木　

良
一

栗
本　

俊
雄　

稲
葉　

久
雄

蒲
池
廉
一
郎　

廣
井　

武
司

田
中
安
比
呂　

上
村　

好
生

大
塚　
　

勤　

岡
部　

定
征

廣
井　

公
明　

中
島
精
太
郎

小
川　

勇
治　

坂
入　
　

益

佐
栁　

正
三　

熊
嵜　

歳
介

田
中　

恆
清　

夏
井　

邦
男

中
村　

直
紀　

喜
多
山
健
二

近
藤　
　

篤　

赤
井　

益
久

坂
倉　

良
一　

橋
本
憲
市
郎

百
瀬　

敏
記　

藤
井　

秀
嗣

宮
西　

修
治　

西
川　

実
希

理

事

秦　
　

信
行　

菅
野　

雅
雄

大
鳥
居
信
史　

吉
田　

源
彦

塙　
　

東
男　

齋
藤　

大
武

松
山　

文
彦　

中
山　

高
嶺

岡
田　

幹
雄　

黒
田　

眞
子

利
根　

康
教　

大
平　
　

実

大
村　

秀
司　

坂
本
眞
佐
人

宮
崎　

重
廣　

千
野　

隆
司

中
西
三
千
代　

秋
元　

善
行

古
屋　

真
弘　

白
川　

博
一

湯
谷　

昌
生

参

与

荻
久
保
泰
幸　

真
野　
　

博

船
田　

君
子　

河
原
崎　

弘

宇
井　

克
彦　

玉
井　

浩
二

会

長

𠮷
田　

茂
穗

常
務
理
事

加
藤　

元
茂

副
会
長

今
井　
　

亮　

佐
藤　

美
穗

針
本　

正
行

一般財団法人
國學院大學院友会あけましておめでとうございます

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

院
友
の
み
な
さ
ま
に
は
、
新
し
き
よ
き
年
を
お

院
友
の
み
な
さ
ま
に
は
、
新
し
き
よ
き
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
謹
ん
で
皇
室
の
弥
栄
と

み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
謹
ん
で
皇
室
の
弥
栄
と

国
家
の
繁
栄
、
世
界
の
安
寧
を
祈
念
申
し
上
げ

国
家
の
繁
栄
、
世
界
の
安
寧
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
、
母
校
國
學
院
大
學

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
、
母
校
國
學
院
大
學

は
、
創
立
百
三
十
五
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し

は
、
創
立
百
三
十
五
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
一
般
財
団
法
人
國
學
院
大
學
院

た
。
そ
し
て
、
一
般
財
団
法
人
國
學
院
大
學
院

友
会
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
様
か
ら
お
力
添

友
会
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
様
か
ら
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
、
発
足
百
三
十
周
年
を
迎
え
ま

え
を
い
た
だ
き
、
発
足
百
三
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
明
治
十
五
年
に
國
學
院
大
學
の
母
体
で

し
た
。
明
治
十
五
年
に
國
學
院
大
學
の
母
体
で

あ
る
皇
典
講
究
所
が
開
黌
、
明
治
二
十
年
に
そ

あ
る
皇
典
講
究
所
が
開
黌
、
明
治
二
十
年
に
そ

の
初
期
の
卒
業
生
が
「
水
穂
会
」
を
結
成
し
て

の
初
期
の
卒
業
生
が
「
水
穂
会
」
を
結
成
し
て

以
来
、
先
輩
方
は
卒
業
後
も
お
互
い
の
研
鑽
と

以
来
、
先
輩
方
は
卒
業
後
も
お
互
い
の
研
鑽
と

親
睦
を
目
的
と
し
て
、
そ
し
て
何
よ
り
も
母
校

親
睦
を
目
的
と
し
て
、
そ
し
て
何
よ
り
も
母
校

へ
の
熱
い
想
い
を
胸
に
、
機
会
あ
る
ご
と
に
母

へ
の
熱
い
想
い
を
胸
に
、
機
会
あ
る
ご
と
に
母

校
に
集
い
会
っ
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

校
に
集
い
会
っ
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
、
こ
れ
ま
で
五
月
に
開
催
し

　

こ
の
節
目
の
年
、
こ
れ
ま
で
五
月
に
開
催
し

て
い
た
院
友
大
会
を
、
初
め
て
十
月
の
ホ
ー
ム

て
い
た
院
友
大
会
を
、
初
め
て
十
月
の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
同
じ
日
に
開
催
さ
せ
て
い
た

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
同
じ
日
に
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
開
催

だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
開
催

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
共
は
相
当
の
不
安
も

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
共
は
相
当
の
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
会
に
は
若
い
院
友
の
方
や
家

あ
り
ま
し
た
が
、
会
に
は
若
い
院
友
の
方
や
家

族
連
れ
、
初
め
て
ご
参
加
と
い
う
方
も
相
当
お

族
連
れ
、
初
め
て
ご
参
加
と
い
う
方
も
相
当
お

ら
れ
、
こ
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
ま
し
た
。
何
と

ら
れ
、
こ
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
ま
し
た
。
何
と

言
っ
て
も
、
母
校
関
係
者
の
絶
大
な
協
力
も
あ

言
っ
て
も
、
母
校
関
係
者
の
絶
大
な
協
力
も
あ

り
、
ま
さ
に
大
学
と
院
友
会
が
一
体
と
な
っ
た

り
、
ま
さ
に
大
学
と
院
友
会
が
一
体
と
な
っ
た

一
日
で
あ
り
、
水
穂
会
結
成
当
初
の
先
輩
方
の

一
日
で
あ
り
、
水
穂
会
結
成
当
初
の
先
輩
方
の

想
い
が
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実

想
い
が
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
た
次
第
で
す
。

感
し
た
次
第
で
す
。

　

昨
今
日
本
の
各
地
で
、
大
き
な
自
然
災
害
に

　

昨
今
日
本
の
各
地
で
、
大
き
な
自
然
災
害
に

見
舞
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
の
東

見
舞
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
の
東

日
本
大
震
災
、
平
成
二
十
八
年
の
熊
本
地
震
、

日
本
大
震
災
、
平
成
二
十
八
年
の
熊
本
地
震
、

鳥
取
県
中
部
地
震
、
台
風
の
影
響
等
に
よ
る
水

鳥
取
県
中
部
地
震
、
台
風
の
影
響
等
に
よ
る
水

害
。
平
成
二
十
九
年
の
全
国
各
地
の
豪
雨
に
よ

害
。
平
成
二
十
九
年
の
全
国
各
地
の
豪
雨
に
よ

る
被
害
な
ど
、
想
像
を
絶
す
る
災
害
が
多
く
発

る
被
害
な
ど
、
想
像
を
絶
す
る
災
害
が
多
く
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
復
旧
復
興
は
、
道
半

生
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
復
旧
復
興
は
、
道
半

ば
で
あ
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
の
気

ば
で
あ
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
の
気

持
ち
を
思
う
と
、
今
で
も
相
応
し
い
言
葉
が
思

持
ち
を
思
う
と
、
今
で
も
相
応
し
い
言
葉
が
思

い
つ
き
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
、
日
常
の
生
活

い
つ
き
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
、
日
常
の
生
活

が
戻
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

が
戻
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
大
分
県
支

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
大
分
県
支

部
で
は
昨
年
八
月
に
地
元
の
復
興
を
願
っ
て
文

部
で
は
昨
年
八
月
に
地
元
の
復
興
を
願
っ
て
文

化
講
演
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大

化
講
演
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大

勢
の
み
な
さ
ま
が
ご
来
場
く
だ
さ
り
、
た
い
へ

勢
の
み
な
さ
ま
が
ご
来
場
く
だ
さ
り
、
た
い
へ

ん
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し

ん
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し

た
。
ま
た
熊
本
県
に
お
い
て
は
、
被
災
さ
れ
た

た
。
ま
た
熊
本
県
に
お
い
て
は
、
被
災
さ
れ
た

み
な
さ
ま
に
元
気
を
と
い
う
こ
と
で
、
國
學
院

み
な
さ
ま
に
元
気
を
と
い
う
こ
と
で
、
國
學
院

大
學
が
さ
だ
ま
さ
し
（
母
校
客
員
教
授
・
本
会

大
學
が
さ
だ
ま
さ
し
（
母
校
客
員
教
授
・
本
会

正
会
員
：
平
成
二
十
九
年
九
月
推
挙
）
さ
ん
を

正
会
員
：
平
成
二
十
九
年
九
月
推
挙
）
さ
ん
を

招
い
て
文
化
講
演
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ
い
ま

招
い
て
文
化
講
演
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
、
院
友
会
の
熊
本
県
支
部
の

し
た
。
こ
れ
に
は
、
院
友
会
の
熊
本
県
支
部
の

役
員
を
始
め
多
く
の
み
な
さ
ま
が
携
わ
っ
て
く

役
員
を
始
め
多
く
の
み
な
さ
ま
が
携
わ
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
来
場
希
望
が
予
想
を
は
る
か

だ
さ
い
ま
し
た
。
来
場
希
望
が
予
想
を
は
る
か

に
超
え
、
希
望
申
込
の
ハ
ガ
キ
に
よ
る
抽
選
を

に
超
え
、
希
望
申
込
の
ハ
ガ
キ
に
よ
る
抽
選
を

行
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
ハ
ガ
キ
に
は
、
熊
本

行
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
ハ
ガ
キ
に
は
、
熊
本

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
様
々
な
メ
ッ
セ

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
様
々
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
記
さ
れ
て
お
り
、
抽
選
の
際
そ
れ
を
目

ー
ジ
が
記
さ
れ
て
お
り
、
抽
選
の
際
そ
れ
を
目

に
す
る
と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
思
い
で
一
杯

に
す
る
と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
思
い
で
一
杯

に
、
被
災
地
の
景
観
が
脳
裏
に
映
し
出
さ
れ
、

に
、
被
災
地
の
景
観
が
脳
裏
に
映
し
出
さ
れ
、

自
然
に
涙
が
流
れ
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た

自
然
に
涙
が
流
れ
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
だ
さ
ん
も
、
そ
ん
な
想
い
を

だ
き
ま
し
た
。
さ
だ
さ
ん
も
、
そ
ん
な
想
い
を

受
け
止
め
て
く
だ
さ
り
、
元
気
一
杯
の
ス
テ
ー

受
け
止
め
て
く
だ
さ
り
、
元
気
一
杯
の
ス
テ
ー

ジ
を
見
せ
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。
来
場
者
も
笑

ジ
を
見
せ
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。
来
場
者
も
笑

顔
で
会
場
を
後
に
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
國
學
院

顔
で
会
場
を
後
に
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
國
學
院

大
學
ら
し
い
、
社
会
貢
献
の
一
つ
の
在
り
方
だ

大
學
ら
し
い
、
社
会
貢
献
の
一
つ
の
在
り
方
だ

と
思
う
と
共
に
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
も

と
思
う
と
共
に
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
も

先
人
た
ち
の
熱
い
想
い
が
継
承
さ
れ
て
い
る
の

先
人
た
ち
の
熱
い
想
い
が
継
承
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

だ
と
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

國
學
院
大
學
創
立
百
三
十
五
周
年
、
國
學
院

　

國
學
院
大
學
創
立
百
三
十
五
周
年
、
國
學
院

大
學
院
友
会
発
足
百
三
十
周
年
は
一
つ
の
過
程

大
學
院
友
会
発
足
百
三
十
周
年
は
一
つ
の
過
程

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
我
々
院
友
は
、
い
つ
ど
の
よ

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
我
々
院
友
は
、
い
つ
ど
の
よ

う
な
時
で
も
母
校
國
學
院
大
學
を
「
宝
」
と
し

う
な
時
で
も
母
校
國
學
院
大
學
を
「
宝
」
と
し

て
、
手
を
携
え
て
歩
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

て
、
手
を
携
え
て
歩
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。
私
共
は
、
単
な
る
國
學
院

な
い
と
考
え
ま
す
。
私
共
は
、
単
な
る
國
學
院

大
學
の
同
窓
会
組
織
に
止
ま
ら
ず
、
院
友
十
五

大
學
の
同
窓
会
組
織
に
止
ま
ら
ず
、
院
友
十
五

万
名
の
熱
い
想
い
を
更
に
結
集
し
、
広
く
社
会

万
名
の
熱
い
想
い
を
更
に
結
集
し
、
広
く
社
会

に
貢
献
す
る
と
い
う
使
命
を
持
っ
た
組
織
で
な

に
貢
献
す
る
と
い
う
使
命
を
持
っ
た
組
織
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
に
は
、
一
番
の
財

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
に
は
、
一
番
の
財

産
と
も
言
え
る
〝
人
〞
と
そ
の
〝
心
〞
が
あ

産
と
も
言
え
る
〝
人
〞
と
そ
の
〝
心
〞
が
あ

り
、
今
日
ま
で
先
人
達
の
熱
い
思
い
が
脈
々
と

り
、
今
日
ま
で
先
人
達
の
熱
い
思
い
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
、
こ
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
、
新
た
な
一

　

今
、
こ
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
皆

歩
を
踏
み
出
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
宜
し
く
お
願
い
申

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

絵
馬
は
、𠮷
田
茂
穗
会
長

（
鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
）の
作
品

新
た
な
一
歩 

　

〜
先
人
た
ち
の
熱
い
想
い
を
胸
に
〜

年
頭
に
あ
た
り

一
般
財
団
法
人
國
學
院
大
學
院
友
会

　
　
　
　
　
　
　

  

会
長 

𠮷
田 

茂
穗

（
よ
し
だ
・
し
げ
ほ
／
73
政
・
74
神
専
攻
／
鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
）
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学
校
法
人

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　

電
話 

〇
三

五
四
六
六

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

橋
本　

憲
市
郎

法

人

事
務
局
長

佐
栁　

正
三

常
務
理
事

大
村　

秀
司

常
務
理
事

赤
井　

益
久

理

事

小
林　

英
夫

同

石
井　

研
士

同

尾
近　

裕
幸

同

木
村　

好
成

同

津
田　
　

栄

同

中
島　

精
太
郎

同

針
本　

正
行

同

今
井　

寛
人

同

木
村　

知
躬

同

千
家　

尊
祐

同

鳥
居　

泰
彦

同

中
村　
　

陽

同

𠮷
田　

茂
穗

同

玉
井　

浩
二

同

稲
葉　

久
雄

監

事

坂
口　

𠮷
一

理
事
長

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　

電
話 

〇
三

五
四
六
六

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

白
川　

博
一

大

学

事
務
局
長

武
田　
　

誠

法
科
大
学
院
長

金
子　

修
一

大
学
院

委
員
長

柴
﨑　

和
夫

教
育
開
発
推
進

機

構

長

井
上　

順
孝

研
究
開
発
推
進

機

構

長

田
沼　

茂
紀

人
間
開
発

学
部
長

武
田　

秀
章

神
道
文
化

学
部
長

門
広　

乃
里
子

法
学
部
長

橋
元　

秀
一

経
済
学
部
長

石
川　

則
夫

文
学
部
長

赤
井　

益
久

学

長

針
本　

正
行

副
学
長

石
井　

研
士

副
学
長

大
久
保　

桂
子

副
学
長

謹 賀 新 年

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
（
水
）

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
（
水
）

午
後
二
時
三
十
分
か
ら
、
母
校
神
殿
に

午
後
二
時
三
十
分
か
ら
、
母
校
神
殿
に

お
い
て
國
學
院
大
學
院
友
会
発
足
百
三

お
い
て
國
學
院
大
學
院
友
会
発
足
百
三

十
周
年
記
念
奉
告
祭
を
斎
行
い
た
し
ま

十
周
年
記
念
奉
告
祭
を
斎
行
い
た
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

当
日
は
𠮷
田
茂
穗
会
長
、
今
井
亮
・

　

当
日
は
𠮷
田
茂
穗
会
長
、
今
井
亮
・

佐
藤
美
穗
・
針
本
正
行
副
会
長
、
加
藤

佐
藤
美
穗
・
針
本
正
行
副
会
長
、
加
藤

元
茂
常
務
理
事
を
は
じ
め
理
事
・
監
事

元
茂
常
務
理
事
を
は
じ
め
理
事
・
監
事

・
職
員
と
来
賓
の
坂
口
𠮷
一
理
事
長
・

・
職
員
と
来
賓
の
坂
口
𠮷
一
理
事
長
・

佐
栁
正
三
常
務
理
事
・
赤
井
益
久
学
長

佐
栁
正
三
常
務
理
事
・
赤
井
益
久
学
長

の
二
十
一
名
が
参
列
い
た
し
ま
し
た
。

の
二
十
一
名
が
参
列
い
た
し
ま
し
た
。

　

祭
典
は
斎
主
（
北
澤
薫
法
人
事
務
局

　

祭
典
は
斎
主
（
北
澤
薫
法
人
事
務
局

部
長
）
の
祝
詞
に
先
人
の
思
い
を
巡
ら

部
長
）
の
祝
詞
に
先
人
の
思
い
を
巡
ら

せ
、
厳
粛
な
中
斎
行
さ
れ
、
祭
典
終
了

せ
、
厳
粛
な
中
斎
行
さ
れ
、
祭
典
終
了

後
は
院
友
会
館
に
も
ど
り
直
会
を
行
い

後
は
院
友
会
館
に
も
ど
り
直
会
を
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

あ
け
ま
し

　

あ
け
ま
し

て
お
め
で
と

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

う
ご
ざ
い
ま

す
。
す
。

　

昨
平
成
二
十
九
年
は
、
國

　

昨
平
成
二
十
九
年
は
、
國

學
院
大
學
院
友
会
が
発
足
百

學
院
大
學
院
友
会
が
発
足
百

三
十
周
年
を
迎
え
た
年
で
し

三
十
周
年
を
迎
え
た
年
で
し

た
。
五
月
の
記
念
事
業
オ
ー

た
。
五
月
の
記
念
事
業
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら

記
念
講
演
、
院
友
大
会
そ
し

記
念
講
演
、
院
友
大
会
そ
し

て
十
一
月
の
奉
告
祭
ま
で
、

て
十
一
月
の
奉
告
祭
ま
で
、

一
連
の
記
念
事
業
が
、
皆
様

一
連
の
記
念
事
業
が
、
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
滞
り
な
く

の
ご
協
力
の
も
と
滞
り
な
く

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
節
目
の
時
に
当
た

　

こ
の
節
目
の
時
に
当
た

り
、
発
足
当
初
の
諸
先
輩
の

り
、
発
足
当
初
の
諸
先
輩
の

ご
活
躍
に
思
い
を
致
し
、
又

ご
活
躍
に
思
い
を
致
し
、
又

こ
れ
ま
で
お
力
添
え
を
頂
き

こ
れ
ま
で
お
力
添
え
を
頂
き

ま
し
た
院
友
の
皆
様
に
感
謝

ま
し
た
院
友
の
皆
様
に
感
謝

し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

今
回
の
周
年
行
事
を
振
り

　

今
回
の
周
年
行
事
を
振
り

返
り
、
節
目
ご
と
に
積
み
重

返
り
、
節
目
ご
と
に
積
み
重

ね
ら
れ
た
取
り
組
み
が
、
時

ね
ら
れ
た
取
り
組
み
が
、
時

間
を
か
け
て
次
の
展
開
へ
の

間
を
か
け
て
次
の
展
開
へ
の

思
い
を
醸
成
し
て
き
た
こ
と

思
い
を
醸
成
し
て
き
た
こ
と

が
感
じ
ら
れ
、
十
年
前
の
発

が
感
じ
ら
れ
、
十
年
前
の
発

足
百
二
十
周
年
の
時
の
こ
と

足
百
二
十
周
年
の
時
の
こ
と

が
想
起
さ
れ
ま
す
。

が
想
起
さ
れ
ま
す
。

　

当
時
理
事
会
で
、
記
念
事

　

当
時
理
事
会
で
、
記
念
事

業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
大

業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
大

学
の
建
学
の
精
神
を
広
く
社

学
の
建
学
の
精
神
を
広
く
社

会
に
発
信
す
る
目
的
と
、
今

会
に
発
信
す
る
目
的
と
、
今

後
一
層
求
め
ら
れ
る
公
益
的

後
一
層
求
め
ら
れ
る
公
益
的

な
文
化
活
動
の
充
実
、
を
テ

な
文
化
活
動
の
充
実
、
を
テ

ー
マ
と
し
て
本
格
的
な
社
会

ー
マ
と
し
て
本
格
的
な
社
会

貢
献
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

貢
献
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
各
支

が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
各
支

部
の
従
来
の
活
動
を
土
台
と

部
の
従
来
の
活
動
を
土
台
と

し
、
更
に
支
部
の
特
色
を
生

し
、
更
に
支
部
の
特
色
を
生

か
し
て
頂
け
る
よ
う
、「
一

か
し
て
頂
け
る
よ
う
、「
一

支
部
一
事
業
」
の
新
企
画
を

支
部
一
事
業
」
の
新
企
画
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま

立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
支
部
長
の
皆
様
に
趣

し
た
。
支
部
長
の
皆
様
に
趣

旨
を
共
有
し
て
頂
き
、
全
国

旨
を
共
有
し
て
頂
き
、
全
国

各
支
部
と
本
部
が
一
体
と
な

各
支
部
と
本
部
が
一
体
と
な

り
、
様
々
な
形
の
公
益
事
業

り
、
様
々
な
形
の
公
益
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
部
毎
に
工
夫
と
底
力
が

　

支
部
毎
に
工
夫
と
底
力
が

発
揮
さ
れ
、
各
機
関
の
共
催

発
揮
さ
れ
、
各
機
関
の
共
催

や
ご
協
力
を
頂
き
、
マ
ス
コ

や
ご
協
力
を
頂
き
、
マ
ス
コ

ミ
に
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

ミ
に
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

な
ど
、
実
り
あ
る
社
会
的
活

な
ど
、
実
り
あ
る
社
会
的
活

動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
各

動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
各

支
部
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

支
部
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

も
た
い
へ
ん
な
ご
苦
労
が
あ

も
た
い
へ
ん
な
ご
苦
労
が
あ

っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す

っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す

が
、
同
時
に
支
部
活
動
が
よ

が
、
同
時
に
支
部
活
動
が
よ

り
活
発
に
な
っ
た
と
い
う
声

り
活
発
に
な
っ
た
と
い
う
声

も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
念
事
業
が
基
と
な

こ
の
記
念
事
業
が
基
と
な

り
、
そ
の
後
、
大
学
の
テ
ー

り
、
そ
の
後
、
大
学
の
テ
ー

マ
「
も
っ
と
日
本
を
。
も
っ

マ
「
も
っ
と
日
本
を
。
も
っ

と
世
界
へ
。」
を
共
有
し
、

と
世
界
へ
。」
を
共
有
し
、

「
も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う
」

「
も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う
」

と
い
う
院
友
会
の
統
一
テ
ー

と
い
う
院
友
会
の
統
一
テ
ー

マ
の
公
益
事
業
と
し
て
現
在

マ
の
公
益
事
業
と
し
て
現
在

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

記
念
事
業
は
、
平
成
十
九

　

記
念
事
業
は
、
平
成
十
九

年
三
月
栃
木
県
支
部
の
文
化

年
三
月
栃
木
県
支
部
の
文
化

講
演
会
を
第
一
回
と
し
て
二

講
演
会
を
第
一
回
と
し
て
二

年
に
亘
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の

年
に
亘
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の

後
継
続
さ
れ
て
今
年
度
上
半

後
継
続
さ
れ
て
今
年
度
上
半

期
ま
で
に
全
国
四
十
九
支
部

期
ま
で
に
全
国
四
十
九
支
部

で
実
施
、
実
施
事
業
数
は
述

で
実
施
、
実
施
事
業
数
は
述

べ
九
十
一
と
い
う
素
晴
ら
し

べ
九
十
一
と
い
う
素
晴
ら
し

い
活
動
の
積
み
重
ね
と
な
っ

い
活
動
の
積
み
重
ね
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
各
支
部
の
皆
様

　

こ
う
し
た
各
支
部
の
皆
様

の
活
動
が
、
院
友
会
の
歴
史

の
活
動
が
、
院
友
会
の
歴
史

を
作
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感

を
作
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感

さ
れ
ま
す
。
院
友
会
が
一
般

さ
れ
ま
す
。
院
友
会
が
一
般

財
団
法
人
へ
と
移
行
し
た
意

財
団
法
人
へ
と
移
行
し
た
意

味
も
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
ま

味
も
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

　

今
後
も
こ
の
事
業
が
更
に

　

今
後
も
こ
の
事
業
が
更
に

充
実
し
、
他
の
分
野
で
の
様

充
実
し
、
他
の
分
野
で
の
様

々
な
活
動
の
活
性
化
に
繋
が

々
な
活
動
の
活
性
化
に
繋
が

り
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ご
協

り
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

社
会
貢
献
事
業
の
充
実
に
向
け
て

副
会
長 

佐
藤 

美
穗
（
さ
と
う
・
み
ほ 

74
文
）

　

平
成
二
十

　

平
成
二
十

九
年
は
、
國

九
年
は
、
國

學
院
大
學
院

學
院
大
學
院

友
会
発
足
百

友
会
発
足
百

三
十
周
年
に
あ
た
る
年
で
あ

三
十
周
年
に
あ
た
る
年
で
あ

っ
た
。

っ
た
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
院
友
会
の
礎
で
あ
る

た
り
、
院
友
会
の
礎
で
あ
る

「
水
穂
会
」
の
設
立
の
趣

「
水
穂
会
」
の
設
立
の
趣

旨
、
筆
者
が
は
じ
め
て
國
學

旨
、
筆
者
が
は
じ
め
て
國
學

院
大
學
の
学
び
の
門
を
敲
い

院
大
學
の
学
び
の
門
を
敲
い

た
頃
を
ふ
り
か
え
り
、
自
ら

た
頃
を
ふ
り
か
え
り
、
自
ら

の
学
び
の
原
点
を
問
い
直
し

の
学
び
の
原
点
を
問
い
直
し

た
い
。

た
い
。

　

國
學
院
大
學
院
友
会
は
、

　

國
學
院
大
學
院
友
会
は
、

明
治
十
五
年
九
月
に
國
學
院

明
治
十
五
年
九
月
に
國
學
院

大
學
の
前
身
で
あ
る
皇
典
講

大
學
の
前
身
で
あ
る
皇
典
講

究
所
が
開
黌
し
、
明
治
二
十

究
所
が
開
黌
し
、
明
治
二
十

年
十
一
月
に
そ
の
卒
業
生
が

年
十
一
月
に
そ
の
卒
業
生
が

「
水
穂
会
」
を
結
成
し
た
の

「
水
穂
会
」
を
結
成
し
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

「
水
穂
会
規
約
」
第
一
条
に

「
水
穂
会
規
約
」
第
一
条
に

は
、「
本
会
ハ
専
本
邦
ノ
文

は
、「
本
会
ハ
専
本
邦
ノ
文

学
ノ
研
究
ス
ル
ヲ
目
的
ト

学
ノ
研
究
ス
ル
ヲ
目
的
ト

ス
」
と
あ
る
。
創
始
期
の

ス
」
と
あ
る
。
創
始
期
の

「
水
穂
会
」は
、国
文
学
の
研

「
水
穂
会
」は
、国
文
学
の
研

究
を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ

究
を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ

っ
た
。
実
際
、『
古
事
記
講

っ
た
。
実
際
、『
古
事
記
講

義
』、『
古
語
拾
遺
講
義
』、

義
』、『
古
語
拾
遺
講
義
』、

『
祝
詞
作
文
法
講
義
』、『
職

『
祝
詞
作
文
法
講
義
』、『
職

原
抄
講
義
』、『
土
佐
日
記
講

原
抄
講
義
』、『
土
佐
日
記
講

義
』、『
日
本
紀
講
義
』
な
ど

義
』、『
日
本
紀
講
義
』
な
ど

が
水
穂
会
の
編
で
発
刊
さ
れ

が
水
穂
会
の
編
で
発
刊
さ
れ

た
と
い
う
。
水
穂
会
は
親
睦

た
と
い
う
。
水
穂
会
は
親
睦

だ
け
で
は
な
く
、
日
本
学
の

だ
け
で
は
な
く
、
日
本
学
の

学
術
振
興
を
根
本
に
有
し
て

学
術
振
興
を
根
本
に
有
し
て

い
た
と
も
い
え
る
。

い
た
と
も
い
え
る
。

　

筆
者
は
、
文
学
部
文
学
科

　

筆
者
は
、
文
学
部
文
学
科

に
昭
和
四
十
五
年
四
月
に
入

に
昭
和
四
十
五
年
四
月
に
入

学
し
た
。
当
時
の
学
長
佐
藤

学
し
た
。
当
時
の
学
長
佐
藤

謙
三
博
士
は
、
告
辞
の
中

謙
三
博
士
は
、
告
辞
の
中

で
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け

で
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け

る
「
唐
才
」
と
「
大
和
魂
」

る
「
唐
才
」
と
「
大
和
魂
」

の
語
を
引
用
し
な
が
ら
、
日

の
語
を
引
用
し
な
が
ら
、
日

本
人
の
精
神
性
と
学
問
の
道

本
人
の
精
神
性
と
学
問
の
道

を
説
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、

を
説
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、

博
士
は
、「
国
史
、
国
文
、

博
士
は
、「
国
史
、
国
文
、

国
法
を
攻
究
す
る
の
が
国
学

国
法
を
攻
究
す
る
の
が
国
学

で
あ
る
。（
略
）、
国
学
を
言

で
あ
る
。（
略
）、
国
学
を
言

い
換
え
て
「
国
学
院
の
学

い
換
え
て
「
国
学
院
の
学

問
」
と
言
お
う
。
小
生
は
、

問
」
と
言
お
う
。
小
生
は
、

国
学
院
の
学
問
は
国
を
愛

国
学
院
の
学
問
は
国
を
愛

し
、
国
民
を
愛
す
る
学
問
だ

し
、
国
民
を
愛
す
る
学
問
だ

と
思
う
。
そ
の
大
切
な
国
、

と
思
う
。
そ
の
大
切
な
国
、

大
切
な
日
本
人
全
部
の
た
め

大
切
な
日
本
人
全
部
の
た
め

に
役
立
つ
人
間
を
育
て
る
の

に
役
立
つ
人
間
を
育
て
る
の

が
、
本
学
の
使
命
だ
。
そ
の

が
、
本
学
の
使
命
だ
。
そ
の

た
め
に
は
、
教
職
員
の
協
力

た
め
に
は
、
教
職
員
の
協
力

を
必
要
と
す
る
こ
と
も
ち
ろ

を
必
要
と
す
る
こ
と
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も

ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も

学
生
諸
君
の
自
覚
と
努
力
と

学
生
諸
君
の
自
覚
と
努
力
と

を
要
求
す
る
こ
と
切
な
る
も

を
要
求
す
る
こ
と
切
な
る
も

の
が
あ
る
。」（「
國
學
院
大

の
が
あ
る
。」（「
國
學
院
大

學
学
報
」
昭
和
四
十
五
年
四

學
学
報
」
昭
和
四
十
五
年
四

月
号
）
と
も
述
べ
ら
れ
、
國

月
号
）
と
も
述
べ
ら
れ
、
國

學
院
大
學
の
人
材
育
成
方
針

學
院
大
學
の
人
材
育
成
方
針

を
言
及
し
た
後
に
、
学
ぶ
と

を
言
及
し
た
後
に
、
学
ぶ
と

い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と

い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
と
、
学
生
に
問
い
か

な
の
か
と
、
学
生
に
問
い
か

け
て
い
た
。

け
て
い
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
國
學
院
大

　

あ
ら
た
め
て
、
國
學
院
大

學
で
学
ん
だ
こ
と
の
意
義
を

學
で
学
ん
だ
こ
と
の
意
義
を

筆
者
自
身
の
心
の
う
ち
に
問

筆
者
自
身
の
心
の
う
ち
に
問

い
直
し
た
い
。

い
直
し
た
い
。

　

新
し
き
年
の
は
じ
め
に
か

新
し
き
年
の
は
じ
め
に
か

く
し
こ
そ
千
年
を
か
ね
て
た

く
し
こ
そ
千
年
を
か
ね
て
た

の
し
き
を
つ
め

の
し
き
を
つ
め
（『
古
今
和

（『
古
今
和

歌
集
』
）

歌
集
』
）

学
び
の
原
点
を
問
い
直
す

　

副
会
長 

針
本 

正
行
（
は
り
も
と
・
ま
さ
ゆ
き

82
文
・
84
修
文
・
87
博
後
文
）

　

み
な
さ

　

み
な
さ

ま
、
明
け
ま

ま
、
明
け
ま

し
て
お
め
で

し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
、
よ
き
年
と

ま
す
。
本
年
も
、
よ
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一

　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一

日
、
私
共
國
學
院
大
學
院
友

日
、
私
共
國
學
院
大
學
院
友

会
の
発
足
百
三
十
周
年
記
念

会
の
発
足
百
三
十
周
年
記
念

奉
告
祭
、
十
一
月
四
日
に
は

奉
告
祭
、
十
一
月
四
日
に
は

國
學
院
大
學
創
立
百
三
十
五

國
學
院
大
學
創
立
百
三
十
五

周
年
記
念
祭
と
い
う
二
つ
の

周
年
記
念
祭
と
い
う
二
つ
の

祭
典
に
参
列
す
る
機
会
を
得

祭
典
に
参
列
す
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
節
目

ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
節
目

の
場
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
が

の
場
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
た
い
へ
ん
幸
せ
な
思

で
き
、
た
い
へ
ん
幸
せ
な
思

い
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
院

い
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
院

友
会
の
使
命
と
い
う
も
の
に

友
会
の
使
命
と
い
う
も
の
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
時
で
あ
り
ま
し
た
。

れ
る
時
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
の
大
学
の
同
窓
会
組

　

一
つ
の
大
学
の
同
窓
会
組

織
が
、
百
三
十
年
と
い
う
長

織
が
、
百
三
十
年
と
い
う
長

い
年
月
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

い
年
月
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
い
っ
た
い

と
い
う
こ
と
は
、
い
っ
た
い

何
が
要
因
な
の
か
。
今
、
発

何
が
要
因
な
の
か
。
今
、
発

足
当
時
の
先
輩
方
の
情
熱
を

足
当
時
の
先
輩
方
の
情
熱
を

再
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

再
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
先
輩
方
は
、
単
な
る
親

す
。
先
輩
方
は
、
単
な
る
親

睦
に
止
ま
ら
ず
、
研
修
を
目

睦
に
止
ま
ら
ず
、
研
修
を
目

的
と
し
て
切
磋
琢
磨
さ
れ
た

的
と
し
て
切
磋
琢
磨
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

そ
う
で
す
。

　

現
在
の
國
學
院
大
學
院
友

　

現
在
の
國
學
院
大
學
院
友

会
は
、
先
般
の
公
益
法
人
制

会
は
、
先
般
の
公
益
法
人
制

度
改
革
に
よ
り
、
一
般
財
団

度
改
革
に
よ
り
、
一
般
財
団

法
人
へ
と
移
行
い
た
し
ま
し

法
人
へ
と
移
行
い
た
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
ご
承
知
の
と

た
。
み
な
さ
ん
ご
承
知
の
と

お
り
、
こ
れ
に
は
不
特
定
多

お
り
、
こ
れ
に
は
不
特
定
多

数
を
対
象
に
し
た
事
業
（
公

数
を
対
象
に
し
た
事
業
（
公

益
目
的
事
業
）
の
実
施
が
不

益
目
的
事
業
）
の
実
施
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
安
定
財

　

そ
の
た
め
に
は
、
安
定
財

源
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

源
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

同
窓
会
事
業
を
本
来
の
目
的

同
窓
会
事
業
を
本
来
の
目
的

と
す
る
本
会
に
と
っ
て
、
こ

と
す
る
本
会
に
と
っ
て
、
こ

れ
が
十
分
か
と
言
え
ば
決
し

れ
が
十
分
か
と
言
え
ば
決
し

て
そ
う
で
は
な
い
と
思
わ
れ

て
そ
う
で
は
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

ま
す
。

　

早
い
時
期
に
、
院
友
会
の

　

早
い
時
期
に
、
院
友
会
の

中
長
期
展
望
を
検
討
し
、
定

中
長
期
展
望
を
検
討
し
、
定

款
に
も
あ
る
國
學
院
大
學
の

款
に
も
あ
る
國
學
院
大
學
の

隆
昌
に
寄
与
す
る
こ
と
に
つ

隆
昌
に
寄
与
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
更
に
充
実
を
図
っ
て

い
て
、
更
に
充
実
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
情
報
化
社

　

ま
た
、
最
近
は
情
報
化
社

会
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
へ

会
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
へ

の
対
応
も
課
題
の
一
つ
と
言

の
対
応
も
課
題
の
一
つ
と
言

え
ま
し
ょ
う
。
良
い
悪
い
は

え
ま
し
ょ
う
。
良
い
悪
い
は

別
に
し
て
、
今
は
最
新
の
情

別
に
し
て
、
今
は
最
新
の
情

報
を
発
信
し
な
が
ら
、
目
に

報
を
発
信
し
な
が
ら
、
目
に

見
え
な
い
人
の
繋
が
り
が
必

見
え
な
い
人
の
繋
が
り
が
必

要
な
社
会
に
な
っ
て
い
ま

要
な
社
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

現
在
は
０
（
ゼ
ロ
）
に
近
い

現
在
は
０
（
ゼ
ロ
）
に
近
い

レ
ベ
ル
と
言
っ
て
も
過
言
で

レ
ベ
ル
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
も
中
長

　

こ
の
点
に
つ
い
て
も
中
長

期
展
望
に
加
え
、
い
や
直
ぐ

期
展
望
に
加
え
、
い
や
直
ぐ

に
で
も
こ
の
分
野
で
も
対
応

に
で
も
こ
の
分
野
で
も
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
今
の

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
今
の

社
会
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

社
会
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
危
機
感
も
あ
り
ま

う
と
い
う
危
機
感
も
あ
り
ま

す
。
す
。

　

あ
る
方
が
書
か
れ
た
「
否

　

あ
る
方
が
書
か
れ
た
「
否

常
識
の
ス
ス
メ
」
と
い
う
本

常
識
の
ス
ス
メ
」
と
い
う
本

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
、

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
、

〝
今
ま
で
の
常
識
を
一
度
疑

〝
今
ま
で
の
常
識
を
一
度
疑

っ
て
否
定
し
て
み
る
こ
と
。

っ
て
否
定
し
て
み
る
こ
と
。

大
事
な
の
は
、
今
ま
で
の
常

大
事
な
の
は
、
今
ま
で
の
常

識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
疑
っ
て

識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
疑
っ
て

み
る
こ
と
。
自
分
の
頭
で
考

み
る
こ
と
。
自
分
の
頭
で
考

え
、
前
進
す
る
こ
と
が
必

え
、
前
進
す
る
こ
と
が
必

要
〞
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま

要
〞
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま

す
。
ま
さ
に
、
院
友
会
へ
の

す
。
ま
さ
に
、
院
友
会
へ
の

助
言
と
も
思
え
ま
す
。

助
言
と
も
思
え
ま
す
。

　

発
足
百
三
十
年
の
節
目
を

　

発
足
百
三
十
年
の
節
目
を

契
機
に
、
新
た
な
取
り
組
み

契
機
に
、
新
た
な
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
す
。

が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
様
の
ご
理
解

　

今
後
も
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
宜
し
く
お
願
い

と
ご
協
力
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

國
學
院
大
學
の
隆
昌
へ
の
寄
与 

〜
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
を
〜

副
会
長 

今
井 

亮
（
い
ま
い
・
り
ょ
う 

67
政
）

お
祓
い
を
う
け
る
参
列
者
一
同

お
祓
い
を
う
け
る
参
列
者
一
同

秋晴れの中秋晴れの中
130周年記念奉告祭斎行130周年記念奉告祭斎行

　

先
の
理
事
会
に
お
い
て
、

　

先
の
理
事
会
に
お
い
て
、

國
學
院
大
學
で
学
ば
れ
た
ご

國
學
院
大
學
で
学
ば
れ
た
ご

縁
か
ら
正
会
員
に
推
挙
さ
れ

縁
か
ら
正
会
員
に
推
挙
さ
れ

た
さ
だ
ま
さ
し
氏
と
市
川
染

た
さ
だ
ま
さ
し
氏
と
市
川
染

五
郎
氏
に
、
こ
の
た
び
正
会

五
郎
氏
に
、
こ
の
た
び
正
会

員
の
推
挙
状
を
お
渡
し
い
た

員
の
推
挙
状
を
お
渡
し
い
た

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

さ
だ
ま
さ
し
氏
に
は
、
九

　

さ
だ
ま
さ
し
氏
に
は
、
九

月
十
八
日
熊
本
県
の
県
立
芸

月
十
八
日
熊
本
県
の
県
立
芸

術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
熊
本
震
災
復
興

で
行
わ
れ
た
熊
本
震
災
復
興

祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
（
國
學
院

祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
（
國
學
院

大
學
創
立
百
三
十
五
周
年
記

大
學
創
立
百
三
十
五
周
年
記

念
事
業
・
國
學
院
大
學
院
友

念
事
業
・
國
學
院
大
學
院
友

会
発
足
百
三
十
周
年
記
念
事

会
発
足
百
三
十
周
年
記
念
事

業
）
の
開
催
に
際
し
て
、
今

業
）
の
開
催
に
際
し
て
、
今

井
亮
副
会
長
か
ら
推
挙
状
が

井
亮
副
会
長
か
ら
推
挙
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
川
染
五
郎
氏
に
は
、
ホ

　

市
川
染
五
郎
氏
に
は
、
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・
院
友

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・
院
友

大
会
の
特
別
講
演
会
の
冒
頭

大
会
の
特
別
講
演
会
の
冒
頭

で
、
𠮷
田
茂
穗
会
長
か
ら
手

で
、
𠮷
田
茂
穗
会
長
か
ら
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
方
の
益
々
の
ご
活
躍

　

お
二
方
の
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

さ
だ
ま
さ
し
氏
、市
川
染
五
郎
氏
が

さ
だ
ま
さ
し
氏
、市
川
染
五
郎
氏
が

新
た
に
正
会
員
に
！

新
た
に
正
会
員
に
！左

か
ら
坂
口
理
事
長
・

左
か
ら
坂
口
理
事
長
・

さ
だ
ま
さ
し
氏
・
今
井
副
会
長

さ
だ
ま
さ
し
氏
・
今
井
副
会
長

 

（
写
真
提
供
・
㈱
ま
さ
し
）

　本会では、母校校友課と協力し、一人
でも多くの院友のみなさまに情報発信を
していきたいと考えております。現在、
住所が判明している全ての院友のみなさ
まに、院友会報をお送りしております。
　結婚・転職・転居などにより、氏名・
住所・勤務先等に変更がございました
ら、本会又は國學院大學校友課へお知ら
せください。ホームページからでも変更
できます。また、ご実家であっても、ご
本人がお住まいでない場合、郵便局から
差し戻されて参りますので、必ずご連絡
ください。
　みなさまのお手元に郵便物が確実に届
くように、ご協力の程宜しくお願い申し
上げます。

住所変更届・異動届のお願い
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ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・

院
友
大
会
開
催
！

　

秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

　

秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

着
し
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
（
平
成
二
十
九
年
十
月
二

ー
（
平
成
二
十
九
年
十
月
二

十
一
日
（
土
）
開
催
）
も
、

十
一
日
（
土
）
開
催
）
も
、

今
回
で
九
回
を
数
え
ま
し

今
回
で
九
回
を
数
え
ま
し

た
。
今
年
度
は
國
學
院
大
學

た
。
今
年
度
は
國
學
院
大
學

創
立
百
三
十
五
周
年
、
そ
し

創
立
百
三
十
五
周
年
、
そ
し

て
本
会
発
足
百
三
十
周
年
を

て
本
会
発
足
百
三
十
周
年
を

迎
え
、
今
ま
で
五
月
に
開
催

迎
え
、
今
ま
で
五
月
に
開
催

し
て
お
り
ま
し
た
院
友
大
会

し
て
お
り
ま
し
た
院
友
大
会

を
、
秋
に
移
動
し
て
ホ
ー
ム

を
、
秋
に
移
動
し
て
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
同
日
開
催

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
同
日
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風

　

当
日
は
、
台
風
2121
号
の
影

号
の
影

響
で
雨
が
降
り
続
く
中
、
ア

響
で
雨
が
降
り
続
く
中
、
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
を
飾
る
多
彩

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
を
飾
る
多
彩

な
企
画
と
、
千
四
百
名
を
超

な
企
画
と
、
千
四
百
名
を
超

え
る
来
場
者
（
両
キ
ャ
ン
パ

え
る
来
場
者
（
両
キ
ャ
ン
パ

ス
合
計
）
で
活
気
あ
る
一
日

ス
合
計
）
で
活
気
あ
る
一
日

で
し
た
。

で
し
た
。

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

【
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー・特
別
講
演

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー・特
別
講
演
】

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の

メ
イ
ン
で
あ
る
記
念
セ
レ
モ

メ
イ
ン
で
あ
る
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
＆
特
別
講
演
会
で
は
、

ニ
ー
＆
特
別
講
演
会
で
は
、

最
初
に
赤
井
益
久
学
長
が
今

最
初
に
赤
井
益
久
学
長
が
今

後
の
大
学
の
方
向
性
を
話
さ

後
の
大
学
の
方
向
性
を
話
さ

れ
な
が
ら
挨
拶
に
立
ち
ま
し

れ
な
が
ら
挨
拶
に
立
ち
ま
し

た
。続
い
て
吉
田
茂
穗
院
友

た
。続
い
て
吉
田
茂
穗
院
友

会
会
長
が
、大
学
・
院
友
会
の

会
会
長
が
、大
学
・
院
友
会
の

節
目
の
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

節
目
の
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
の
意
義
を
語
り
、岩

グ
デ
ー
の
意
義
を
語
り
、岩

大
規
模
災
害
被
災
地
支
援
事
業

大
規
模
災
害
被
災
地
支
援
事
業

　

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
を

　

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
を

祈
念
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
國
學

祈
念
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
國
學

院
大
學
文
化
講
演
会
を
、
大

院
大
學
文
化
講
演
会
を
、
大

学
と
院
友
会
の
ご
協
力
を
得

学
と
院
友
会
の
ご
協
力
を
得

て
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十

て
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十

五
日
（
金
）
に
熊
本
県
立
劇

五
日
（
金
）
に
熊
本
県
立
劇

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
か
ら
本
県
支

　

多
く
の
皆
様
か
ら
本
県
支

部
に
励
ま
し
や
義
援
金
を
い

部
に
励
ま
し
や
義
援
金
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
被
災
さ

た
だ
い
た
こ
と
で
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
元
気
を
出
し
て

れ
た
方
々
に
元
気
を
出
し
て

い
た
だ
こ
う
と
考
え
た
企
画

い
た
だ
こ
う
と
考
え
た
企
画

で
し
た
。
大
学
の
文
化
講
演

で
し
た
。
大
学
の
文
化
講
演

会
を
熊
本
県
で
開
催
し
て
い

会
を
熊
本
県
で
開
催
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
地
震
後
い

た
だ
く
こ
と
で
、
地
震
後
い

ち
早
く
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ち
早
く
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
な
さ
っ
た
大
学
の
客
員
教

を
な
さ
っ
た
大
学
の
客
員
教

授
で
あ
る
さ
だ
ま
さ
し
氏
の

授
で
あ
る
さ
だ
ま
さ
し
氏
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
現
す
る
こ

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
入
り
、
県
内
の

　

今
年
度
に
入
り
、
県
内
の

各
自
治
体
等
に
足
を
運
ん
で

各
自
治
体
等
に
足
を
運
ん
で

趣
旨
説
明
を
し
、
新
聞
広
告

趣
旨
説
明
を
し
、
新
聞
広
告

等
呼
び
か
け
を
行
っ
た
結

等
呼
び
か
け
を
行
っ
た
結

果
、
一
般
募
集
千
二
百
名
に

果
、
一
般
募
集
千
二
百
名
に

対
し
、
一
万
三
千
名
以
上
の

対
し
、
一
万
三
千
名
以
上
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日

は
、
台
風
の
接
近
で
開
催
が

は
、
台
風
の
接
近
で
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
る
中
、
被
災
者
や

危
ぶ
ま
れ
る
中
、
被
災
者
や

院
友
を
含
め
約
千
八
百
名
の

院
友
を
含
め
約
千
八
百
名
の

参
加
を
得
て
大
盛
況
の
会
と

参
加
を
得
て
大
盛
況
の
会
と

な
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
で
本
県
甲
佐
町

　

会
の
冒
頭
で
本
県
甲
佐
町

出
身
の
坂
口
𠮷
一
理
事
長
か

出
身
の
坂
口
𠮷
一
理
事
長
か

ら
「
一
日
も
早
い
復
興
を
心

ら
「
一
日
も
早
い
復
興
を
心

か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。
さ
だ

か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。
さ
だ

さ
ん
の
歌
と
ト
ー
ク
で
勇
気

さ
ん
の
歌
と
ト
ー
ク
で
勇
気

と
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
帰
っ
て

と
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
帰
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
ご
挨
拶
が
あ

く
だ
さ
い
」
と
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

さ
だ
氏
は
、
東
北
や
本
県

　

さ
だ
氏
は
、
東
北
や
本
県

で
の
震
災
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

で
の
震
災
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交

ア
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交

え
な
が
ら
、「
関
白
宣
言
」

え
な
が
ら
、「
関
白
宣
言
」

や
「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」

や
「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」

な
ど
十
三
曲
を
熱
唱
さ
れ
ま

な
ど
十
三
曲
を
熱
唱
さ
れ
ま

し
た
。
観
客
は
、
涙
あ
り
笑

し
た
。
観
客
は
、
涙
あ
り
笑

い
あ
り
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

い
あ
り
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
帰
り
に
な
る
方
々
を
お

　

お
帰
り
に
な
る
方
々
を
お

見
送
り
し
た
際
、
多
く
の
方

見
送
り
し
た
際
、
多
く
の
方

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
会
を
開
い
て
い
た
だ

し
い
会
を
開
い
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
元
気
に
な
り
ま

き
、
本
当
に
元
気
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
い
う
お
言
葉
を

ま
し
た
」
と
い
う
お
言
葉
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
握
手
を
求
め
て
こ
ら

ま
た
、
握
手
を
求
め
て
こ
ら

れ
手
を
強
く
握
り
な
が
ら
、

れ
手
を
強
く
握
り
な
が
ら
、

「
こ
の
よ
う
に
県
民
に
寄
り

「
こ
の
よ
う
に
県
民
に
寄
り

添
っ
た
活
動
を
し
て
い
た
だ

添
っ
た
活
動
を
し
て
い
た
だ

け
る
國
學
院
大
學
は
素
晴
ら

け
る
國
學
院
大
學
は
素
晴
ら

し
い
で
す
」
と
涙
な
が
ら
に

し
い
で
す
」
と
涙
な
が
ら
に

お
礼
を
言
っ
て
行
か
れ
る
方

お
礼
を
言
っ
て
行
か
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
本
当
に

も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
本
当
に

開
催
で
き
て
良
か
っ
た
と
関

開
催
で
き
て
良
か
っ
た
と
関

係
者
で
喜
び
を
噛
み
し
め
ま

係
者
で
喜
び
を
噛
み
し
め
ま

し
た
。

し
た
。

　

そ
の
後
も
お
礼
の
お
手
紙

　

そ
の
後
も
お
礼
の
お
手
紙

や
お
声
か
け
を
い
た
だ
い
て

や
お
声
か
け
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が

を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
大
学
及
び
院

で
き
た
の
も
、
大
学
及
び
院

友
会
と
さ
だ
氏
の
ご
協
力
、

友
会
と
さ
だ
氏
の
ご
協
力
、

そ
し
て
被
災
者
に
対
す
る
熱

そ
し
て
被
災
者
に
対
す
る
熱

い
思
い
が
観
客
と
共
に
「
熊

い
思
い
が
観
客
と
共
に
「
熊

本
に
元
気
を
」
と
い
う
思
い

本
に
元
気
を
」
と
い
う
思
い

で
一
つ
に
な
っ
た
か
ら
だ
と

で
一
つ
に
な
っ
た
か
ら
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
成
功
に

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
成
功
に

導
い
て
い
た
だ
い
た
方
々
に

導
い
て
い
た
だ
い
た
方
々
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　

支
部
事
務
局
長

 

山
本
廣
勝（
97
文
）記

全
十
三
曲
を
熱
唱
さ
れ
た
、

全
十
三
曲
を
熱
唱
さ
れ
た
、

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん

 

（
写
真
提
供
・
㈱
ま
さ
し
）

震
災
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

震
災
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

「
言
霊
の
力　

音
麗
の
癒
し
」

「
言
霊
の
力　

音
麗
の
癒
し
」

さ
だ
ま
さ
し
客
員
教
授

さ
だ
ま
さ
し
客
員
教
授 

熊
本
県
支
部

熊
本
県
支
部

下
尚
史
客
員
教
授
に
よ
る
特

下
尚
史
客
員
教
授
に
よ
る
特

別
講
演
へ
と
移
り
ま
し
た
。

別
講
演
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
市
川
染
五
郎
氏

　

引
き
続
き
市
川
染
五
郎
氏

へ
の
院
友
会
正
会
員
授
与

へ
の
院
友
会
正
会
員
授
与

式
、
な
ら
び
に
同
氏
に
よ
る

式
、
な
ら
び
に
同
氏
に
よ
る

特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
た
。

　

染
五
郎
氏
の
講
演
は
事
前

　

染
五
郎
氏
の
講
演
は
事
前

申
込
制
で
、
申
込
み
開
始
後

申
込
制
で
、
申
込
み
開
始
後

二
日
間
で
満
員
御
礼
、
染
五

二
日
間
で
満
員
御
礼
、
染
五

郎
氏
の
口
か
ら
は
学
生
時
代

郎
氏
の
口
か
ら
は
学
生
時
代

の
思
い
出
な
ど
が
語
ら
れ
、

の
思
い
出
な
ど
が
語
ら
れ
、

会
場
と
な
っ
た
常
磐
松
ホ
ー

会
場
と
な
っ
た
常
磐
松
ホ
ー

ル
は
満
員
で
大
盛
況
で
し

ル
は
満
員
で
大
盛
況
で
し

た
。
た
。

【
メ
モ
リ
ア
ル
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
】

【
メ
モ
リ
ア
ル
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
】

　

こ
ち
ら
も
大
人
気
で
、
卒

　

こ
ち
ら
も
大
人
気
で
、
卒

業
か
ら
一
年
目
・
五
年
目
・

業
か
ら
一
年
目
・
五
年
目
・

十
年
目
・
十
五
年
目
…
と
節

十
年
目
・
十
五
年
目
…
と
節

目
を
迎
え
た
院
友
を
対
象
と

目
を
迎
え
た
院
友
を
対
象
と

し
た
企
画
、
今
回
は
初
め
て

し
た
企
画
、
今
回
は
初
め
て

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
の
開
催
と

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
事

な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
事

前
予
約
の
段
階
で
満
員
に
達

前
予
約
の
段
階
で
満
員
に
達

す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
。
晴

す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
。
晴

れ
て
い
れ
ば
遠
く
富
士
山
ま

れ
て
い
れ
ば
遠
く
富
士
山
ま

で
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る
絶

で
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る
絶

景
が
望
め
る
の
で
す
が
、
こ

景
が
望
め
る
の
で
す
が
、
こ

の
日
は
雨
、
そ
れ
で
も
久
し

の
日
は
雨
、
そ
れ
で
も
久
し

ぶ
り
の
旧
友
と
の
再
会
に
話

ぶ
り
の
旧
友
と
の
再
会
に
話

に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

【
院
友
会
支
部
物
産
展
】

【
院
友
会
支
部
物
産
展
】

　

今
回
は
、
全
国
か
ら
十
支

　

今
回
は
、
全
国
か
ら
十
支

ゃ
り
、
活
気
溢
れ
る
賑
わ
い

ゃ
り
、
活
気
溢
れ
る
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
【
卒
業
生
オ

　

こ
の
他
に
も
【
卒
業
生
オ

リ
ジ
ナ
ル
企
画
】
と
し
て
、

リ
ジ
ナ
ル
企
画
】
と
し
て
、

体
育
連
合
会
の
同
期
会
、
ク

体
育
連
合
会
の
同
期
会
、
ク

ラ
ス
会
や
ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ
会
、

ラ
ス
会
や
ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ
会
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
が
学
内

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
が
学
内

の
教
室
や
ア
リ
ー
ナ
、
二
・

の
教
室
や
ア
リ
ー
ナ
、
二
・

三
号
館
前
の
屋
外
ス
ペ
ー
ス

三
号
館
前
の
屋
外
ス
ペ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ス
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
は
、
人
間
開
発
学
部
の
卒

ー
は
、
人
間
開
発
学
部
の
卒

業
生
を
対
象
に
懇
親
会
が
開

業
生
を
対
象
に
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
名
以

催
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
名
以

上
の
卒
業
生

上
の
卒
業
生

が
集
ま
り
、

が
集
ま
り
、

こ
の
日
だ
け

こ
の
日
だ
け

の
國
學
院
大

の
國
學
院
大

學
オ
リ
ジ
ナ

學
オ
リ
ジ
ナ

ル
ラ
ベ
ル
の

ル
ラ
ベ
ル
の

お
酒
で
乾

お
酒
で
乾

杯
、
ゼ
ミ
の

杯
、
ゼ
ミ
の

先
生
や
仲
間

先
生
や
仲
間

達
と
合
流

達
と
合
流

し
、
久
し
ぶ

し
、
久
し
ぶ

り
の
キ
ャ
ン

り
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
当

パ
ス
で
、
当

時
の
想
い
出

時
の
想
い
出

や
、
お
互
い

や
、
お
互
い

の
近
況
等
を

の
近
況
等
を

語
り
合
い
楽

語
り
合
い
楽

し
い
ひ
と
と

し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し

き
を
過
ご
し

て
い
ま
し

て
い
ま
し

た
。
た
。

部
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

部
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
各
支
部
と
も
、
郷
土

し
た
。
各
支
部
と
も
、
郷
土

の
特
産
品
（
海
産
物
か
ら
山

の
特
産
品
（
海
産
物
か
ら
山

菜
・
果
物
そ
し
て
お
土
産
で

菜
・
果
物
そ
し
て
お
土
産
で

有
名
な
お
菓
子
な
ど
）
を
机

有
名
な
お
菓
子
な
ど
）
を
机

い
っ
ぱ
い
に
広
げ
、
大
き
な

い
っ
ぱ
い
に
広
げ
、
大
き
な

声
で
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行

声
で
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
参
加
者
は
お
も
い
お
も

い
、
参
加
者
は
お
も
い
お
も

い
に
品
物
を
手
に
取
り
眺
め

い
に
品
物
を
手
に
取
り
眺
め

た
り
、
中
に
は
抱
え
き
れ
な

た
り
、
中
に
は
抱
え
き
れ
な

い
ほ
ど
多
く
の
品
物
を
購
入

い
ほ
ど
多
く
の
品
物
を
購
入

さ
れ
る
方
な
ど
も
い
ら
っ
し

さ
れ
る
方
な
ど
も
い
ら
っ
し

　

毎
年
五
月
に
高
輪
プ
リ
ン

　

毎
年
五
月
に
高
輪
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
開
催
し
て
い
ま

ス
ホ
テ
ル
で
開
催
し
て
い
ま

し
た
『
院
友
大
会
』
を
今
年

し
た
『
院
友
大
会
』
を
今
年

度
は
母
校
創
立
百
三
十
五
周

度
は
母
校
創
立
百
三
十
五
周

年
、
院
友
会
発
足
百
三
十
周

年
、
院
友
会
発
足
百
三
十
周

年
を
記
念
し
、
ホ
ー
ム
カ
ミ

年
を
記
念
し
、
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
当
日
の
十
月
二
十

ン
グ
デ
ー
当
日
の
十
月
二
十

一
日
（
土
）
に
、
母
校
メ
モ

一
日
（
土
）
に
、
母
校
メ
モ

リ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
開

リ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
有
栖
川
宮
記
念
ホ

　

当
初
は
有
栖
川
宮
記
念
ホ

ー
ル
に
て
開
催
の
予
定
で
し

ー
ル
に
て
開
催
の
予
定
で
し

た
が
、
院
友
大
会
が
近
づ
く

た
が
、
院
友
大
会
が
近
づ
く

に
つ
れ
出
席
者
が
増
加
し
、

に
つ
れ
出
席
者
が
増
加
し
、

急
遽
会
場
を
メ
モ
リ
ア
ル
レ

急
遽
会
場
を
メ
モ
リ
ア
ル
レ

ス
ト
ラ
ン
に
変
更
し
て
の
開

ス
ト
ラ
ン
に
変
更
し
て
の
開

催
で
し
た
。

催
で
し
た
。

　

母
校
で
開
催
す
る
院
友
大

　

母
校
で
開
催
す
る
院
友
大

会
と
あ
っ
て
初
め
て
参
加
す

会
と
あ
っ
て
初
め
て
参
加
す

る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
ま
た
全
国
の
支
部

ま
し
た
。
ま
た
全
国
の
支
部

長
や
代
理
の
方
も
出
席
、
こ

長
や
代
理
の
方
も
出
席
、
こ

の
院
友
大
会
を
同
期
会
や
ク

の
院
友
大
会
を
同
期
会
や
ク

ラ
ス
会
と
し
て
集
ま
っ
て
く

ラ
ス
会
と
し
て
集
ま
っ
て
く

だ
さ
っ
た
方
も
お
り
、
こ
の

だ
さ
っ
た
方
も
お
り
、
こ
の

日
の
参
加
者
は
三
百
三
十
名

日
の
参
加
者
は
三
百
三
十
名

を
数
え
ま
し
た
。

を
数
え
ま
し
た
。

　

会
は
佐
藤
美
穗
副
会
長
の

　

会
は
佐
藤
美
穗
副
会
長
の

開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
吉
田

開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
吉
田

会
長
の
発
足
百
三
十
周
年
の

会
長
の
発
足
百
三
十
周
年
の

節
目
の
院
友
大
会
を
母
校
で

節
目
の
院
友
大
会
を
母
校
で

開
催
で
き
る
歓
び
を
含
め
た

開
催
で
き
る
歓
び
を
含
め
た

挨
拶
が
あ
り
、
途
中
人
間
国

挨
拶
が
あ
り
、
途
中
人
間
国

宝
の
山
本
東
次
郎
さ
ん
も
出

宝
の
山
本
東
次
郎
さ
ん
も
出

席
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
お
祝

席
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
お
祝

の
謡
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い

の
謡
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
今
回
の
目
玉

ま
し
た
。
ま
た
今
回
の
目
玉

の
一
つ
で
あ
る
「
我
が
家
は

の
一
つ
で
あ
る
「
我
が
家
は

三
世
代
國
大
生
」
に
は
お
二

三
世
代
國
大
生
」
に
は
お
二

方
の
出
席
が
あ
り
、
院
友
会

方
の
出
席
が
あ
り
、
院
友
会

國
學
院
大
學
院
友
会
発
足

百
三
十
周
年
記
念
院
友
大
会
開
催
！

か
ら
記
念
品
と
し
て
セ
イ
コ

か
ら
記
念
品
と
し
て
セ
イ
コ

ー
製
の
置
時
計
が
贈
呈
さ
れ

ー
製
の
置
時
計
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
昨
年
に
引
き

　

懇
談
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
行
っ
た
『
全
国
銘
酒
飲

続
き
行
っ
た
『
全
国
銘
酒
飲

み
比
べ
』
今
年
は
西
日
本
編

み
比
べ
』
今
年
は
西
日
本
編

と
い
う
こ
と
で
、
三
十
二
種

と
い
う
こ
と
で
、
三
十
二
種

類
も
の
銘
酒
が
集
ま
り
ま
し

類
も
の
銘
酒
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
企
画
の
前
に
は
沢

た
。
こ
の
企
画
の
前
に
は
沢

山
の
人
が
集
ま
り
、
一
本
ず

山
の
人
が
集
ま
り
、
一
本
ず

つ
味
を
比
べ
た
り
、
お
互
い

つ
味
を
比
べ
た
り
、
お
互
い

の
感
想
を
言
い
あ
っ
た
り
、

の
感
想
を
言
い
あ
っ
た
り
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
ご

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
ご

協
賛
く
だ
さ
っ
た
西
日
本
の

協
賛
く
だ
さ
っ
た
西
日
本
の

支
部
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

支
部
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　

楽
し
い
時
間
は
と
き
が
過

　

楽
し
い
時
間
は
と
き
が
過

ぎ
る
の
も
早
く
最
後
は
、
全

ぎ
る
の
も
早
く
最
後
は
、
全

學
應
援
團
の
リ
ー
ド
に
よ
り

學
應
援
團
の
リ
ー
ド
に
よ
り

校
歌
を
全
員
で
斉
唱
。
針
本

校
歌
を
全
員
で
斉
唱
。
針
本

副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
散

副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
散

会
と
な
り
ま
し
た
。

会
と
な
り
ま
し
た
。

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
平

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
三
年
度
か
ら
行
い
今

成
二
十
三
年
度
か
ら
行
い
今

回
で
七
回
目
に
な
り
ま
す
。

回
で
七
回
目
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
本
会
𠮷
田
茂
穗
会
長

当
日
は
本
会
𠮷
田
茂
穗
会
長

と
加
藤
元
茂
常
務
理
事
が
母

と
加
藤
元
茂
常
務
理
事
が
母

校
役
員
室
を
訪
れ
、
大
規
模

校
役
員
室
を
訪
れ
、
大
規
模

災
害
学
費
減
免
制
度
へ
の
指

災
害
学
費
減
免
制
度
へ
の
指

定
寄
付
の
目
録
を
赤
井
益
久

定
寄
付
の
目
録
を
赤
井
益
久

学
長
に
贈
呈
い
た
し
ま
し

学
長
に
贈
呈
い
た
し
ま
し

た
。
た
。

　

引
き
続
き
、
学
校
法
人
國

　

引
き
続
き
、
学
校
法
人
國

學
院
大
學
坂
口
𠮷
一
理
事
長

學
院
大
學
坂
口
𠮷
一
理
事
長

に
創
立
百
三
十
五
周
年
を
祝

に
創
立
百
三
十
五
周
年
を
祝

し
寄
付
の
目
録
の
贈
呈
を
行

し
寄
付
の
目
録
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
学
費
減
免
制
度
の
被
災
学
生
支
援
・

大
規
模
災
害
学
費
減
免
制
度
の
被
災
学
生
支
援
・

創
立
百
三
十
五
周
年
を
祝
い
母
校
に
寄
付

創
立
百
三
十
五
周
年
を
祝
い
母
校
に
寄
付

机
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
特
産
品

机
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
特
産
品

　

本
会
で
は
、
國
學
院
大
學

　

本
会
で
は
、
國
學
院
大
學

院
友
会
発
足
百
三
十
周
年
記

院
友
会
発
足
百
三
十
周
年
記

念
奉
告
祭
を
斎
行
し
た
十
一

念
奉
告
祭
を
斎
行
し
た
十
一

月
一
日
（
水
）、
母
校
が
行

月
一
日
（
水
）、
母
校
が
行

っ
て
い
る
大
規
模
災
害
学
費

っ
て
い
る
大
規
模
災
害
学
費

減
免
制
度
へ
の
指
定
寄
付
と

減
免
制
度
へ
の
指
定
寄
付
と

し
て
二
百
万
円
、
創
立
百
三

し
て
二
百
万
円
、
創
立
百
三

十
五
周
年
を
祝
し
二
百
万
円

十
五
周
年
を
祝
し
二
百
万
円

の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
学
費
減
免
制

　

大
規
模
災
害
学
費
減
免
制

度
（
平
成
二
十
八
年
改
称
）

度
（
平
成
二
十
八
年
改
称
）

大規模災害学費減免制度への寄付を赤井学大規模災害学費減免制度への寄付を赤井学
長に贈呈長に贈呈（写真提供・國學院大學広報課）

135周年を記念し祝金を坂口理事長に135周年を記念し祝金を坂口理事長に
贈呈贈呈（写真提供・國學院大學広報課）

和
や
か
に
歓
談
す
る
参
加
者

和
や
か
に
歓
談
す
る
参
加
者

國
學
院
大
學
部
課
長
会

事
務
局
長

白
川　

博
一

神
道
研
修
事
務
部

部
長
兼
神
道
研
修
事
務
課
長

大
野　

靖
仁

国
際
交
流
事
務
部

次
長
兼
国
際
交
流
課
長

石
山　

昭
彦

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

部
長

柴
田　

克
之

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課 

教
学
・
就
職
担
当
課
長

人
見　
　

剛

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長

島
村　

昌
利

総
務
部

長
谷
川
顕
子

人
事
担
当
次
長

本
浪　

義
武

人
事
課
長

校
友
課
長

澤
田　

康
紀

武
智　

浩
二

部
長

次
長
兼
総
務
課
長

謡
口　

秀
見

財
務
部

経
理
課
長

篠
田　

隆
行

管
財
課
長

細
島　

洋
紀

次
長

中
村　

大
介

総
合
企
画
部

企
画
課
長

後
藤　
　

匠

入
学
課
長

田
中　

裕
巳

部
長

城
所　

俊
哉

広
報
課
長

原
口　
　

章

次
長
兼
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
課
長

山
口　

耕
司

企
画
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
担
当
部
長

滝
田　

忠
之

学
生
事
務
部

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長

木
村　
　

都

部
長

城
所　

俊
哉

学
生
生
活
課
長

前
田　

浩
司

就
職
担
当
事
務
部
長

藤
形　

正
俊

学
生
生
活
課
担
当
課
長

古
澤　
　

繁

教
学
事
務
部

大
学
院
担
当
次
長

山
口　

輝
幸

教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
教
職
担
当
課
長

小
林　

博
毅

教
育
開
発
推
進
機
構
担
当
次
長

兼
教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

原
田　

佳
昌

教
務
課
担
当
課
長

松
本　

忠
和

大
学
院
事
務
課
長

石
田　

智
子

次
長
兼
教
務
課
長

仙
北
谷
穂
高

図
書
館
事
務
課 

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
担
当
課
長

澤
井　
　

隆

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
次
長

堀
内　

弘
行

部
長

及
川　
　

聡

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

後
藤　

幸
雄

研
究
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

飯
塚　

陽
子

図
書
館
事
務
課 

担
当
課
長（
資
料
室
担
当
兼
務
）

川
島
富
貴
子

図
書
館
事
務
課
長

安
達　
　

匠

法
人
事
務
局
部
長

北
澤　
　

薫

法
人
事
務
局
長

橋
本
憲
市
郎

謹 賀 新 年
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院
友
会
島
根
県
支
部
（
青

　

院
友
会
島
根
県
支
部
（
青

木
義
興
支
部
長
）
で
は
平
成

木
義
興
支
部
長
）
で
は
平
成

二
十
九
年
七
月
三
十
日

二
十
九
年
七
月
三
十
日

（
日
）、
支
部
総
会
に
あ
わ

（
日
）、
支
部
総
会
に
あ
わ

せ
て
ニ
ュ
ー
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ

せ
て
ニ
ュ
ー
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ

出
雲
で
文
化
講
演
会
を
開
催

出
雲
で
文
化
講
演
会
を
開
催

し
た
。
今
回
は
宗
教
学
者
と

し
た
。
今
回
は
宗
教
学
者
と

し
て
著
名
な
國
學
院
大
學
副

し
て
著
名
な
國
學
院
大
學
副

学
長
で
神
道
文
化
学
部
教
授

学
長
で
神
道
文
化
学
部
教
授

の
石
井
研
士
先
生
を
講
師
と

の
石
井
研
士
先
生
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、「
結
婚
し

し
て
お
招
き
し
、「
結
婚
し

て
よ
か
っ
た
？　

―
儀
礼
文

て
よ
か
っ
た
？　

―
儀
礼
文

化
の
変
容
と
現
在
―
」
と
題

化
の
変
容
と
現
在
―
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

し
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

日
本
の
現
代
社
会
で
は
、

　

日
本
の
現
代
社
会
で
は
、

近
年
宗
教
に
対
す
る
意
識
・

近
年
宗
教
に
対
す
る
意
識
・

考
え
方
が
大
き
く
変
容
し
て

考
え
方
が
大
き
く
変
容
し
て

い
る
。
家
に
あ
る
神
棚
は
全

い
る
。
家
に
あ
る
神
棚
は
全

国
で
約
四
割
・
東
京
で
二
割

国
で
約
四
割
・
東
京
で
二
割

以
下
、
仏
壇
は
全
国
で
約
五

以
下
、
仏
壇
は
全
国
で
約
五

割
・
東
京
で
四

割
・
東
京
で
四

割
と
な
っ
て
お

割
と
な
っ
て
お

り
、
祖
先
崇
拝

り
、
祖
先
崇
拝

と
し
て
の
神
観

と
し
て
の
神
観

念
が
薄
れ
て
き

念
が
薄
れ
て
き

て
い
る
。
退
職

て
い
る
。
退
職

さ
れ
た
男
性
と

さ
れ
た
男
性
と

奥
様
の
意
識
調

奥
様
の
意
識
調

査
で
は
、
男
性

査
で
は
、
男
性

の
七
〜
八
割
は

の
七
〜
八
割
は

「
老
後
二
人
で

「
老
後
二
人
で

仲
良
く
過
ご
し

仲
良
く
過
ご
し

た
い
」、
対
し

た
い
」、
対
し

て
女
性
は
「
仲

て
女
性
は
「
仲

の
良
い
友
達
と

の
良
い
友
達
と

旅
行
な
ど
に
行

旅
行
な
ど
に
行

き
た
い
」
と
い

き
た
い
」
と
い

う
。
近
年
、
男

う
。
近
年
、
男

性
の
葬
儀
の
際

性
の
葬
儀
の
際

報　告

公
開
講
演

公
開
講
演

「
結
婚
し
て
よ
か
っ
た
？　

―
儀
礼

「
結
婚
し
て
よ
か
っ
た
？　

―
儀
礼

文
化
の
変
容
と
現
在
―
」
を
開
催

文
化
の
変
容
と
現
在
―
」
を
開
催

 

島
根
県
支
部

島
根
県
支
部

　

國
學
院
大
學
創
立

　

國
學
院
大
學
創
立
135135
周
年
周
年

並
び
に
國
學
院
大
學
院
友
会

並
び
に
國
學
院
大
學
院
友
会

発
足
発
足
130130
周
年
、
ま
こ
と
に
お

周
年
、
ま
こ
と
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大

分
県
支
部
で
は
、
公
益
目
的

分
県
支
部
で
は
、
公
益
目
的

事
業
と
し
て
文
化
講
演
会
を

事
業
と
し
て
文
化
講
演
会
を

計
画
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
平

計
画
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
平

成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
未

成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
未

明
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で

明
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で

大
分
県
も
大
変
な
被
災
を
し

大
分
県
も
大
変
な
被
災
を
し

ま
し
た
の
で
、
院
友
会
本
部

ま
し
た
の
で
、
院
友
会
本
部

か
ら
大
規
模
災
害
被
災
地
支

か
ら
大
規
模
災
害
被
災
地
支

援
事
業
と
し
て
文
化
講
演
会

援
事
業
と
し
て
文
化
講
演
会

を
計
画
し
て
は
、
と
温
か
い

を
計
画
し
て
は
、
と
温
か
い

ご
配
慮
と
ご
支
援
を
い
た
だ

ご
配
慮
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十

　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十

六
日（
土
）、大
分
市
の「
大
分

六
日（
土
）、大
分
市
の「
大
分

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
」で

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
」で

文
化
講
演
会
を
開
催
い
た
し

文
化
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。主
催
は
大
学
と
院

ま
し
た
。主
催
は
大
学
と
院

友
会
本
部
、大
分
県
支
部
が

友
会
本
部
、大
分
県
支
部
が

主
管
と
な
り
、若
木
育
成
会

主
管
と
な
り
、若
木
育
成
会

大
分
県
支
部
の
共
催
で
実
施

大
分
県
支
部
の
共
催
で
実
施

し
ま
し
た
。講
師
に
文
学
部

し
ま
し
た
。講
師
に
文
学
部

教
授
の
矢
部
健
太
郎（

教
授
の
矢
部
健
太
郎（
103103
史
・
史
・

105105
博
前
史
・

博
前
史
・
108108
／
112112
博
後
史
）

博
後
史
）

先
生
と
地
元
の

先
生
と
地
元
の

口
演
家
の
矢
野

口
演
家
の
矢
野

大
和（
大
和（
8888
経
）さ
経
）さ

ん
の
お
二
人
を

ん
の
お
二
人
を

迎
え
て
一
般
公

迎
え
て
一
般
公

開
で
開
催
し
た

開
で
開
催
し
た

と
こ
ろ
、
院
友

と
こ
ろ
、
院
友

や
一
般
市
民
約

や
一
般
市
民
約

九
十
人
の
参
加

九
十
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し

が
あ
り
ま
し

た
。
た
。

　

は
じ
め
は
矢

　

は
じ
め
は
矢

野
大
和
さ
ん
に

野
大
和
さ
ん
に

「
日
本
人
の
底

「
日
本
人
の
底

力
」
と
題
し
て

力
」
と
題
し
て

ご
口
演
を
い
た

ご
口
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

だ
き
ま
し
た
。

矢
野
さ
ん
は
佐

矢
野
さ
ん
は
佐

伯
市
宇
目
町
鷹
鳥
屋
神
社
の

伯
市
宇
目
町
鷹
鳥
屋
神
社
の

宮
司
さ
ん
で
、
元
佐
伯
市
観

宮
司
さ
ん
で
、
元
佐
伯
市
観

光
大
使
で
あ
り
、
県
南
落
語

光
大
使
で
あ
り
、
県
南
落
語

組
合
創
設
者
と
し
て
現
在
も

組
合
創
設
者
と
し
て
現
在
も

会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
方

会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
方

で
す
。
神
社
の
有
り
難
さ
、

で
す
。
神
社
の
有
り
難
さ
、

宗
派
を
越
え
て
仏
教
の
良
さ

宗
派
を
越
え
て
仏
教
の
良
さ

を
面
白
お
か
し
く
、
楽
し
い

を
面
白
お
か
し
く
、
楽
し
い

ト
ー
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ

ト
ー
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

て
く
れ
ま
し
た
。

　

矢
部
健
太
郎
教
授
に
は

　

矢
部
健
太
郎
教
授
に
は

「
秀
吉
権
力
の
特
質
と
諸
大

「
秀
吉
権
力
の
特
質
と
諸
大

名
」
と
題
し
て
、
戦
国
時

名
」
と
題
し
て
、
戦
国
時

代
、
特
に
織
田
信
長
・
豊
臣

代
、
特
に
織
田
信
長
・
豊
臣

秀
吉
時
代
の
公
家
と
武
士
の

秀
吉
時
代
の
公
家
と
武
士
の

関
係
を
分
か
り
や
す
く
お
話

関
係
を
分
か
り
や
す
く
お
話

い
た
だ
き
深
い
感
銘
を
受
け

い
た
だ
き
深
い
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
別
会
場
で
院
友

　

そ
の
後
、
別
会
場
で
院
友

三
十
四
人
が
出
席
し
、
支
部

三
十
四
人
が
出
席
し
、
支
部

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
出
席
い
た
だ

　

本
部
か
ら
出
席
い
た
だ

い
た
今
井
亮
副
会
長
か
ら

い
た
今
井
亮
副
会
長
か
ら

130130
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
を
お
迎

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
を
お
迎

え
し
、
高
円
宮
家
所
蔵
根
付

え
し
、
高
円
宮
家
所
蔵
根
付

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
母
校
博
物

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
母
校
博
物

「
國
學
院
大
學
創
立

「
國
學
院
大
學
創
立
135135
周
年
記
念

周
年
記
念

院
友
会
発
足

院
友
会
発
足
130130
周
年
記
念
文
化

周
年
記
念
文
化

講
演
会
」を
開
催

講
演
会
」を
開
催 

大
分
県
支
部

大
分
県
支
部

大
規
模
災
害
被
災
地
支
援
事
業

大
規
模
災
害
被
災
地
支
援
事
業

　

平
成
二
十
九
年
度
の
生
活

　

平
成
二
十
九
年
度
の
生
活

芸
術
講
座
（
儀
礼
文
化
学
会

芸
術
講
座
（
儀
礼
文
化
学
会

・
院
友
会
共
催
）
が
九
月
十

・
院
友
会
共
催
）
が
九
月
十

七
日
（
日
）
と
十
月
十
五
日

七
日
（
日
）
と
十
月
十
五
日

（
日
）
に
院
友
会
館
で
開
催

（
日
）
に
院
友
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。

さ
れ
た
。

　

第
一
回
は
マ
ミ
フ
ラ
ワ
ー

　

第
一
回
は
マ
ミ
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
校
長
の

デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
校
長
の

川
崎
景
介
氏
を
お
招
き
し
、

川
崎
景
介
氏
を
お
招
き
し
、

「
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
魅

「
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
魅

力
に
つ
い
て
」
を
演
題
に
お

力
に
つ
い
て
」
を
演
題
に
お

話
を
い
た
だ
い
た
。
花
の
文

話
を
い
た
だ
い
た
。
花
の
文

化
と
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
日

化
と
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
日

本
に
お
け
る
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

本
に
お
け
る
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
の
定
義
・
発
達
が
紹
介

イ
ン
の
定
義
・
発
達
が
紹
介

さ
れ
、
花
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

さ
れ
、
花
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
二
部
構
成

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
二
部
構
成

で
行
わ
れ
た
。
実
技
で
は
川

で
行
わ
れ
た
。
実
技
で
は
川

崎
先
生
か
ら
丁
寧
な
指
導
を

崎
先
生
か
ら
丁
寧
な
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

有
意
義
な
講
義
内
容
で
あ
っ

有
意
義
な
講
義
内
容
で
あ
っ

た
。
た
。

　

第
二
回
の
テ
ー
マ
は
「
料

　

第
二
回
の
テ
ー
マ
は
「
料

理
」。
近
茶
流
宗
家
の
柳
原

理
」。
近
茶
流
宗
家
の
柳
原

一
成
氏
を
講
師
に
、「
手
仕

一
成
氏
を
講
師
に
、「
手
仕

事
の
和
食

事
の
和
食 

―
伝
統
を
残

―
伝
統
を
残

す
、
日
々
の
力
―
」
と
題
し

す
、
日
々
の
力
―
」
と
題
し

て
行
わ
れ
た
。
家
伝
の
技
法

て
行
わ
れ
た
。
家
伝
の
技
法

報　告

生
活
芸
術
講
座
を
開
催

生
活
芸
術
講
座
を
開
催

 
儀
礼
文
化
学
会
・
院
友
会
共
催

儀
礼
文
化
学
会
・
院
友
会
共
催

講
師
の
石
井
研
士
先
生

講
師
の
石
井
研
士
先
生

館
で
開
催
さ
れ
た
様
子
及
び

館
で
開
催
さ
れ
た
様
子
及
び

全
国
各
支
部
の
活
動
な
ど
が

全
国
各
支
部
の
活
動
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
矢

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
矢

部
教
授
か
ら
は
、
大
学
志
願

部
教
授
か
ら
は
、
大
学
志
願

者
数
や
入
学
者
の
状
況
、
大

者
数
や
入
学
者
の
状
況
、
大

学
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
説

学
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

支
部
総
会
で
は
役
員
改
選

　

支
部
総
会
で
は
役
員
改
選

が
あ
り
、
支
部
長
の
野
崎
邦

が
あ
り
、
支
部
長
の
野
崎
邦

康
（
康
（
7171
文
）
氏
が
事
務
局
を

文
）
氏
が
事
務
局
を

担
当
さ
れ
て
か
ら
支
部
長
ま

担
当
さ
れ
て
か
ら
支
部
長
ま

で
三
十
四
年
の
長
き
に
わ
た

で
三
十
四
年
の
長
き
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

り
尽
力
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

年
度
を
も
っ
て
引
退
さ
れ
、

年
度
を
も
っ
て
引
退
さ
れ
、

今
後
は
顧
問
と
し
て
ご
指
導

今
後
は
顧
問
と
し
て
ご
指
導

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
支
部
長
に
は
副
支
部

た
。
新
支
部
長
に
は
副
支
部

長
の
高
司
信
太
郎
氏
（

長
の
高
司
信
太
郎
氏
（
7979
法

・
8080
神
専
攻
）、
新
事
務
局

神
専
攻
）、
新
事
務
局

長
に
は
神
田
毅
氏
（

長
に
は
神
田
毅
氏
（
104104
文
）
文
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
有
意
義
な
文

　

あ
ら
た
め
て
有
意
義
な
文

化
講
演
会
を
無
事
に
開
催
で

化
講
演
会
を
無
事
に
開
催
で

き
た
と
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ

き
た
と
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
講
演
会
を
実
施

で
す
。
こ
の
講
演
会
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
各
方
面
の

す
る
に
あ
た
り
、
各
方
面
の

方
々
に
多
大
な
ご
支
援
と
ご

方
々
に
多
大
な
ご
支
援
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

と
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

げ
る
次
第
で
す
。

　

副
支
部
長

 

塩
月
洋
二（
87
法
）記

に
親
族
関
係
終
了
届
（
死
後

に
親
族
関
係
終
了
届
（
死
後

離
婚
）
を
提
出
さ
れ
る
こ
と

離
婚
）
を
提
出
さ
れ
る
こ
と

も
増
加
し
て
い
る
。

も
増
加
し
て
い
る
。

　

あ
な
た
は
お
墓
を
ど
う
選

　

あ
な
た
は
お
墓
を
ど
う
選

ぶ
か
と
い
う
問
い
に
対
し

ぶ
か
と
い
う
問
い
に
対
し

て
、
若
い
女
性
の
三
割
は
ダ

て
、
若
い
女
性
の
三
割
は
ダ

ン
ナ
の
墓
に
入
り
た
く
な
い

ン
ナ
の
墓
に
入
り
た
く
な
い

と
い
う
。
以
前
は
一
緒
に
入

と
い
う
。
以
前
は
一
緒
に
入

る
し
か
な
か
っ
た
が
、
散
骨

る
し
か
な
か
っ
た
が
、
散
骨

や
樹
木
葬
、
一
人
の
墓
が
増

や
樹
木
葬
、
一
人
の
墓
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。
な
ぜ
女
性

加
傾
向
に
あ
る
。
な
ぜ
女
性

が
ダ
ン
ナ
の
墓
に
入
ら
な
い

が
ダ
ン
ナ
の
墓
に
入
ら
な
い

の
か
。
一
つ
に
は
ダ
ン
ナ
が

の
か
。
一
つ
に
は
ダ
ン
ナ
が

嫌
い
だ
か
ら
未
来
永
劫
一
緒

嫌
い
だ
か
ら
未
来
永
劫
一
緒

は
イ
ヤ
、
二
つ
に
は
姑
が
い

は
イ
ヤ
、
二
つ
に
は
姑
が
い

る
か
ら
イ
ヤ
と
い
う
。

る
か
ら
イ
ヤ
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
、
誕
生
か
ら
成

　

こ
れ
ま
で
、
誕
生
か
ら
成

人
式
ま
で
は
霊
の
成
長
期
、

人
式
ま
で
は
霊
の
成
長
期
、

結
婚
後
亡
く
な
る
ま
で
は
霊

結
婚
後
亡
く
な
る
ま
で
は
霊

の
安
定
期
、
死
後
し
ば
ら
く

の
安
定
期
、
死
後
し
ば
ら
く

は
荒
ぶ
る
霊
で
あ
り
三
三
回

は
荒
ぶ
る
霊
で
あ
り
三
三
回

忌
で
安
定
し
て
祖
先
の
御
霊

忌
で
安
定
し
て
祖
先
の
御
霊

と
一
緒
に
な
り
、
こ
の
霊
の

と
一
緒
に
な
り
、
こ
の
霊
の

一
部
が
子
供
に
な
る
と
い
う

一
部
が
子
供
に
な
る
と
い
う

霊
の
循
環
が
意
識
さ
れ
て
き

霊
の
循
環
が
意
識
さ
れ
て
き

た
。
近
年
、
葬
式
の
あ
と
三

た
。
近
年
、
葬
式
の
あ
と
三

三
回
忌
ま
で
の
儀
式
が
な
く

三
回
忌
ま
で
の
儀
式
が
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
。

な
り
つ
つ
あ
る
。

　

現
代
社
会
の
あ
り
か
た
を

　

現
代
社
会
の
あ
り
か
た
を

見
つ
め
、
分
析
す
る
こ
と
に

見
つ
め
、
分
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
へ
の
課
題
を
問

よ
り
、
将
来
へ
の
課
題
を
問

い
か
け
る
有
意
義
な
講
演
会

い
か
け
る
有
意
義
な
講
演
会

と
な
っ
た
。

と
な
っ
た
。

 

松
本
岩
雄
（
83
史
）
記

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

―
公
益
目
的
事
業
を
全
国
で
展
開

―
公
益
目
的
事
業
を
全
国
で
展
開
――

　

群
馬
県
支
部
で
は
、
院
友

　

群
馬
県
支
部
で
は
、
院
友

会
発
足
百
三
十
周
年
を
記
念

会
発
足
百
三
十
周
年
を
記
念

し
、
文
化
講
演
会
を
平
成
二

し
、
文
化
講
演
会
を
平
成
二

十
九
年
九
月
九
日
（
土
）
群

十
九
年
九
月
九
日
（
土
）
群

馬
県
高
崎
市
の
ホ
ワ
イ
ト
イ

馬
県
高
崎
市
の
ホ
ワ
イ
ト
イ

ン
高
崎
で
開
催
し
た
。
院
友

ン
高
崎
で
開
催
し
た
。
院
友

会
・
若
木
育
成
会
・
一
般
聴

会
・
若
木
育
成
会
・
一
般
聴

講
者
百
十
名
が
参
加
し
た
。

講
者
百
十
名
が
参
加
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
世
界
文
化
遺

　

テ
ー
マ
は「
世
界
文
化
遺

産
の
向
こ
う
に
見
え
る
も

産
の
向
こ
う
に
見
え
る
も

の
」と
し
、今
回
は
三
年
間
の

の
」と
し
、今
回
は
三
年
間
の

集
大
成
と
し
て
の
開
催
と
な

集
大
成
と
し
て
の
開
催
と
な

る
。平
成
二
十
六
年
に
富
岡

る
。平
成
二
十
六
年
に
富
岡

製
糸
場
、田
島
弥
平
旧
宅
、高

製
糸
場
、田
島
弥
平
旧
宅
、高

山
社
跡
、荒
船
風
穴
の
四
遺

山
社
跡
、荒
船
風
穴
の
四
遺

産
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺

産
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
、そ
の
保
存
、

産
に
登
録
さ
れ
、そ
の
保
存
、

研
究
等
の
活
動
に
多
く
の
院

研
究
等
の
活
動
に
多
く
の
院

友
が
携
わ
っ
て
い
る
。

友
が
携
わ
っ
て
い
る
。

　

過
去
二
カ
年
は
、
サ
ブ
テ

　

過
去
二
カ
年
は
、
サ
ブ
テ

ー
マ
を
「
荒
船
風
穴
、
高
山

ー
マ
を
「
荒
船
風
穴
、
高
山

社
の
果
た
し
た
役
割
」、「
富

社
の
果
た
し
た
役
割
」、「
富

岡
製
糸
場
、
田
島
弥
平
旧
宅

岡
製
糸
場
、
田
島
弥
平
旧
宅

の
果
た
し
た
役
割
」
と
し

の
果
た
し
た
役
割
」
と
し

て
、
院
友
を
パ
ネ
リ
ス
ト

て
、
院
友
を
パ
ネ
リ
ス
ト

（
秋
池
武
下
仁
田
歴
史
館
長

（
秋
池
武
下
仁
田
歴
史
館
長

・
史
学
博
士

・
史
学
博
士
7575
史
、
志
村
哲

史
、
志
村
哲

藤
岡
市
教
育
委
員
会
教
育
部

藤
岡
市
教
育
委
員
会
教
育
部

長
8686
史
、
横
田
公
男
富
岡
市

史
、
横
田
公
男
富
岡
市

教
育
長

教
育
長
8585
法
2
、
和
久
美
緒

、
和
久
美
緒

伊
勢
崎
市
教
育
委
員
会
文
化

伊
勢
崎
市
教
育
委
員
会
文
化

財
保
護
課

財
保
護
課
103103
史
・
史
・
105105
博
前
博
前

史
）
に
迎
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

史
）
に
迎
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
て
き
た
。

ム
を
開
催
し
て
き
た
。

　

本
年
度
は
サ
ブ
テ

　

本
年
度
は
サ
ブ
テ

ー
マ
を

ー
マ
を 

養
蚕
の
民
俗

養
蚕
の
民
俗

芸
能
と
養
蚕
唱
歌
」と

芸
能
と
養
蚕
唱
歌
」と

し
、県
内
の
赤
城
神
社

し
、県
内
の
赤
城
神
社

に
奉
納
す
る「
養
蚕
の

に
奉
納
す
る「
養
蚕
の

舞
」を
中
心
と
し
た
民

舞
」を
中
心
と
し
た
民

俗
芸
能
に
つ
い
て
の

俗
芸
能
に
つ
い
て
の

講
演
を
板
橋
春
夫
日

講
演
を
板
橋
春
夫
日

本
工
業
大
学
教
授
・
文

本
工
業
大
学
教
授
・
文

学
博
士（

学
博
士（
8484
法
）、並
び

法
）、並
び

に
、生
活
の
糧
と
な
っ

に
、生
活
の
糧
と
な
っ

て
い
た
養
蚕
の
重
要

て
い
た
養
蚕
の
重
要

性
、社
会
的
役
割
を
音

性
、社
会
的
役
割
を
音

報　告

公
開
講
演

公
開
講
演

「
世
界
文
化
遺
産
の
向
こ
う
に
み
え

「
世
界
文
化
遺
産
の
向
こ
う
に
み
え

る
も
の
―
養
蚕
の
民
俗
芸
能
と
養
蚕

る
も
の
―
養
蚕
の
民
俗
芸
能
と
養
蚕

唱
歌
―
」
を
開
催

唱
歌
―
」
を
開
催 

群
馬
県
支
部

群
馬
県
支
部

楽
と
し
て
子
供
た
ち
の
感
性

楽
と
し
て
子
供
た
ち
の
感
性

に
訴
え
た
、明
治
期
の「
養
蚕

に
訴
え
た
、明
治
期
の「
養
蚕

唱
歌
」の
演
奏
を
藤
岡
地
方

唱
歌
」の
演
奏
を
藤
岡
地
方

ユ
ネ
ス
コ
少
年
少
女
合
唱
団

ユ
ネ
ス
コ
少
年
少
女
合
唱
団

が
行
っ
た
。「
最
後
は
神
頼

が
行
っ
た
。「
最
後
は
神
頼

み
」、古
い
時
代
の
養
蚕
が
芸

み
」、古
い
時
代
の
養
蚕
が
芸

能
に
昇
華
し
、そ
の
ま
ま
形

能
に
昇
華
し
、そ
の
ま
ま
形

を
残
し
つ
つ
、現
代
風
に
ア

を
残
し
つ
つ
、現
代
風
に
ア

レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
く
文
化
の

レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
く
文
化
の

形
を
考
え
る
と
と
も
に
、ユ

形
を
考
え
る
と
と
も
に
、ユ

ネ
ス
コ
少
年
少
女
合
唱
団
の

ネ
ス
コ
少
年
少
女
合
唱
団
の

歌
声
は
、養
蚕
の
方
法
や
心

歌
声
は
、養
蚕
の
方
法
や
心

構
え
を
音
楽
に
載
せ
た
養
蚕

構
え
を
音
楽
に
載
せ
た
養
蚕

唱
歌
の
歌
詞
と
相
俟
っ
て
、

唱
歌
の
歌
詞
と
相
俟
っ
て
、

聞
く
人
に
感
動
を
与
え
た
。

聞
く
人
に
感
動
を
与
え
た
。

　

支
部
長

 
岸　

正
博
（
80
文
）
記

板
橋
春
夫
教
授
の
講
演

板
橋
春
夫
教
授
の
講
演

と
父
譲
り
の
実
学
主
義
が
近

と
父
譲
り
の
実
学
主
義
が
近

茶
流
。
自
分
の
手
を
動
か
し

茶
流
。
自
分
の
手
を
動
か
し

て
日
々
料
理
を
す
る
こ
と

て
日
々
料
理
を
す
る
こ
と

で
、
勘
が
養
わ
れ
る
。
く
り

で
、
勘
が
養
わ
れ
る
。
く
り

返
す
う
ち
に
一

返
す
う
ち
に
一

本
の
道
が
続
い

本
の
道
が
続
い

て
い
き
、
そ
れ

て
い
き
、
そ
れ

が
「
わ
が
家
の

が
「
わ
が
家
の

味
」
を
つ
く
る

味
」
を
つ
く
る

の
だ
と
話
さ
れ

の
だ
と
話
さ
れ

た
。
た
。

　

本
講
座
は
毎

　

本
講
座
は
毎

回
、
儀
礼
文
化

回
、
儀
礼
文
化

各
分
野
に
お
い

各
分
野
に
お
い

て
、
一
流
の
講

て
、
一
流
の
講

師
を
お
迎
え

師
を
お
迎
え

し
、「
日
本
文
化

し
、「
日
本
文
化

の
カ
タ
チ
と
コ

の
カ
タ
チ
と
コ

コ
ロ
」
を
講
義
し
て
い
た
だ

コ
ロ
」
を
講
義
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
明
年
度
も
開
催

い
て
い
る
。
明
年
度
も
開
催

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

加
く
だ
さ
い
。

講師の近茶流宗家　柳原一成氏（第２回10月15日）講師の近茶流宗家　柳原一成氏（第２回10月15日）

國
學
院
大
學
久
我
山
中
学
校

國
學
院
大
學
久
我
山
高
等
学
校

名
誉
校
長

川
福
基
之

校

長

今
井
寛
人

他
教
職
員
一
同

國
學
院
大
學

 

北
海
道
短
期
大
学
部

学

長

田
村   

弘

副
学
長

平
野
泰
樹

事
務
局
長

吉
田
裕
一

総
合
教
養

学
科
長

太
田
信
二

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

セ
ン
タ
ー
長

森   

悟
朗

幼
児
・
児
童

教
育
学
科
長

草 

薙 

恵
美
子

国
文
学
科
長

山
寺
三
知

他
教
職
員
一
同

〒
０
７
３
―

０
０
１
４

北
海
道
滝
川
市
文
京
町
三
丁
目
一
番
一
号

電　

話　
　

〇
一
二
五
―

二
三
―

四
一
一
一

國
學
院
高
等
学
校

校

長

津
田   

栄

他
教
職
員
一
同

〒
１
５
０
―

０
０
０
１

渋
谷
区
神
宮
前
二
―

二
―

三

電　

話　
　

〇
三
―

三
四
〇
三
―

二
三
三
一

國
學
院
大
學
附
属
幼
稚
園

園

長

森 

野 

ゆ
か
り

他
教
職
員
一
同

〒
１
６
８
―

０
０
８
２

杉
並
区
久
我
山
一
―

九
―

一

電　

話　
　

〇
三
―

三
三
三
四
―

一
一
五
一

國

學

院

幼

稚

園

園

長

江
口
幸
子

他
教
職
員
一
同

〒
２
２
５
―

０
０
０
２

横
浜
市
青
葉
区
美
し
が
丘
二
―

三
二
―

一

電　

話　
　

〇
四
五
―

九
〇
一
―

四
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

〇
四
五
―

九
〇
一
―

四
五
一
六

謹 賀 新 年
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猿　猿　　　盛
猿　猿　　　惇

清清

鎌　倉　宮
宮宮　司　小岩小岩　裕一裕一
〒248-0002　鎌倉市二階堂154

電　話　0467-22-0318
ＦＡＸ　0467-22-3755

http://www.kamakuraguu.jp

安房國一之宮

名誉宮司　髙橋　昭二名誉宮司　髙橋　昭二
宮　　司　香取　　武宮　　司　香取　　武

俊昭俊昭

網谷　道弘網谷　道弘
九條　道成條　道成
江馬潤一郎江馬潤一郎

靖　國　神　社
宮宮　司　德川　康久
権宮司　坂　坂　　明夫
権宮司　村田　信昌

白山本宮　加賀一ノ宮白山本宮　加賀一ノ宮
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8383　

米
原　

尊
仁

　

米
原　

尊
仁

8484　

伊
藤　

宏
司

　

伊
藤　

宏
司

8484　

上
山
由
美
子

　

上
山
由
美
子

8484　

京
條　

紀
行

　

京
條　

紀
行

8484　

後
藤　

政
彦

　

後
藤　

政
彦

8484　

小
林
洋
一
郎

　

小
林
洋
一
郎

8484　

塩
満　

義
人

　

塩
満　

義
人

8484　

中
村
栄
利
子

　

中
村
栄
利
子

8484　

水
谷　
　

正

　

水
谷　
　

正

8585　

遠
藤　

嘉
英

　

遠
藤　

嘉
英

8585　

佐
藤　

文
人

　

佐
藤　

文
人

8585　

高
橋　

忠
好

　

高
橋　

忠
好

8585　

中
村　

和
之

　

中
村　

和
之

8686　

石
橋　
　

栄

　

石
橋　
　

栄

8686　

菅
居　

正
紀

　

菅
居　

正
紀

8686　

中
村　

泰
広

　

中
村　

泰
広

8686　

福
田　

弘
和

　

福
田　

弘
和

8686　

柚
井　

正
道

　

柚
井　

正
道

8787　

岡
野　
　

健

　

岡
野　
　

健

8787　

熊
谷　

剛
文

　

熊
谷　

剛
文

8787　

篠
田　
　

勉

　

篠
田　
　

勉

8787　

下
村　

淳
麿

　

下
村　

淳
麿

8787　

林　
　

秀
俊

　

林　
　

秀
俊

8787　

間
宮　
　

敏

　

間
宮　
　

敏

8888　

大
木　

孝
男

　

大
木　

孝
男

8888　

齋
藤　

昌
子

　

齋
藤　

昌
子

8888　

渋
谷　

文
雄

　

渋
谷　

文
雄

8888　

前
島　

和
子

　

前
島　

和
子

8989　

東
谷　

一
彦

　

東
谷　

一
彦

8989　

大
原　

敏
行

　

大
原　

敏
行

8989　

小
管　

正
光

　

小
管　

正
光

8989　

杉
本　
　

慎

　

杉
本　
　

慎

8989　

平
川　

信
一

　

平
川　

信
一

8989　

藤
井　

淳
一

　

藤
井　

淳
一

9090　

石
原　

秀
樹

　

石
原　

秀
樹

9090　

笠
井　

孝
司

　

笠
井　

孝
司

9090　

木
佐　

治
彦

　

木
佐　

治
彦

9090　

草
場　

啓
司

　

草
場　

啓
司

9090　

倉
橋　

和
子

　

倉
橋　

和
子

9090　

河
野　

仁
美

　

河
野　

仁
美

9090　

滝
沢　

敬
一

　

滝
沢　

敬
一

9090　

辻　
　

聡
彦

　

辻　
　

聡
彦

9090　

藤
森　

聖
二

　

藤
森　

聖
二

9191　

大
野　

歌
子

　

大
野　

歌
子

9191　

佐
藤　

幸
市

　

佐
藤　

幸
市

9191　

佐
藤　

純
子

　

佐
藤　

純
子

9191　

高
松　
　

恒

　

高
松　
　

恒

9191　

中
上　
　

徹

　

中
上　
　

徹

9191　

平
井　

利
幸

　

平
井　

利
幸

9191　

深
谷　

家
康

　

深
谷　

家
康

9191　

宮
崎　

賢
次

　

宮
崎　

賢
次

9191　

吉
田　

達
也

　

吉
田　

達
也

9292　

阿
部　

純
代

　

阿
部　

純
代

9292　

柿
嶋　

英
雄

　

柿
嶋　

英
雄

9292　

鈴
木　

雅
己

　

鈴
木　

雅
己

9292　

津
島　

康
男

　

津
島　

康
男

9292　

土
屋
菜
穂
子

　

土
屋
菜
穂
子

9292　

富
沢　
　

浩

　

富
沢　
　

浩

9292　

渡
井　

勝
已

　

渡
井　

勝
已

9393　

太
田　
　

貢

　

太
田　
　

貢

9393　

古
賀　

裕
章

　

古
賀　

裕
章

9393　

小
西　

啓
文

　

小
西　

啓
文

9393　

白
坂　

桂
彦

　

白
坂　

桂
彦

9393　

廣
田　

篤
樹

　

廣
田　

篤
樹

9494　

管
澤
久
美
子

　

管
澤
久
美
子

9494　

佐
野　
　

誠

　

佐
野　
　

誠

9494　

十
文
字
保
雄

　

十
文
字
保
雄

9494　

新
倉　

晶
子

　

新
倉　

晶
子

9494　

松
井　

順
子

　

松
井　

順
子

9595　

井
上　

正
俊

　

井
上　

正
俊

9595　

及
川　

徹
也

　

及
川　

徹
也

9595　

角
田　

文
子

　

角
田　

文
子

9595　

上
泉
美
奈
子

　

上
泉
美
奈
子

9595　

小
池　

治
美

　

小
池　

治
美

9595　

澁
澤
和
与
志

　

澁
澤
和
与
志

9696　

中
島　

達
朗

　

中
島　

達
朗

9797　

武
田　

雄
二

　

武
田　

雄
二

9797　

花
山　

勝
弘

　

花
山　

勝
弘

9797　

水
野
万
紀
子

　

水
野
万
紀
子

9797　

四
柳　

正
彦

　

四
柳　

正
彦

9898　

金
子
有
希
子

　

金
子
有
希
子

9898　

河
合　

久
子

　

河
合　

久
子

9898　

郡
司　

和
惠

　

郡
司　

和
惠

9999　

尾
方
恵
一
郎

　

尾
方
恵
一
郎

9999　

菅　
　

正
治

　

菅　
　

正
治

9999　

鈴
木　

啓
敬

　

鈴
木　

啓
敬

100100　

梅
原　

正
敬

　

梅
原　

正
敬

100100　

加
藤　

幸
代

　

加
藤　

幸
代

100100　

柄
澤　

士
郎

　

柄
澤　

士
郎

100100　

佐
藤　

昌
宏

　

佐
藤　

昌
宏

100100　

西
川　

実
希

　

西
川　

実
希

100100　

馬
場　

誠
司

　

馬
場　

誠
司

100100　

武
藤　

文
子

　

武
藤　

文
子

100100　

横
溝　

正
一

　

横
溝　

正
一

102102　

下
坂　

浩
章

　

下
坂　

浩
章

102102　

新
山　

直
子

　

新
山　

直
子

103103　

山
名　
　

徹

　

山
名　
　

徹

104104　

川
内　

正
宏

　

川
内　

正
宏

104104　

高
坂
あ
ゆ
み

　

高
坂
あ
ゆ
み

105105　

新
山　

佳
弘

　

新
山　

佳
弘

106106　

浅
井　

克
彦

　

浅
井　

克
彦

106106　

内
田　

隆
之

　

内
田　

隆
之

106106　

荻
野　

宏
明

　

荻
野　

宏
明

107107　

相
場　

健
二

　

相
場　

健
二

107107　

麻
場
啓
一
郎

　

麻
場
啓
一
郎

107107　

稲
葉　

桃
江

　

稲
葉　

桃
江

107107　

梅
林　

正
樹

　

梅
林　

正
樹

107107　

浦
志　

淳
一

　

浦
志　

淳
一

107107　

重　
　

世
紀

　

重　
　

世
紀

107107　

柳
田　
　

徹

　

柳
田　
　

徹

108108　

石
村　

貴
博

　

石
村　

貴
博

108108　

小
田
部
伸
也

　

小
田
部
伸
也

108108　

丸
木　

政
治

　

丸
木　

政
治

109109　

石
丸　

未
来

　

石
丸　

未
来

109109　

玉
置　

佑
司

　

玉
置　

佑
司

110110　

塩
満　

宗
人

　

塩
満　

宗
人

110110　

由
利
麻
衣
子

　

由
利
麻
衣
子

111111　

岩
下　

信
史

　

岩
下　

信
史

111111　

大
村　

正
直

　

大
村　

正
直

112112　

菅
野　

紀
子

　

菅
野　

紀
子

112112　

柚
井　

克
仁

　

柚
井　

克
仁

113113　

石
井　

信
之

　

石
井　

信
之

115115　

小
沢　
　

翼

　

小
沢　
　

翼

118118　

間
宮　

三
佳

　

間
宮　

三
佳

120120　

有
馬　

知
則

　

有
馬　

知
則

120120　

川
島　

一
剛

　

川
島　

一
剛

124124　

及
川
翔
一
朗

　

及
川
翔
一
朗

125125　

下
山
田
治
美

　

下
山
田
治
美

二
千
円

7373　

大
久
保
晴
雄

　

大
久
保
晴
雄

7474　

小
谷
都
与
子

　

小
谷
都
与
子

7474　

鈴
木　

克
則

　

鈴
木　

克
則

7474　

瀬
村　

浩
璽

　

瀬
村　

浩
璽

7474　

玉
井　

浩
二

　

玉
井　

浩
二

7575　

竹
内　
　

聰

　

竹
内　
　

聰

7676　

平
野　

公
子

　

平
野　

公
子

7777　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7878　

香
取　

邦
彦

　

香
取　

邦
彦

7878　

木
阪　

英
男

　

木
阪　

英
男

7878　

田
所　

貞
文

　

田
所　

貞
文

7878　

鱒
沢　

克
美

　

鱒
沢　

克
美

7878　

山
西　

啓
司

　

山
西　

啓
司

7979　

大
橋　

秀
昭

　

大
橋　

秀
昭

7979　

佐
々
木　

章

　

佐
々
木　

章

7979　

益
子　

光
麿

　

益
子　

光
麿

7979　

間
山　

良
子

　

間
山　

良
子

7979　

三
上　

智
彦

　

三
上　

智
彦

7979　

山
口　

直
和

　

山
口　

直
和

8080　

里
見　

裕
輔

　

里
見　

裕
輔

8080　

山
本
佳
代
子

　

山
本
佳
代
子

8181　

森
崎　

兼
廣

　

森
崎　

兼
廣

8282　

岩
田　

政
明

　

岩
田　

政
明

8282　

加
藤　

博
幸

　

加
藤　

博
幸

8282　

中
西
三
千
代

　

中
西
三
千
代

8282　

宮　
　
　

陽

　

宮　
　
　

陽

8383　

石
川　

正
人

　

石
川　

正
人

8383　

江
見　

祥
生

　

江
見　

祥
生

8383　

志
茂　

忠
秋

　

志
茂　

忠
秋

8383　

根
本　

雅
裕

　

根
本　

雅
裕

8383　

宮
川　

直
明

　

宮
川　

直
明

8686　

黒
田　

和
俊

　

黒
田　

和
俊

8686　

高
橋　

健
介

　

高
橋　

健
介

8989　

川
成　

豊
美

　

川
成　

豊
美

9090　

宮
永　

安
道

　

宮
永　

安
道

9090　

武
藤　

郁
人

　

武
藤　

郁
人

9292　

鈴
木　

淳
子

　

鈴
木　

淳
子

9393　

岡
花　

弘
幸

　

岡
花　

弘
幸

9393　

河
原　

英
俊

　

河
原　

英
俊

9494　

日
野　

八
潮

　

日
野　

八
潮

9595　

宇
梶　

良
昭

　

宇
梶　

良
昭

9595　

大
山　

恵
理

　

大
山　

恵
理

9595　

小
野
田
陽
一

　

小
野
田
陽
一

9595　

向
井　

幸
恵

　

向
井　

幸
恵

9696　

渡
邉　

琢
裕

　

渡
邉　

琢
裕

9797　

大
澤　

正
志

　

大
澤　

正
志

9898　

荒
井

　

荒
井 

典

100100　

鬼
生
田
顕
英

　

鬼
生
田
顕
英

100100　

田
中　

光
吉

　

田
中　

光
吉

101101　

西
澤　

百
合

　

西
澤　

百
合

103103　

西
川　

治
美

　

西
川　

治
美

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

108108　

小
田
部
伸
也

　

小
田
部
伸
也

109109　

五
十
嵐
和
子

　

五
十
嵐
和
子

117117　

谷
山　

文
哉

　

谷
山　

文
哉

119119　

川
本　

謙
一

　

川
本　

謙
一

122122　

薮
下　

初
美

　

薮
下　

初
美

123123　

大
迫　

雄
介

　

大
迫　

雄
介

125125　

太
田　

和
子

　

太
田　

和
子

125125　

大
森　

花
音

　

大
森　

花
音

125125　

柴
田　

聡
子

　

柴
田　

聡
子

125125　

中
山　

瑞
紀

　

中
山　

瑞
紀

五
千
円

推　

田
村　

昌
義

推　

田
村　

昌
義

6767　

高
橋　

里
男

　

高
橋　

里
男

　

名
前
上
の
数
字
は
卒
業
期
。

「
推
」
は
理
事
会
承
認
の
会
員
。

「
特
」
は
会
員
と
は
な
っ
て
い
な

い
が
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
。

（
敬
称
略
）

★
公
益
事
業

　

● 

育
成
事
業（
在
学
生
等
へ

の
支
援
）

　

●
講
座
講
演
会
事
業

　

●
会
館
施
設
の
提
供
事
業

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た

だ
い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同

だ
い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同

窓
会
事
業
や
左
記
公
益
事
業

窓
会
事
業
や
左
記
公
益
事
業

等
（
一
般
財
団
法
人
へ
の
移

等
（
一
般
財
団
法
人
へ
の
移

行
に
よ
り
行
う
公
益
目
的
の

行
に
よ
り
行
う
公
益
目
的
の

事
業
）
に
使
用
い
た
し
ま

事
業
）
に
使
用
い
た
し
ま

す
。
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
費
等
納
入
者
芳
名

会
費
等
納
入
者
芳
名

あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
二
十
九
年
六
月
一

日
〜
平
成
二
十
九
年
十
月

三
十
一
日
納
入
分
ま
で
。

「
北
海
道
道
北
支

部
経
由
」

三
千
円

6464　

小
早
川
恒
徳

　

小
早
川
恒
徳

8787　

鎌
田　

告
人

　

鎌
田　

告
人

9191　

岡
本　

敦
子

　

岡
本　

敦
子

「
北
海
道
道
東
支

部
経
由
」

三
千
円

6363　

渡
辺　

和
勇

　

渡
辺　

和
勇

7373　

田
巻　

秀
隆

　

田
巻　

秀
隆

7474　

荒
木　

政
憲

　

荒
木　

政
憲

7676　

三
股　

伸
二

　

三
股　

伸
二

8484　

田
中　

宏
一

　

田
中　

宏
一

「
北
海
道
道
南
支

部
経
由
」

三
千
円

7474　

三
浦　

幸
雄

　

三
浦　

幸
雄

「
岩
手
県
支
部
経
由
」

三
千
円

推　

田
村　

昌
義

推　

田
村　

昌
義

6464　

阿
部　
　

正

　

阿
部　
　

正

6464　

岩
動　
　

昭

　

岩
動　
　

昭

6464　

松
尾　

良
一

　

松
尾　

良
一

6666　

及
川
惠
美
子

　

及
川
惠
美
子

6666　

佐
々
木　

匡

　

佐
々
木　

匡

6767　

駒
木　

二
郎

　

駒
木　

二
郎

6767　

高
橋　

里
男

　

高
橋　

里
男

6868　

佐
藤　

怡
當

　

佐
藤　

怡
當

6868　

吉
田　

彰
徳

　

吉
田　

彰
徳

6969　

佐
々
木　

譲

　

佐
々
木　

譲

6969　

千
田　

耕
司

　

千
田　

耕
司

7070　

葛
西　

顕
宗

　

葛
西　

顕
宗

7070　

斎
藤　

久
志

　

斎
藤　

久
志

7070　

千
田　

和
子

　

千
田　

和
子

7070　

村
上　

康
昭

　

村
上　

康
昭

7171　

藤
田　
　

健

　

藤
田　
　

健

7272　

斉
藤　

昭
雄

　

斉
藤　

昭
雄

7373　

酒
井　

武
美

　

酒
井　

武
美

7373　

佐
藤
紘
一
郎

　

佐
藤
紘
一
郎

7373　

瀬
尾　

正
秋

　

瀬
尾　

正
秋

7373　

関　
　

俊
子

　

関　
　

俊
子

7373　

千
葉　

悟
郎

　

千
葉　

悟
郎

7373　

千
葉　

暢
夫

　

千
葉　

暢
夫

7474　

佐
藤　

修
蔵

　

佐
藤　

修
蔵

7474　

鈴
木　

惠
治

　

鈴
木　

惠
治

7575　

菊
池
ユ
ウ
子

　

菊
池
ユ
ウ
子

7575　

榊　
　
　

廣

　

榊　
　
　

廣

7676　

内
田　

正
好

　

内
田　

正
好

7676　

卯
道　

誠
一

　

卯
道　

誠
一

7676　

宇
部　

豊
隆

　

宇
部　

豊
隆

7676　

片
方　

瑞
夫

　

片
方　

瑞
夫

7676　

鈴
木
千
佳
子

　

鈴
木
千
佳
子

7676　

舘　
　

満
弘

　

舘　
　

満
弘

7777　

大
原　

皓
二

　

大
原　

皓
二

7777　

金
澤　
　

等

　

金
澤　
　

等

7777　

桜
井　

康
雄

　

桜
井　

康
雄

7878　

鱒
沢　

克
美

　

鱒
沢　

克
美

7979　

板
宮　

成
悦

　

板
宮　

成
悦

7979　

菅
野　
　

初

　

菅
野　
　

初

8080　

中
野　

敬
視

　

中
野　

敬
視

8181　

伊
藤　
　

勝

　

伊
藤　
　

勝

8181　

大
鹿
糠
文
行

　

大
鹿
糠
文
行

8181　

千
葉
美
知
子

　

千
葉
美
知
子

8181　

松
岡　

隆
之

　

松
岡　

隆
之

8181　

八
重
嶋
雄
光

　

八
重
嶋
雄
光

8282　

後
藤　

孝
男

　

後
藤　

孝
男

8282　

千
田　

邦
子

　

千
田　

邦
子

8282　

藤
原　

正
義

　

藤
原　

正
義

8383　

中
村　

紀
顕

　

中
村　

紀
顕

8484　

昆　
　

睦
夫

　

昆　
　

睦
夫

8585　

実
川　

敦
子

　

実
川　

敦
子

8585　

花
坂　

直
行

　

花
坂　

直
行

8686　

大
野　

眞
男

　

大
野　

眞
男

8686　

戸
田　
　

昇

　

戸
田　
　

昇

8686　

夏
井　

敬
雄

　

夏
井　

敬
雄

8686　

長
谷
川
瑞
彦

　

長
谷
川
瑞
彦

8686　

藤
田　

典
子

　

藤
田　

典
子

8787
小
野
寺
規
久
雄

小
野
寺
規
久
雄

8787　

千
葉　
　

進

　

千
葉　
　

進

8787　

中
田　

文
人

　

中
田　

文
人

8787　

室
崎　

洋
徳

　

室
崎　

洋
徳

8888　

稲
田　

典
之

　

稲
田　

典
之

8888　

佐
藤　

周
男

　

佐
藤　

周
男

9191　

遠
藤
可
奈
子

　

遠
藤
可
奈
子

9191　

大
石　

泰
夫

　

大
石　

泰
夫

9191　

高
鷹　

政
明

　

高
鷹　

政
明

9393　

菅
野　

哲
彦

　

菅
野　

哲
彦

9393　

里
村　

延
紀

　

里
村　

延
紀

9494　

十
文
字
保
雄

　

十
文
字
保
雄

9797　

松
本　

博
明

　

松
本　

博
明

100100　

荒
川　

和
昭

　

荒
川　

和
昭

100100　

嶋　
　
　

隆

　

嶋　
　
　

隆

100100　

菅
原　

光
聴

　

菅
原　

光
聴

100100　

高
橋　

嘉
寛

　

高
橋　

嘉
寛

100100　

松
橋　

知
之

　

松
橋　

知
之

102102　

亀
井　

琢
人

　

亀
井　

琢
人

102102　

崎
山　
　

巌

　

崎
山　
　

巌

104104　

伊
波　

伴
准

　

伊
波　

伴
准

104104　

平
賀　

裕
貴

　

平
賀　

裕
貴

105105　

高
橋　

伸
二

　

高
橋　

伸
二

105105　

鱒
沢　

陽
香

　

鱒
沢　

陽
香

108108　

稲
川　

勝
仁

　

稲
川　

勝
仁

110110　

 

弥
生
弥
生 

Ｗ
ｉ
Ｗ
ｉ

ｌ
ｌ
ｉ
ａ
ｍ

ｌ
ｌ
ｉ
ａ
ｍ

ｓ

112112　

田
苗　
　

康

　

田
苗　
　

康

113113　

山
下　
　

明

　

山
下　
　

明

118118　

小
田
島
崇
道

　

小
田
島
崇
道

122122　

阿
部　

敏
宗

　

阿
部　

敏
宗

125125　

千
田　

和
典

　

千
田　

和
典

「
茨
城
県
支
部
経
由
」

六
千
円

6767　

二
平　
　

武

　

二
平　
　

武

7575　

橋
本　

紘
一

　

橋
本　

紘
一

124124　

加
藤　

奨
平

　

加
藤　

奨
平

三
千
円

6262　

飯
島　
　

隆

　

飯
島　
　

隆

6565　

長
澤　

盛
二

　

長
澤　

盛
二

6767　

岡
田　

将
雄

　

岡
田　

将
雄

6767　

田
尻　

友
一

　

田
尻　

友
一

6868　

小
林　

道
利

　

小
林　

道
利

6969　

遠
藤　

昌
夫

　

遠
藤　

昌
夫

7070　

浅
田　
　

順

　

浅
田　
　

順

7070　

松
本　

秀
勝

　

松
本　

秀
勝

7171　

小
室　

直
孝

　

小
室　

直
孝

7171　

望
月　

慶
雄

　

望
月　

慶
雄

7272　

太
田　

寿
男

　

太
田　

寿
男

7272　

鬼
澤　

恭
子

　

鬼
澤　

恭
子

7575　

佐
藤　

昭
典

　

佐
藤　

昭
典

7575　

田
所　

清
孝

　

田
所　

清
孝

7575　

塙　
　

東
男

　

塙　
　

東
男

7676　

飯
塚
美
喜
雄

　

飯
塚
美
喜
雄

7676　

山
岡　

清
司

　

山
岡　

清
司

7777　

澤
渡　

盛
清

　

澤
渡　

盛
清

7878　

佐
藤　

政
則

　

佐
藤　

政
則

7979　

中
嶋　

又
実

　

中
嶋　

又
実

7979　

野
本　

文
雄

　

野
本　

文
雄

7979　

武
藤　

健
男

　

武
藤　

健
男

8181　

桜
井
は
つ
子

　

桜
井
は
つ
子

8181　

鶴
田　
　

隆

　

鶴
田　
　

隆

8282　

磯
﨑　
　

満

　

磯
﨑　
　

満

8484　

木
村　

祐
子

　

木
村　

祐
子

8484　

荷
見
不
可
止

　

荷
見
不
可
止

8484　

松
本　

知
隆

　

松
本　

知
隆

8686　

山
田　
　

裕

　

山
田　
　

裕

8787　

飯
田
喜
久
男

　

飯
田
喜
久
男

8787　

寺
内　

義
與

　

寺
内　

義
與

8888　

石
山　
　

巖

　

石
山　
　

巖

9393　

上
野　

貞
茂

　

上
野　

貞
茂

9393　

山
本
賢
一
郎

　

山
本
賢
一
郎

9494　

岩
佐　

弘
史

　

岩
佐　

弘
史

9797　

松
本　

秀
治

　

松
本　

秀
治

9898　

豊
嶋　

史
之

　

豊
嶋　

史
之

100100　

薗
部　

明
子

　

薗
部　

明
子

102102　

大
木　

幹
夫

　

大
木　

幹
夫

108108　

森
平
ゆ
う
子

　

森
平
ゆ
う
子

122122　

太
岐
口
泰
伯

　

太
岐
口
泰
伯

124124　

太
岐
口
建
彦

　

太
岐
口
建
彦

「
埼
玉
県
西
支
部

経
由
」

三
千
円

6969　

山
下　

敬
之

　

山
下　

敬
之

6969　

山
下　

み
さ

　

山
下　

み
さ

7070　

金
子　
　

元

　

金
子　
　

元

7070　

坂
本
宗
三
郎

　

坂
本
宗
三
郎

7070　

中
野　
　

誠

　

中
野　
　

誠

7676　

荻
原　

晴
代

　

荻
原　

晴
代

7676　

奥
平　

文
雄

　

奥
平　

文
雄

7676　

小
久
保
明
美

　

小
久
保
明
美

7777　

宮
原　

義
正

　

宮
原　

義
正

7878　

梅
田　

久
詞

　

梅
田　

久
詞

7979　

新
井　

保
夫

　

新
井　

保
夫

8080　

杉
田　
　

実

　

杉
田　
　

実

8080　

林　
　
　

猛

　

林　
　
　

猛

8282　

野
田
扇
三
郎

　

野
田
扇
三
郎

8282　

堀
内　

敬
子

　

堀
内　

敬
子

8383　

小
野　
　

正

　

小
野　
　

正

8888　

野
田　

直
人

　

野
田　

直
人

8989　

萩
原　

一
郎

　

萩
原　

一
郎

9090　

鴨
下　

清
司

　

鴨
下　

清
司

9393　

浅
見　

公
幸

　

浅
見　

公
幸

9393　

松
岡　
　

緑

　

松
岡　
　

緑

9696　

原　
　

泰
明

　

原　
　

泰
明

9797　

吉
川　

隆
一

　

吉
川　

隆
一

100100　

駒
野　

恵
市

　

駒
野　

恵
市

110110　

宮
原　

義
房

　

宮
原　

義
房

「
東
京
都
南
多
摩

支
部
経
由
」

三
千
円

5959　

和
田　

利
政

　

和
田　

利
政

6868　

島
津　

茂
代

　

島
津　

茂
代

6969　

茂
木　

コ
ウ

　

茂
木　

コ
ウ

7070　

天
花
寺
久
恵

　

天
花
寺
久
恵

7272　

臼
井
百
合
子

　

臼
井
百
合
子

7373　

松
宮　

兼
房

　

松
宮　

兼
房

7474　

西
原　

早
苗

　

西
原　

早
苗

7979　

篠
崎　

誠
一

　

篠
崎　

誠
一

8080　

小
松　
　

実

　

小
松　
　

実

8080　

峰
尾　

義
信

　

峰
尾　

義
信

8585　

中
村
貴
美
子

　

中
村
貴
美
子

8585　

松
葉　

淑
子

　

松
葉　

淑
子

9999　

小
松　

春
義

　

小
松　

春
義

107107　

河
村　

大
樹

　

河
村　

大
樹

107107　

中
村
武
比
古

　

中
村
武
比
古

「
新
潟
県
支
部
経
由
」

三
千
円

5454　

久
我　

正
久

　

久
我　

正
久

6161　

吉
田　

牧
夫

　

吉
田　

牧
夫

6464　

田
中　
　

怜

　

田
中　
　

怜

6565　

高
橋
喜
代
子

　

高
橋
喜
代
子

6565　

三
浦　
　

隆

　

三
浦　
　

隆

6666　

市
島　

正
巳

　

市
島　

正
巳

6767　

浅
賀　

敏
男

　

浅
賀　

敏
男

6868　

高
橋　

経
子

　

高
橋　

経
子

6868　

花
ヶ
前
盛
明

　

花
ヶ
前
盛
明

6868　

桃
田　

勇
夫

　

桃
田　

勇
夫

6969　

内
田
治
一
郎

　

内
田
治
一
郎

7070　

石
黒　

道
子

　

石
黒　

道
子

7070　

小
川　

亮
一

　

小
川　

亮
一

7171　

中
山　

文
隆

　

中
山　

文
隆

7171　

神
子
田
澄
和

　

神
子
田
澄
和

7373　

稲
岡　

嘉
彰

　

稲
岡　

嘉
彰

7373　

岩
野　

笙
子

　

岩
野　

笙
子

7474　

廣
井　

公
明

　

廣
井　

公
明

7676　

風
間
常
樹
彦

　

風
間
常
樹
彦

7979　

上
田　
　

茂

　

上
田　
　

茂

7979　

臼
杵
千
枝
子

　

臼
杵
千
枝
子

8080　

柏
原　

路
子

　

柏
原　

路
子

8080　

柏
原　

了
永

　

柏
原　

了
永

8080　

武
田　

英
徳

　

武
田　

英
徳

8080　

渡
辺　

康
博

　

渡
辺　

康
博

8282　

轡
田　

勝
憲

　

轡
田　

勝
憲

8282　

小
林　

敬
直

　

小
林　

敬
直

8383　

志
田　

喜
廣

　

志
田　

喜
廣

8383　

外
山
八
重
子

　

外
山
八
重
子

8383　

横
山　

千
雪

　

横
山　

千
雪

8585　

高
橋　

忠
好

　

高
橋　

忠
好

8585　

西
沢　
　

稔

　

西
沢　
　

稔

8686　

荒
木　

新
司

　

荒
木　

新
司

8686　

楚
山　

光
大

　

楚
山　

光
大

8686　

西
脇　

道
夫

　

西
脇　

道
夫

8787　

春
谷　

紀
和

　

春
谷　

紀
和

8787　

栗
林　

淳
子

　

栗
林　

淳
子

8888　

馬
場　
　

要

　

馬
場　
　

要

8888　

星　
　

直
也

　

星　
　

直
也

8989　

栗
田　

宗
明

　

栗
田　

宗
明

9292　

吉
田
久
美
子

　

吉
田
久
美
子

9393　

名
古
屋
瑞
穂

　

名
古
屋
瑞
穂

101101　

宮
沢　

正
昭

　

宮
沢　

正
昭

102102　

寺
山　

仁
文

　

寺
山　

仁
文

103103　

小
熊　

洋
一

　

小
熊　

洋
一

103103　

武
内　

朋
廣

　

武
内　

朋
廣

107107　

青
山　

洋
一

　

青
山　

洋
一

107107　

田
島　

阿
樹

　

田
島　

阿
樹

109109　

佐
藤
紳
之
介

　

佐
藤
紳
之
介

114114　

星　
　

正
和

　

星　
　

正
和

115115　

髙
橋　

良
直

　

髙
橋　

良
直

116116　

根
立　

崇
史

　

根
立　

崇
史

117117　

永
木
百
合
子

　

永
木
百
合
子

118118　

小
山　

文
恵

　

小
山　

文
恵

119119　

威
本　

悠
希

　

威
本　

悠
希

「
山
梨
県
支
部
経
由
」

三
千
円

5757　

小
林　

尚
武

　

小
林　

尚
武

7070　

内
藤　

佑
介

　

内
藤　

佑
介

8181　

渡
辺　
　

学

　

渡
辺　
　

学

8282　

大
柴　

堅
志

　

大
柴　

堅
志

9090　

萱
沼　

延
浩

　

萱
沼　

延
浩

「
滋
賀
県
支
部
経
由
」

三
千
円

推　

小
谷　

正
守

推　

小
谷　

正
守

5959　

大
菅　

粂
夫

　

大
菅　

粂
夫

6666　

阿
曽　

郁
三

　

阿
曽　

郁
三

6666　

岳　
　

　

岳　
　

 

幸

6868　

尾
崎　

忠
麿

　

尾
崎　

忠
麿

6969　

江
竜　

喜
之

　

江
竜　

喜
之

7171　

国
友　

美
丸

　

国
友　

美
丸

7272　

湯
本　

辰
彦

　

湯
本　

辰
彦

7373　

深
井　

武
臣

　

深
井　

武
臣

7474　

大
宮　

信
生

　

大
宮　

信
生

7676　

本
城　

政
良

　

本
城　

政
良

7777　

浜
中　

道
雄

　

浜
中　

道
雄

7777　

森
田　

和
彦

　

森
田　

和
彦

7878　

山
本　

賢
司

　

山
本　

賢
司

7979　

奥
山
二
三
男

　

奥
山
二
三
男

8686　

末
岡　

照
啓

　

末
岡　

照
啓

8989　

塩
谷　

博
幸

　

塩
谷　

博
幸

9292　

河
下　

太
勇

　

河
下　

太
勇

9595　

岳　
　

一
隆

　

岳　
　

一
隆

9595　

湯
谷　

昌
生

　

湯
谷　

昌
生

9696　

中
山　

恒
夫

　

中
山　

恒
夫

110110　

伊
藤　
　

良

　

伊
藤　
　

良

117117　

多
々
良
夢
人

　

多
々
良
夢
人

118118　

谷
田　

遼
平

　

谷
田　

遼
平

「
大
阪
府
支
部
経
由
」

三
千
円

6868　

石
田　

福
雄

　

石
田　

福
雄

7474　

南
坊
城
充
興

　

南
坊
城
充
興

7575　

豊
田　

克
之

　

豊
田　

克
之

8787　

阪
井　

正
明

　

阪
井　

正
明

9494　

石
田　

吉
之

　

石
田　

吉
之

9696　

薄
井　

健
史

　

薄
井　

健
史

102102　

園　
　

博
年

　

園　
　

博
年

117117　

阪
井　

孝
光

　

阪
井　

孝
光

「
函
館
八
幡
宮
経
由
」

三
千
円

8686　

川
見　

順
春

　

川
見　

順
春

103103　

本
間　

秀
樹

　

本
間　

秀
樹

117117　

板
谷　

至
康

　

板
谷　

至
康

特　

桑
原　

隆
次

特　

桑
原　

隆
次

◆　
　
◆　
　

◆

六
千
円

6060　

日
笠
山
正
治

　

日
笠
山
正
治

6767　

伊
藤　

善
啓

　

伊
藤　

善
啓

109109　

廣
田　
　

晋

　

廣
田　
　

晋

三
千
円

特　

吉
田　

律
子

特　

吉
田　

律
子

推　

草
場　

昭
司

推　

草
場　

昭
司

4747　

伊
藤　

和
夫

　

伊
藤　

和
夫

5454　

嶽
山　

正
典

　

嶽
山　

正
典

5656　

朝
雄　

耿
智

　

朝
雄　

耿
智

6060　

古
川　

正
幸

　

古
川　

正
幸

6161　

須
田　
　

誠

　

須
田　
　

誠

6363　

竹
田　

京
子

　

竹
田　

京
子

6464　

池
田　
　

清

　

池
田　
　

清

6464　

池
田　

良
一

　

池
田　

良
一

6464　

鈴
木
美
代
子

　

鈴
木
美
代
子

6464　

千
々
和
直
信

　

千
々
和
直
信

6464　

平
賀
日
出
世

　

平
賀
日
出
世

6464　

松
田　
　

稔

　

松
田　
　

稔

6565　

河
村　

保
行

　

河
村　

保
行

6565　

杉
山　

道
明

　

杉
山　

道
明

6565　

中
村　

輝
久

　

中
村　

輝
久

6565　

藤
島　

秀
隆

　

藤
島　

秀
隆

6565　

三
木　

一
弘

　

三
木　

一
弘

6666　

河
村　

光
穂

　

河
村　

光
穂

6666　

小
林　

俊
二

　

小
林　

俊
二

6666　

摩
尼　

久
晴

　

摩
尼　

久
晴

6666　

村
山　

武
男

　

村
山　

武
男

6666　

森
山　

茂
乃

　

森
山　

茂
乃

6767　

池
野　

恒
弘

　

池
野　

恒
弘

6767　

石
井　

孝
昌

　

石
井　

孝
昌

6767　

亀
島　

利
夫

　

亀
島　

利
夫

6767　

斉
藤　

勝
重

　

斉
藤　

勝
重

6767　

佐
藤　

尚
彌

　

佐
藤　

尚
彌

6767　

関
口　
　

修

　

関
口　
　

修

6767　

弘
中
余
糸
子

　

弘
中
余
糸
子

6767　

藤
野　

栄
一

　

藤
野　

栄
一

6767　

宮
沢　

宥
文

　

宮
沢　

宥
文

6767　

安
井　
　

弘

　

安
井　
　

弘

6868
小
田
部
瑠
美
子

小
田
部
瑠
美
子

6868　

加
賀
谷
俊
雄

　

加
賀
谷
俊
雄

6868　

篠
崎　

金
司

　

篠
崎　

金
司

6868　

千
葉　

六
男

　

千
葉　

六
男

6868　

徳
島　

威
雄

　

徳
島　

威
雄

6868　

中
橋　

正
彦

　

中
橋　

正
彦

6969　

安
藤　

正
徳

　

安
藤　

正
徳

6969　

伊
佐
地
金
嗣

　

伊
佐
地
金
嗣

6969　

小
賀　

直
樹

　

小
賀　

直
樹

6969　

小
林　
　

光

　

小
林　
　

光

6969　

小
湊　

政
次

　

小
湊　

政
次

6969　

鈴
木　

寿
子

　

鈴
木　

寿
子

6969　

高
橋　
　

務

　

高
橋　
　

務

6969　

田
代　

壽
興

　

田
代　

壽
興

6969　

南
里　

昌
宏

　

南
里　

昌
宏

6969　

水
島
清
一
郎

　

水
島
清
一
郎

6969　

山
崎　

勝
夫

　

山
崎　

勝
夫

6969　

吉
野　

高
明

　

吉
野　

高
明

6969　

若
森　

道
彦

　

若
森　

道
彦

7070　

大
森　

利
憲

　

大
森　

利
憲

7070　

大
山　

晉
右

　

大
山　

晉
右

7070　

小
野
寺
恒
夫

　

小
野
寺
恒
夫

7070　

楫　
　
　

真

　

楫　
　
　

真

7070　

神
谷　

貞
夫

　

神
谷　

貞
夫

7070　

児
玉

　

児
玉 

7070　

坂
本　

和
弘

　

坂
本　

和
弘

7070　

菅
原　

謙
一

　

菅
原　

謙
一

7070　

杉
本　

清
子

　

杉
本　

清
子

7070　

楯　
　

英
雄

　

楯　
　

英
雄

7070　

山
崎　

厚
生

　

山
崎　

厚
生

7171　

浅
見　

伯
喜

　

浅
見　

伯
喜

7171　

上
野　

栄
造

　

上
野　

栄
造

7171　

海
野　

信
義

　

海
野　

信
義

7171　

斎
藤　

博
宣

　

斎
藤　

博
宣

7171　

佐
藤　

信
一

　

佐
藤　

信
一

7171　

佐
藤　

光
守

　

佐
藤　

光
守

7171　

篠
塚　

孝
之

　

篠
塚　

孝
之

7171　

乃
万　

礼
子

　

乃
万　

礼
子

7171　

平
井　

正
則

　

平
井　

正
則

7272　

小
田
部　

誠

　

小
田
部　

誠

7272　

小
野
田
敦
子

　

小
野
田
敦
子

7272　

金
山　

威
信

　

金
山　

威
信

7272　

鈴
木　

徳
一

　

鈴
木　

徳
一

7272　

寺
嶋　

正
男

　

寺
嶋　

正
男

7272　

中
村　

邦
男

　

中
村　

邦
男

7272　

緑
川　

敏
彦

　

緑
川　

敏
彦

7272　

矢
沢　

光
子

　

矢
沢　

光
子

7272　

吉
野　
　

昇

　

吉
野　
　

昇

7272　

若
宮　

得
幸

　

若
宮　

得
幸

7373　

井
草　

文
恵

　

井
草　

文
恵

7373　

石
倉　

辰
子

　

石
倉　

辰
子

7373　

岡
前　

凱
允

　

岡
前　

凱
允

7373　

木
津　

陽
子

　

木
津　

陽
子

7373　

柴
橋　

成
俔

　

柴
橋　

成
俔

7373　

島
田　

武
夫

　

島
田　

武
夫

7373　

白
澤　

敏
明

　

白
澤　

敏
明

7373　

武
田　

春
夫

　

武
田　

春
夫

7373　

鳥
越　

一
忠

　

鳥
越　

一
忠

7373　

中
居　

仁
子

　

中
居　

仁
子

7373　

中
田　

文
子

　

中
田　

文
子

7373　

西
森　

和
子

　

西
森　

和
子

7373　

平
岩　

久
敏

　

平
岩　

久
敏

7373　

御
堂　

公
誉

　

御
堂　

公
誉

7373　

吉
成　

直
樹

　

吉
成　

直
樹

7474　

井
田　

良
英

　

井
田　

良
英

7474　

今
井　

文
武

　

今
井　

文
武

7474　

内
山
今
佐
己

　

内
山
今
佐
己

7474　

岡　
　

兵
庫

　

岡　
　

兵
庫

7474　

佐
々
木
義
臣

　

佐
々
木
義
臣

7474　

佐
藤　

寿
雄

　

佐
藤　

寿
雄

7474　

玉
井　

浩
二

　

玉
井　

浩
二

7474　

中
村　

昌
哲

　

中
村　

昌
哲

7474　

晴
山　
　

紘

　

晴
山　
　

紘

7474　

藤
井　

大
和

　

藤
井　

大
和

7575　

明
石　

武
重

　

明
石　

武
重

7575　

居
関
征
四
郎

　

居
関
征
四
郎

7575　

榊
田
嘉
津
雄

　

榊
田
嘉
津
雄

7575　

鈴
木　

秀
夫

　

鈴
木　

秀
夫

7575　

永
井　
　

博

　

永
井　
　

博

7575　

長
尾　

和
彦

　

長
尾　

和
彦

7575　

能
田　

政
俊

　

能
田　

政
俊

7575　

平
山　

清
美

　

平
山　

清
美

7575　

御
床　

治
之

　

御
床　

治
之

7575　

村
中　

武
雄

　

村
中　

武
雄

7676　

大
矢　

征
生

　

大
矢　

征
生

7676　

小
瀧　

昭
夫

　

小
瀧　

昭
夫

7676　

白
神
美
佐
子

　

白
神
美
佐
子

7676　

永
井　

宏
一

　

永
井　

宏
一

7676　

平
山　

幸
雄

　

平
山　

幸
雄

7676　

吉
川　

忠
夫

　

吉
川　

忠
夫

7777　

飯
田　

光
子

　

飯
田　

光
子

7777　

印
藤
ひ
ろ
子

　

印
藤
ひ
ろ
子

7777　

加
賀　

国
憲

　

加
賀　

国
憲

7777　

斉
藤　

明
夫

　

斉
藤　

明
夫

7777　

阪
上　

弘
一

　

阪
上　

弘
一

7777　

櫻
井　
　

武

　

櫻
井　
　

武

7777　

田
澤　
　

昇

　

田
澤　
　

昇

7777　

土
赤　

隆
規

　

土
赤　

隆
規

7777　

西　
　

義
勝

　

西　
　

義
勝

7878　

石
川　

功
一

　

石
川　

功
一

7878　

伊
藤　
　

覺

　

伊
藤　
　

覺

7878　

伊
林　

永
幸

　

伊
林　

永
幸

7878　

小
笠
原　

通

　

小
笠
原　

通

7878　

黒
木　

治
夫

　

黒
木　

治
夫

7878　

小
宮
山
久
子

　

小
宮
山
久
子

7878　

平　
　

一
彦

　

平　
　

一
彦

7878　

高
峯　

忠
雄

　

高
峯　

忠
雄

7878　

高
柳　

徹
夫

　

高
柳　

徹
夫

7878　

田
所　

貞
文

　

田
所　

貞
文

7878　

中
島　
　

敏

　

中
島　
　

敏

7878　

中
西　

邦
夫

　

中
西　

邦
夫

7878　

濱
田　

辰
雄

　

濱
田　

辰
雄

7878　

正
岡　

慶
洋

　

正
岡　

慶
洋

7878　

三
好　

英
治

　

三
好　

英
治

7878　

矢
島　

輝
一

　

矢
島　

輝
一

7979　

池
田　

明
美

　

池
田　

明
美

7979　

石
黒　

邦
昭

　

石
黒　

邦
昭

7979　

菊
地
鐐
二
郎

　

菊
地
鐐
二
郎

7979　

斎
藤　

直
己

　

斎
藤　

直
己

7979　

田
口　
　

進

　

田
口　
　

進

7979　

中
川　

健
一

　

中
川　

健
一

7979　

前
田　

保
正

　

前
田　

保
正

7979　

益
子　

光
麿

　

益
子　

光
麿

7979　

松
井　

葵
之

　

松
井　

葵
之

7979　

松
尾　

茂
行

　

松
尾　

茂
行

7979　

眞
弓　
　

秀

　

眞
弓　
　

秀

7979　

山
口　

直
和

　

山
口　

直
和

7979　

山
﨑　

久
男

　

山
﨑　

久
男

7979　

山
本　

紀
子

　

山
本　

紀
子

8080　

葦
津　

明
彦

　

葦
津　

明
彦

8080　

飯
濱　

正
夫

　

飯
濱　

正
夫

8080　

石
山　

信
昭

　

石
山　

信
昭

8080　

今
澤　

正
良

　

今
澤　

正
良

8080　

大
平　

啓
二

　

大
平　

啓
二

8080　

小
俣　

能
範

　

小
俣　

能
範

8080　

亀
山　

幸
平

　

亀
山　

幸
平

8080　

小
堀
恵
美
子

　

小
堀
恵
美
子

8080　

千
田　
　

潤

　

千
田　
　

潤

8080　

千
田　

満
子

　

千
田　

満
子

8080　

手
島　

基
行

　

手
島　

基
行

8080　

戸
川　

二
郎

　

戸
川　

二
郎

8080　

横
溝　

佳
明

　

横
溝　

佳
明

8080　

米
川　

愼
一

　

米
川　

愼
一

8181　

小
原　

純
子

　

小
原　

純
子

8181　

佐
々
木
秋
男

　

佐
々
木
秋
男

8181　

平
井　
　

宏

　

平
井　
　

宏

8181　

三
橋　

国
昭

　

三
橋　

国
昭

8282　

岩
田　

政
明

　

岩
田　

政
明

8282　

斎
藤　
　

隆

　

斎
藤　
　

隆

8282　

菅
谷
加
珠
子

　

菅
谷
加
珠
子

8282　

千
原　

孝
通

　

千
原　

孝
通

8282　

星　

み
ち
こ

　

星　

み
ち
こ

8282　

三
十
日
直
幸

　

三
十
日
直
幸

8282　

三
宅　
　

強

　

三
宅　
　

強

8383　

加
藤　

範
俊

　

加
藤　

範
俊

8383　

後
藤　

俊
彦

　

後
藤　

俊
彦

8383　

佐
藤　

信
弘

　

佐
藤　

信
弘

8383　

高
橋　

邦
明

　

高
橋　

邦
明

8383　

中
村　
　

誠

　

中
村　
　

誠

〈
年
度
会
費
〉

「
茨
城
県
支
部
経
由
」

二
万
円

6666　

蛯
原　
　

弘

　

蛯
原　
　

弘

7272　

鈴
木　

健
二

　

鈴
木　

健
二

7272　

鈴
木　

則
之

　

鈴
木　

則
之

7979　

武
藤　

健
男

　

武
藤　

健
男

8080　

板
橋　
　

勇

　

板
橋　
　

勇

8181　

桜
井
は
つ
子

　

桜
井
は
つ
子

8787　

飯
田
喜
久
男

　

飯
田
喜
久
男

9292　

豊
嶋　

俊
彦

　

豊
嶋　

俊
彦

9696　

渡
邉　

琢
裕

　

渡
邉　

琢
裕

9898　

中
島　

聡
子

　

中
島　

聡
子

103103　

石
川　

昭
政

　

石
川　

昭
政

120120　

小
川　

杏
子

　

小
川　

杏
子

「
山
梨
県
支
部
経
由
」

二
万
円

6363　

渡
辺　

皓
彦

　

渡
辺　

皓
彦

6464　

山
田　

勝
義

　

山
田　

勝
義

9191　

長
田　

敏
貴

　

長
田　

敏
貴

9595　

武
居　

和
彦

　

武
居　

和
彦

110110　

丸
山　
　

司

　

丸
山　
　

司

◆　
　
◆　
　

◆

十
万
円

9999　

永
井　

美
代

　

永
井　

美
代

二
万
円

推　

村
上
侑
美
枝

推　

村
上
侑
美
枝

6868　

北
川　

曄
子

　

北
川　

曄
子

6868　

三
苫　

浩
輔

　

三
苫　

浩
輔

7171　

大
久
保　

武

　

大
久
保　

武

7171　

山
口　

正
憲

　

山
口　

正
憲

7171　

渡
辺　

路
子

　

渡
辺　

路
子

7373　

三
橋　

赫
夫

　

三
橋　

赫
夫

7373　

湯
田　

栄
弘

　

湯
田　

栄
弘

7474　

飯
田　

嘉
子

　

飯
田　

嘉
子

7474　

高
木　

洋
子

　

高
木　

洋
子

7575　

熊
沢　

昭
司

　

熊
沢　

昭
司

7676　

中
澤　

惠
子

　

中
澤　

惠
子

7676　

西
村　
　

勇

　

西
村　
　

勇

7777　

斎
藤
チ
エ
子

　

斎
藤
チ
エ
子

7878　

瀬
戸　

初
美

　

瀬
戸　

初
美

7878　

高
橋　

建
雄

　

高
橋　

建
雄

7878　

宗
岡
由
利
子

　

宗
岡
由
利
子

7979　

大
橋　

秀
昭

　

大
橋　

秀
昭

8080　

小
俣　

能
範

　

小
俣　

能
範

8080　

三
橋　

恒
夫

　

三
橋　

恒
夫

8181　

岡
本　

長
世

　

岡
本　

長
世

8282　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

8383　

根
本　

雅
裕

　

根
本　

雅
裕

8383　

森　
　

洋
子

　

森　
　

洋
子

8484　

大
石　

和
彦

　

大
石　

和
彦

8585　

飯
田　

愛
子

　

飯
田　

愛
子

8585　

岡
本　

政
一

　

岡
本　

政
一

8686　

石
亀　

尚
子

　

石
亀　

尚
子

8686　

古
井
戸
邦
広

　

古
井
戸
邦
広

8686　

下
川　

公
一

　

下
川　

公
一

8787　

玉
木　

勇
介

　

玉
木　

勇
介

8787　

丹
治　

正
博

　

丹
治　

正
博

8787　

南
雲　

豊
彦

　

南
雲　

豊
彦

8787　

増
田　

裕
一

　

増
田　

裕
一

8888　

井
上　
　

了

　

井
上　
　

了

8888　

水
野　

博
文

　

水
野　

博
文

8989　

中
西　

英
樹

　

中
西　

英
樹

8989　

萩
原　

恭
一

　

萩
原　

恭
一

8989　

村
田　

清
光

　

村
田　

清
光

9090　

宮
永　

安
道

　

宮
永　

安
道

9191　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

9191　

五
明　

貴
寿

　

五
明　

貴
寿

9292　

小
河
原　

武

　

小
河
原　

武

9292　

小
島　

教
敬

　

小
島　

教
敬

9292　

日
吉　

高
明

　

日
吉　

高
明

9393　

河
原　

英
俊

　

河
原　

英
俊

9494　

樺
沢　

暢
之

　

樺
沢　

暢
之

9494　

小
嶋　

道
夫

　

小
嶋　

道
夫

9494　

高
柳　
　

壮

　

高
柳　
　

壮

9494　

山
本　

行
呂

　

山
本　

行
呂

9595　

篠
原
麻
津
子

　

篠
原
麻
津
子

9595　

城
間　

伸
明

　

城
間　

伸
明

9595　

中
薮　

正
嗣

　

中
薮　

正
嗣

9595　

向
井　

幸
恵

　

向
井　

幸
恵

9696　

石
井　

嘉
伸

　

石
井　

嘉
伸

9696　

菊
地
要
之
介

　

菊
地
要
之
介

三
万
円

6262　

新
井
さ
き
ほ

　

新
井
さ
き
ほ

100100　

秋
元　

行
人

　

秋
元　

行
人

二
万
円

7777　

末
吉　

征
夫

　

末
吉　

征
夫

8181　

岡
本　

長
世

　

岡
本　

長
世

一
万
八
千
円

7979　

安
部
孝
次
郎

　

安
部
孝
次
郎

一
万
円

特　

片
山　

裕
司

特　

片
山　

裕
司

5050　

橋
本　

敏
夫

　

橋
本　

敏
夫

5858　

三
界
あ
ゆ
ち

　

三
界
あ
ゆ
ち

6464　

瀧
嶋　

芳
郎

　

瀧
嶋　

芳
郎

6464　

宗
村　

伸
子

　

宗
村　

伸
子

6565　

杉
山　

道
明

　

杉
山　

道
明

6666　

渡
辺　

正
美

　

渡
辺　

正
美

6767　

石
井　

孝
昌

　

石
井　

孝
昌

6868　

大
城　

正
治

　

大
城　

正
治

6868　

尾
城　

和
雄

　

尾
城　

和
雄

6969　

岩
埜　

敬
一

　

岩
埜　

敬
一

6969　

戸
澤　
　

務

　

戸
澤　
　

務

7070　

網
野　

武
治

　

網
野　

武
治

7070　

佐
藤　

豊
子

　

佐
藤　

豊
子

7070　

菅
原　

謙
一

　

菅
原　

謙
一

7070　

宮
川　

清
治

　

宮
川　

清
治

7171　

多
賀　

嗣
人

　

多
賀　

嗣
人

7171　

高
松　

民
吉

　

高
松　

民
吉

7171　

髙
森
紀
美
子

　

髙
森
紀
美
子

7171　

乃
万　

礼
子

　

乃
万　

礼
子

7272　

寺
嶋　

正
男

　

寺
嶋　

正
男

7373　

大
久
保
千
尭

　

大
久
保
千
尭

7373　

大
久
保
晴
雄

　

大
久
保
晴
雄

7474　

新
井
智
恵
子

　

新
井
智
恵
子

7474　

岡
部　

定
征

　

岡
部　

定
征

〈
維
持
寄
付
金
〉

9696　

村
瀬　

和
香

　

村
瀬　

和
香

9898　

荒
井

　

荒
井 

典

9898　

佐
織　

鉄
郎

　

佐
織　

鉄
郎

9999　

小
野　

千
浩

　

小
野　

千
浩

9999　

齋
藤　

邦
博

　

齋
藤　

邦
博

101101　

西
澤　

百
合

　

西
澤　

百
合

103103　

高
山　

浩
樹

　

高
山　

浩
樹

103103　

湯
田　

崇
弘

　

湯
田　

崇
弘

104104　

黒
木　

賢
治

　

黒
木　

賢
治

105105　

高
橋　

伸
二

　

高
橋　

伸
二

111111　

小
松　

秀
幸

　

小
松　

秀
幸

115115　

大
久
保
千
鋭

　

大
久
保
千
鋭

125125　

岩
田
枝
里
香

　

岩
田
枝
里
香

125125　

宇
山　

玲
加

　

宇
山　

玲
加

125125　

太
田　

和
子

　

太
田　

和
子

〈
十
年
会
費
〉

十
万
円

124124　

藤
田　

渓
斗

　

藤
田　

渓
斗

三
万
円

7070　

加
納　

陽
一

　

加
納　

陽
一

二
万
円

9393　

河
原　

英
俊

　

河
原　

英
俊

一
万
五
千
円

8181　

桜
井
は
つ
子

　

桜
井
は
つ
子

8282　

磯
﨑　
　

満

　

磯
﨑　
　

満

一
万
六
百
八
十
円

7676　

坂
入　
　

益

　

坂
入　
　

益

一
万
円

5858　

三
界
あ
ゆ
ち

　

三
界
あ
ゆ
ち

6363　

山
崎　

孝
雄

　

山
崎　

孝
雄

6565　

杉
山　

道
明

　

杉
山　

道
明

6969　

伊
佐
地
金
嗣

　

伊
佐
地
金
嗣

7373　

岡
本　

正
孝

　

岡
本　

正
孝

7373　

澤
登　

洋
文

　

澤
登　

洋
文

7474　

岡
部　

定
征

　

岡
部　

定
征

7474　

鈴
木　

克
則

　

鈴
木　

克
則

7676　

平
野　

公
子

　

平
野　

公
子

7777　

末
吉　

征
夫

　

末
吉　

征
夫

7878　

山
西　

啓
司

　

山
西　

啓
司

7979　

山
口　

直
和

　

山
口　

直
和

8080　

古
屋　
　

眞

　

古
屋　
　

眞

8181　

岡
本　

長
世

　

岡
本　

長
世

8181　

森
崎　

兼
廣

　

森
崎　

兼
廣

8383　

江
見　

祥
生

　

江
見　

祥
生

8383　

込
宮　

久
夫

　

込
宮　

久
夫

8989　

川
成　

豊
美

　

川
成　

豊
美

8989　

杉
本　
　

慎

　

杉
本　
　

慎

9090　

菊
池　

健
治

　

菊
池　

健
治

9191　

馬
場　

信
男

　

馬
場　

信
男

9292　

西
川　

充
彦

　

西
川　

充
彦

9393　

岡
花　

弘
幸

　

岡
花　

弘
幸

9898　

荒
井

　

荒
井 

典

118118　

近
藤　

翔
一

　

近
藤　

翔
一

五
千
円

6464　

佐
々
木
仁
也

　

佐
々
木
仁
也

6464　

宗
村　

伸
子

　

宗
村　

伸
子

6565　

渡
部　

正
信

　

渡
部　

正
信

6565　

藁
谷　

節
子

　

藁
谷　

節
子

6666　

河
村　

光
穂

　

河
村　

光
穂

6767　

石
井　

孝
昌

　

石
井　

孝
昌

6969　

岩
埜　

敬
一

　

岩
埜　

敬
一

7070　

児
玉

　

児
玉 

7070　

菅
原　

謙
一

　

菅
原　

謙
一

7070　

永
島　

淑
子

　

永
島　

淑
子

7070　

宮
川　

清
治

　

宮
川　

清
治

7171　

佐
藤
紘
一
郎

　

佐
藤
紘
一
郎

7171　

多
賀　

嗣
人

　

多
賀　

嗣
人

7474　

宇
佐
美　

通

　

宇
佐
美　

通

7474　

佐
藤　

寿
雄

　

佐
藤　

寿
雄

7474　

瀬
村　

浩
璽

　

瀬
村　

浩
璽

7474　

千
家　

活
彦

　

千
家　

活
彦

7474　

和
田　

邦
光

　

和
田　

邦
光

7676　

田
中　

英
基

　

田
中　

英
基

7676　

別
所　

征
洋

　

別
所　

征
洋

7777　

片
野　

宗
和

　

片
野　

宗
和

7777　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7878　

岡
田　

幹
雄

　

岡
田　

幹
雄

7878　

平
田　

清
士

　

平
田　

清
士

7979　

石
黒　

邦
昭

　

石
黒　

邦
昭

7979　

益
子　

光
麿

　

益
子　

光
麿

7979　

三
上　

智
彦

　

三
上　

智
彦

8080　

宇
佐　

繁
子

　

宇
佐　

繁
子

8080　

吉
井　

宣
明

　

吉
井　

宣
明

8181　

谷
崎　

正
史

　

谷
崎　

正
史

8181　

村
瀬　

昇
一

　

村
瀬　

昇
一

8282　

岩
田　

政
明

　

岩
田　

政
明

8282　

加
藤　

博
幸

　

加
藤　

博
幸

8282　

斎
藤　
　

隆

　

斎
藤　
　

隆

8282　

富
坂　

典
子

　

富
坂　

典
子

8282　

中
西
三
千
代

　

中
西
三
千
代

8383　

沢
畑
明
比
古

　

沢
畑
明
比
古

8383　

志
茂　

忠
秋

　

志
茂　

忠
秋

8383　

根
本　

雅
裕

　

根
本　

雅
裕

8383　

宮
川　

直
明

　

宮
川　

直
明

8585　

阪
野　

貞
行

　

阪
野　

貞
行

8686　

飯
高　

正
幸

　

飯
高　

正
幸

8888　

笠
掛　

清
一

　

笠
掛　

清
一

8888　

田
辺　

泰
典

　

田
辺　

泰
典

8888　

渡
辺　

正
一

　

渡
辺　

正
一

9090　

川
瀬　
　

徹

　

川
瀬　
　

徹

9191　

榎
戸
千
代
子

　

榎
戸
千
代
子

9393　

白
坂　

桂
彦

　

白
坂　

桂
彦

9494　

徳
田　

達
治

　

徳
田　

達
治

9494　

日
野　

八
潮

　

日
野　

八
潮

9494　

松
川　

雅
一

　

松
川　

雅
一

9595　

小
野
田
陽
一

　

小
野
田
陽
一

9696　

舘
野　

信
彦

　

舘
野　

信
彦

9999　

鈴
木　

啓
敬

　

鈴
木　

啓
敬

9999　

高
橋　

敦
史

　

高
橋　

敦
史

100100　

鬼
生
田
顕
英

　

鬼
生
田
顕
英

100100　

薗
部　

明
子

　

薗
部　

明
子

100100　

松
本　
　

淳

　

松
本　
　

淳

101101　

上
田
桂
太
郎

　

上
田
桂
太
郎

101101　

西
澤　

百
合

　

西
澤　

百
合

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

105105　

梅
村　

幸
司

　

梅
村　

幸
司

107107　

田
村　
　

博

　

田
村　
　

博

108108　

小
田
部
伸
也

　

小
田
部
伸
也

108108　

丸
木　

政
治

　

丸
木　

政
治

114114　

高
橋　

宏
篤

　

高
橋　

宏
篤

118118　

小
山　

文
恵

　

小
山　

文
恵

119119　

川
本　

謙
一

　

川
本　

謙
一

120120　

西
尾　

尚
己

　

西
尾　

尚
己

120120　

星
川　

尚
子

　

星
川　

尚
子

122122　

薮
下　

初
美

　

薮
下　

初
美

125125　

太
田　

和
子

　

太
田　

和
子

125125　

下
山
田
治
美

　

下
山
田
治
美

125125　

中
山　

瑞
紀

　

中
山　

瑞
紀

四
千
二
百
円

8383　

石
川　

正
人

　

石
川　

正
人

三
千
円

9393　

山
本
賢
一
郎

　

山
本
賢
一
郎

二
千
円

6565　

三
木　

一
弘

　

三
木　

一
弘

8484　

水
谷　
　

正

　

水
谷　
　

正

9191　

吉
田　

達
也

　

吉
田　

達
也

千
円

7979　

武
藤　

健
男

　

武
藤　

健
男

9898　

豊
嶋　

史
之

　

豊
嶋　

史
之

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

■ 会費等入金累計表 ■
H29・4/1～5/31 H29・6/1～10/31 合　計
金額（円） 口数 金額（円） 口数 金額（円） 口数

年 度 会 費 1,623,000 542 1,829,000 609 3,452,000 1,151 
十 年 会 費 1,540,000 77 1,860,000 93 3,400,000 170 
維 持 寄 付 金 1,013,680 105 988,000 100 2,001,680 205 
基本財産寄付金 0 0 0 0 0 0 

院
友
か
ら
の

院
友
か
ら
の

 

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

振
込
用
紙
伝
言
板

　

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
書
か
れ

　

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
書
か
れ

て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
な
ら

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
な
ら

ば
お
一
人
お
一
人
の
了
承
を
戴
く

ば
お
一
人
お
一
人
の
了
承
を
戴
く

べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
卒
ご
寛

べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
卒
ご
寛

容
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

容
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

▼
内
山
今
佐
己
氏
（
7474
政
２
政
２

／
練
馬
区
）

／
練
馬
区
）

　

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
受

　

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
受

講
し
、
学
食
を
楽
し
ん
で
い

講
し
、
学
食
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

ま
す
。

▼
宗
村
伸
子
さ
ん
（
6464
文
／
文
／

燕
市
）

燕
市
）

　

八
十
四
歳
に
な
り
ま
し

　

八
十
四
歳
に
な
り
ま
し

た
。
た
と
え
わ
ず
か
で
も
母

た
。
た
と
え
わ
ず
か
で
も
母

校
に
協
力
で
き
る
こ
と
は
う

校
に
協
力
で
き
る
こ
と
は
う

れ
し
い
で
す
。

れ
し
い
で
す
。

▼
藤
島
秀
隆
氏
（
6565
文
・
文
・
7878

修
文
／
金
沢
市
）

修
文
／
金
沢
市
）

　

院
友
会
報
を
毎
号
楽
し
く

　

院
友
会
報
を
毎
号
楽
し
く

拝
読
し
て
お
り
ま
す
。

拝
読
し
て
お
り
ま
す
。

▼
小
野
千
浩
さ
ん
（
9999
文
／
文
／

群
馬
県
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
）

群
馬
県
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
）

　

母
校
の
皆
さ
ま
の
ご
活

　

母
校
の
皆
さ
ま
の
ご
活

躍
、
嬉
し
く
拝
見
し
て
お
り

躍
、
嬉
し
く
拝
見
し
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

▼
菊
地
鐐
二
郎
氏
（
7979
文
２
文
２

／
四
街
道
市
）

／
四
街
道
市
）

　

大
学
で
の
苦
労
な
ど
を
上

　

大
学
で
の
苦
労
な
ど
を
上

梓
し
ま
し
た
。
野
球
・
駅
伝

梓
し
ま
し
た
。
野
球
・
駅
伝

の
朗
報
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

の
朗
報
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

▼
河
原
英
俊
氏
（
9393
法
２
／

法
２
／

新
宿
区
）

新
宿
区
）

　

國
學
院
の
学
術
振
興
の
た

　

國
學
院
の
学
術
振
興
の
た

め
に
！

め
に
！

▼
廣
田
晋
氏
（
109109
文
２
／
市

文
２
／
市

原
市
）

原
市
）

　

毎
週
土
曜
日
は
赤
井
学
長

　

毎
週
土
曜
日
は
赤
井
学
長

の
漢
詩
を
よ
む
を
聞
い
て
い

の
漢
詩
を
よ
む
を
聞
い
て
い

ま
す
。
三
十
分
間
学
生
時
代

ま
す
。
三
十
分
間
学
生
時
代

に
戻
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

に
戻
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

▼
水
島
清
一
郎
氏
（
6969
文
／
文
／

南
房
総
市
）

南
房
総
市
）

　

全
日
本
大
学
駅
伝
出
場
決

　

全
日
本
大
学
駅
伝
出
場
決

定
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

定
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
ご
健

す
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
ご
健

闘
・
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

闘
・
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。

▼
匿
名
（
9191
文
／
長
岡
市
）

文
／
長
岡
市
）

　

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
百

　

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
百

周
年
の
秋
、
管
弦
楽
団
の
初

周
年
の
秋
、
管
弦
楽
団
の
初

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。
あ
れ
か

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。
あ
れ
か

ら
三
十
五
年
楽
団
は
健
在
！

ら
三
十
五
年
楽
団
は
健
在
！

嬉
し
い
限
り
で
す
。

嬉
し
い
限
り
で
す
。

▼
加
納
陽
一
氏
（
7070
文
／
杉

文
／
杉

並
区
）

並
区
）

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
使
っ
て

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

▼
匿
名
（
7777
史
／
横
浜
市
）

史
／
横
浜
市
）

　

文
武
両
道
で
常
に
輝
い
て

　

文
武
両
道
で
常
に
輝
い
て

い
る
大
学
で
あ
っ
て
ほ
し

い
る
大
学
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
い
。

▼
井
田
良
英
氏
（
7474
史
／
七

史
／
七

尾
市
）

尾
市
）

　

箱
根
駅
伝
出
場
権
獲
得
お

　

箱
根
駅
伝
出
場
権
獲
得
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
シ

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
シ

ー
ド
権
を
獲
れ
る
よ
う
祈
り

ー
ド
権
を
獲
れ
る
よ
う
祈
り

ま
す
。

ま
す
。

▼
別
所
征
洋
氏
（
7676
経
／
さ

経
／
さ

い
た
ま
市
）

い
た
ま
市
）

　

頑
張
れ
箱
根
駅
伝
！
お
正

　

頑
張
れ
箱
根
駅
伝
！
お
正

月
の
楽
し
み
で
す
。
シ
ー
ド

月
の
楽
し
み
で
す
。
シ
ー
ド

権
目
指
し
て
フ
ァ
イ
ト
！

権
目
指
し
て
フ
ァ
イ
ト
！

　

お
寄
せ
頂
い
た
会
費
・
寄
付
金
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
十
七
年
四
月
よ
り
個
人
情
報
保
護
法
が
施

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
金
額
・
卒
期
・
氏
名
に
限

っ
て
公
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「会費について」

皆さまのご理解とご協力を重ねてお願いいたします。

　本会は、平成24年10月１日付けで一般財団法人
國學院大學院友会となりましたが、会費制度に関し
ましては従来とかわりません。（ホームページ
【URL　http://www.kokugakuin.or.jp】 の
『会費・寄付金のお願い』の欄でも説明しています。
併せてご覧ください）
　まず『十年会費』の件です。平成８年の理事会に
おいて、会の財政安定を図るために、寄附行為の
変更を行い『終身会費』の名称を廃止し、『十年
会費』への名称変更を決定いたしました。
　既に『終身会費』として納入された方は、今後
請求されることはないし、『終身会費廃止』は約束
違反である、と思われるのは当然のことであります
が、院友数の増加や社会情勢をふまえ、『年度
会費』あるいは『十年会費』への切り替えに、ご理解
とご協力をお願いしよう、ということがこれまでの
主旨でございます。引き続きより分かり易く、より
丁寧に会員の皆様に十年会費への切り替えをお願い
して参りたいと存じます。何卒ご理解とご協力を
お願い申し上げます。
　既に『終身会費』として納入された方には、納入
年から10年を経過しますと、会報に『ご協力の
お願い』を同封させて頂きます。
　また99期以降の学部をご卒業の方は、卒業時に

代理徴収（終身会費または十年会費）させて頂いて
おります。
　平成29年度分の会費については、今から10年前
の115期にご卒業をされた方、またはそれ以前の
ご卒業の方で会費が未納の方には、『ご協力のお願
い』が同封されます。同封の依頼状が『維持寄付
金、学術・スポーツ振興資金のお願い』（水色の
依頼状）から『ご協力のお願い』に変わった時が、
『十年会費』の有効期限の終了になります。
　会費の依頼状・振込用紙は、院友会報に同封いた
します。是非みなさま方のご協力をたまわります
ようお願い申し上げます。
　『年度会費は3,000円、十年会費は20,000円で
す。』どちらかをお納め願います。
　次に『維持寄付金』です。これは平成11年まで
の『維持会費』を会費との誤解を招かないために
改称したものです。１口10,000円です。
　一般財団法人國學院大學院友会では、『一般財団
法人國學院大學院友会運営規程』第４条に、会費を
定めております。（本会ホームページ参照）是非
会費のご納入をお願いいたします。本会が行う事業
は、みなさまの会費に支えられております。（過年
度分の会費は結構でございます）

　

お
慶
び
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
、
今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

◆
叙
勲

瑞
宝
重
光
章

野
本
寛
一
氏
（
の
も
と
・

か
ん
い
ち
／
67
文
／
奈
良

市
）

旭
日
双
光
章
（
春
）

曻 

清
隆
氏（
の
ぼ
る
・
き

よ
た
か
／
80
法
２
／
鹿
児

島
県
大
島
郡
瀬
戸
内
町
）

瑞
宝
小
綬
章
（
春
）

長
坂
文
杜
氏（
な
が
さ
か
・

ふ
み
も
り
／
69
史
／
恵
庭

市
）瑞宝

小
綬
章

夛
田
良
章
氏（
た
だ
・
り
ょ

う
し
ょ
う
／
60
文
／
坂
井

市
）瑞宝

双
光
章

佐
藤
芳
資
氏
（
さ
と
う
・

よ
し
す
け
／
76
経
／
徳
島

市
）

◆
当
選

衆
議
院
議
員

大
西
英
男
氏（
お
お
に
し
・

ひ
で
お
／
78
法
／
江
戸
川

区
）

石
川
昭
政
氏
（
い
し
か
わ

・
あ
き
ま
さ
／
103
神
・
106

博
前
神
／
日
立
市
）

◆
表
彰

市
原
市
表
彰

川
戸 

彰
氏（
か
わ
と
・
あ

き
ら
／
60
史
／
千
葉
市
）

◆
結
婚

　

次
の
院
友
の
方
が
結
婚

さ
れ
ま
し
た
。
披
露
宴
当

日
、
会
長
名
の
祝
電
を
贈

ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

末
永
く
お
幸
せ
に
！

♥ 

中
村
里
津
也
さ
ん（
119

経
営
）

♥
良
波
和
紀
さ
ん（
121
健

体
）

※
院
友
の
叙
勲・
褒
章
等

表
彰
の
こ
と
に
つ
い
て
本

部
ま
で
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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る
硬
式
野
球
部
、
十
一
回
目
の
箱

る
硬
式
野
球
部
、
十
一
回
目
の
箱

根
駅
伝
出
場
を
決
め
た
陸
上
競
技

根
駅
伝
出
場
を
決
め
た
陸
上
競
技

部
、
二
見
省
吾
君
始
め
柔
道
部
の

部
、
二
見
省
吾
君
始
め
柔
道
部
の

活
躍
等
々
、
各
部
そ
れ
ぞ
れ
に
目

活
躍
等
々
、
各
部
そ
れ
ぞ
れ
に
目

覚
ま
し
い
躍
進
を
遂
げ
て
い
る
こ

覚
ま
し
い
躍
進
を
遂
げ
て
い
る
こ

と
は
、
遠
く
離
れ
た
北
の
国
に
暮

と
は
、
遠
く
離
れ
た
北
の
国
に
暮

ら
す
者
に
と
っ
て
も
大
い
な
る
喜

ら
す
者
に
と
っ
て
も
大
い
な
る
喜

び
で
す
。

び
で
す
。

　

ま
た
、
当
地
か
ら
車
で
一
時
間

　

ま
た
、
当
地
か
ら
車
で
一
時
間

ほ
ど
の
滝
川
市
に
、
北
海
道
短
期

ほ
ど
の
滝
川
市
に
、
北
海
道
短
期

大
学
部
が
あ
り
、
毎
年
新
入
学
生

大
学
部
が
あ
り
、
毎
年
新
入
学
生

研
修
に
当
神
社
を
参
拝
い
た
だ

研
修
に
当
神
社
を
参
拝
い
た
だ

き
、
礼
儀
正
し
い
学
生
達
の
姿
に

き
、
礼
儀
正
し
い
学
生
達
の
姿
に

接
し
、
学
生
時
代
を
思
い
出
す
こ

接
し
、
学
生
時
代
を
思
い
出
す
こ

と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
二
人
の

と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
二
人
の

子
供
も
母
校
・
短
期
大
学
部
を
目

子
供
も
母
校
・
短
期
大
学
部
を
目

指
し
て
お
り
、
今
後
も
母
校
と
は

指
し
て
お
り
、
今
後
も
母
校
と
は

長
く
お
付
き
合
い
が
出
来
そ
う
で

長
く
お
付
き
合
い
が
出
来
そ
う
で

す
。
学
術
部
門
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門

す
。
学
術
部
門
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門

の
充
実
は
学
生
の
為
は
勿
論
、
全

の
充
実
は
学
生
の
為
は
勿
論
、
全

国
に
い
る
多
く
の
院
友
の
日
々
の

国
に
い
る
多
く
の
院
友
の
日
々
の

生
活
の
力
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
の
力
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
今
後
も
出

僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
今
後
も
出

来
る
範
囲
で
の
応
援
を
続
け
た
い

来
る
範
囲
で
の
応
援
を
続
け
た
い

学術・スポーツ振興資金累計表
・平成28年度末積立金残高（３月31日現在） 10,409,545円 
・平成29年４月１日～５月31日（140件） 673,000円 
・平成29年６月１日～10月31日（171件） 825,880円
・本年度贈呈分（学術部門、スポーツ部門） △ 3,100,000円

現　在　高 8,808,425円 
ご協力ありがとうございました

◆今後の支援に向けて、本年度も更なるご協力をお願いいたします

    

院
友
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

院
友
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
昭

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
昭

和
五
十
九
年
、
文
学
部
神
道
学
科

和
五
十
九
年
、
文
学
部
神
道
学
科

卒
業
の

卒
業
の
9292
期
生
で
す
。
現
在
は
、

期
生
で
す
。
現
在
は
、

父
祖
伝
来
の
富
良
野
神
社
宮
司
と

父
祖
伝
来
の
富
良
野
神
社
宮
司
と

し
て
日
々
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ

し
て
日
々
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

い
て
お
り
ま
す
。

西川充彦
（92神／富良野神社宮司）

学
生
の

目
覚
ま
し
い
躍
進

〜
遠
い
北
の
国
か
ら

 

応
援
し
て
い
ま
す
〜

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

応
援
し
ま
す
！

　

卒
業
以
来
、
母
校
に
伺
う
機
会

　

卒
業
以
来
、
母
校
に
伺
う
機
会

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
渋
谷

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
渋
谷

駅
か
ら
上
り
坂
を
歩
き
、
金
王
八

駅
か
ら
上
り
坂
を
歩
き
、
金
王
八

幡
宮
を
経
て
常
磐
松
小
学
校
と
渋

幡
宮
を
経
て
常
磐
松
小
学
校
と
渋

谷
氷
川
神
社
の
間
を
抜
け
、
大
学

谷
氷
川
神
社
の
間
を
抜
け
、
大
学

に
向
か
う
道
は
今
も
鮮
明
に
覚
え

に
向
か
う
道
は
今
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。
当
時
の
校
舎
は
既
に

て
い
ま
す
。
当
時
の
校
舎
は
既
に

な
く
近
代
的
な
施
設
と
な
り
、
渋

な
く
近
代
的
な
施
設
と
な
り
、
渋

谷
の
駅
周
辺
も
様
変
わ
り
し
て
い

谷
の
駅
周
辺
も
様
変
わ
り
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
神
殿
は
変
わ
ら

る
よ
う
で
す
が
、
神
殿
は
変
わ
ら

ず
学
生
を
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い

ず
学
生
を
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
母
校
は
八
十
以
上
の
体
育

　

我
が
母
校
は
八
十
以
上
の
体
育

部
会
、
そ
れ
以
上
の
文
化
部
会
を

部
会
、
そ
れ
以
上
の
文
化
部
会
を

有
し
て
い
ま
す
が
、
今
は
イ
ン
タ

有
し
て
い
ま
す
が
、
今
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
お
蔭
で
各
部
の
様
子

ー
ネ
ッ
ト
の
お
蔭
で
各
部
の
様
子

も
詳
細
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
よ

も
詳
細
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
実
力
の
東
都

う
に
な
り
ま
し
た
。
実
力
の
東
都

大
学
野
球
一
部
リ
ー
グ
常
連
で
あ

大
学
野
球
一
部
リ
ー
グ
常
連
で
あ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

國
學
院
大
學
、
院
友
各
位
、
学

　

國
學
院
大
學
、
院
友
各
位
、
学

生
の
皆
様
の
益
々
の
弥
栄
を
ご
祈

生
の
皆
様
の
益
々
の
弥
栄
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

院
友
の
皆
様
の
「
学
術
・

　

院
友
の
皆
様
の
「
学
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」（
学

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」（
学

術
部
門
・
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

術
部
門
・
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に
つ
き

ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
、
大
変
お
世
話
に
な

ま
し
て
、
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も

っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も

現
在
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
選

現
在
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
選

定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、平
成
二
十
五
年
度

今
回
は
、平
成
二
十
五
年
度

に
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
奈
良
絵

に
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
奈
良
絵

巻「
い
な
り
妻
の
草
子
」を
紹

巻「
い
な
り
妻
の
草
子
」を
紹

介
し
ま
す
。「
い
な
り
妻
の
草

介
し
ま
す
。「
い
な
り
妻
の
草

子
」は
お
伽
草
子
の
一
つ
で
、

子
」は
お
伽
草
子
の
一
つ
で
、

「
異
類
物
、異
類
婚
姻
譚
、致
富

「
異
類
物
、異
類
婚
姻
譚
、致
富

譚
」に
分
類
さ
れ
ま
す
。話
の

譚
」に
分
類
さ
れ
ま
す
。話
の

概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

　

「
相
模
国
松
村
と
い
う
所

　

「
相
模
国
松
村
と
い
う
所

学
術
部
門

…がんばります！
対象団体から

学術・スポーツ振興資金

硬
式
野
球
部

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。院
友
の
皆
様

ご
ざ
い
ま
す
。院
友
の
皆
様

に
は
昨
年
も
多
く
の
ご
支

に
は
昨
年
も
多
く
の
ご
支

援
、ご
声
援
を
た
ま
わ
り
、誠

援
、ご
声
援
を
た
ま
わ
り
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

た
。本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
シ
ー
ズ
ン
は
春
三

　

昨
年
の
シ
ー
ズ
ン
は
春
三

位
、
秋
四
位
と
い
う
悔
し
い

位
、
秋
四
位
と
い
う
悔
し
い

結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
昨

結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
昨

秋
の
リ
ー
グ
戦
で
は
戦
国
東

秋
の
リ
ー
グ
戦
で
は
戦
国
東

都
の
厳
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら

都
の
厳
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
る
、
厳
し
い
シ
ー
ズ
ン
と

れ
る
、
厳
し
い
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
し
た
が
、
リ
ー
グ
戦

な
り
ま
し
た
が
、
リ
ー
グ
戦

の
過
酷
さ
や
厳
し
さ
を
改
め

の
過
酷
さ
や
厳
し
さ
を
改
め

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
３

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
３

年
生
以
下
に
と
っ
て
は
良
い

年
生
以
下
に
と
っ
て
は
良
い

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
年
生
が
引
退
し
、
昨
年

４
年
生
が
引
退
し
、
昨
年

十
一
月
よ
り
新
チ
ー
ム
が
始

十
一
月
よ
り
新
チ
ー
ム
が
始

動
し
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
の

動
し
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、「
俺
が
や
る

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、「
俺
が
や
る 

ス
ポ
ー
ツ
部
門

〜 

W
e 

c
a
n 

d
o 

i
t 

〜
」と
掲
げ
、ま
ず
初
め
に
全

〜
」と
掲
げ
、ま
ず
初
め
に
全

員
で
チ
ー
ム
の
長
所
と
短
所

員
で
チ
ー
ム
の
長
所
と
短
所

に
つ
い
て
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
長
所
を
こ
れ
か
ら

を
行
い
、
長
所
を
こ
れ
か
ら

先
ど
う
伸
ば
し
て
い
く
か
、

先
ど
う
伸
ば
し
て
い
く
か
、

短
所
を
ど
う
改
善
し
て
い
く

短
所
を
ど
う
改
善
し
て
い
く

の
か
を
明
確
に
し
、
誰
か
が

の
か
を
明
確
に
し
、
誰
か
が

や
る
で
は
な
く
、
俺
が
や
る

や
る
で
は
な
く
、
俺
が
や
る

と
い
う
強
い
気
持
ち
を
も
っ

と
い
う
強
い
気
持
ち
を
も
っ

て
や
っ
て
い
こ
う
と
話
し
合

て
や
っ
て
い
こ
う
と
話
し
合

い
ま
し
た
。
今
年
の
最
上
級

い
ま
し
た
。
今
年
の
最
上
級

生
は
例
年
よ
り
も
人
数
が
多

生
は
例
年
よ
り
も
人
数
が
多

い
の
で
、
各
個
人
が
自
分
の

い
の
で
、
各
個
人
が
自
分
の

良
さ
や
持
ち
味
を
存
分
に
出

良
さ
や
持
ち
味
を
存
分
に
出

し
て
い
き
、
そ
の
力
が
一
つ

し
て
い
き
、
そ
の
力
が
一
つ

に
な
っ
た
時
に
は
チ
ー
ム
が

に
な
っ
た
時
に
は
チ
ー
ム
が

莫
大
な
力
を
発
揮
出
来
る
と

莫
大
な
力
を
発
揮
出
来
る
と

思
い
ま
す
。
選
手
同
士
の
ミ

思
い
ま
す
。
選
手
同
士
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
間
を
増
や

ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
間
を
増
や

し
、
お
互
い
を
理
解
し
合

し
、
お
互
い
を
理
解
し
合

い
、
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る

い
、
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る

チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い
と

チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
開
幕
い
た
し
ま

　

四
月
か
ら
開
幕
い
た
し
ま

す
春
季
リ
ー
グ
戦
で
は
、
皆

す
春
季
リ
ー
グ
戦
で
は
、
皆

様
の
ご
期
待
に
添
え
ま
す
よ

様
の
ご
期
待
に
添
え
ま
す
よ

う
全
力
で
戦
っ
て
い
き
ま

う
全
力
で
戦
っ
て
い
き
ま

す
。
皆
様
お
時
間
が
あ
り
ま

す
。
皆
様
お
時
間
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
是
非
野
球
部
の
姿

し
た
ら
、
是
非
野
球
部
の
姿

を
見
に
、
神
宮
球
場
へ
お
越

を
見
に
、
神
宮
球
場
へ
お
越

諸
見
里
匠
（
経
４
年
）
君
〜
秋
季
リ
ー
グ
戦
／
対
東
洋
大
戦
か
ら

諸
見
里
匠
（
経
４
年
）
君
〜
秋
季
リ
ー
グ
戦
／
対
東
洋
大
戦
か
ら

１部秋季リーグ戦 星取表（平成29年）
順　位 東 洋 大 亜細亜大 立 正 大 國學院大 中 央 大 日 本 大 勝数 負数 分数 勝率 勝点

1 東 洋 大 　　 ●○○ ●○● ○●○ ○○ ●○○ ９ ５ 0 0.643 4
2 亜細亜大 ○●●  　　 ●● ●○○ ○○ ○○ 7 5 0 0.583 3
2 立 正 大 ○●○ ○○  　　 ○●● ●● ○○ 7 5 ０ 0.583 3
4 國學院大 ●○● ○●● ●○○ 　　 ○●○ ○●○ ８ ７ 0 0.533 3
5 中 央 大 ●● ●● ○○ ●○●  　　 ○●● ４ ８ 0 0.333 １
6 日 本 大 ○●● ●● ●● ●○● ●○○ 　　 ４ ９ ０ 0.308 １

し
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
変

し
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
声
援
の

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
声
援
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

主
務

　

小
野
口
鉱
盛（
経
営
３
年
）記

奈良絵巻「いなり妻の草子」奈良絵巻「いなり妻の草子」

陸
上
競
技
部

全
日
本
大
学
駅
伝
を　

終
え
て

　

院
友
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

　

院
友
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
す
。

　

平
素
よ
り
陸
上
競
技
部
へ

　

平
素
よ
り
陸
上
競
技
部
へ

の
多
大
な
る
ご
支
援
ご
声
援

の
多
大
な
る
ご
支
援
ご
声
援

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
学
初
の
３
年
連
続
出
場

　

本
学
初
の
３
年
連
続
出
場

と
な
っ
た
本
大
会
は
、
総
合

と
な
っ
た
本
大
会
は
、
総
合

1111
位
で
ゴ
ー
ル
い
た
し
ま
し

位
で
ゴ
ー
ル
い
た
し
ま
し

た
。
総
合
タ
イ
ム
は
本
学
最

た
。
総
合
タ
イ
ム
は
本
学
最

高
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
が

高
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
の

で
き
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
の

目
標
に
掲
げ
て
い
た
過
去
最

目
標
に
掲
げ
て
い
た
過
去
最

高
順
位
に
は
届
き
ま
せ
ん
で

高
順
位
に
は
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
他
大

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
他
大

学
の
エ
ー
ス
級
が
集
う
１
区

学
の
エ
ー
ス
級
が
集
う
１
区

で
は
、
浦
野
雄
平
（
経
営
２

で
は
、
浦
野
雄
平
（
経
営
２

年
）
が
外
国
人
選
手
の
ハ
イ

年
）
が
外
国
人
選
手
の
ハ
イ

ペ
ー
ス
の
中
、
終
盤
ま
で
果

ペ
ー
ス
の
中
、
終
盤
ま
で
果

敢
に
食
ら
い
付
く
素
晴
ら
し

敢
に
食
ら
い
付
く
素
晴
ら
し

い
走
り
で
流
れ
を
作
っ
て
く

い
走
り
で
流
れ
を
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
５
区
に
出
走
し

れ
ま
し
た
。
５
区
に
出
走
し

た
臼
井
健
太
（
健
体
１
年
）

た
臼
井
健
太
（
健
体
１
年
）

も
、
初
め
て
の
大
学
駅
伝
に

も
、
初
め
て
の
大
学
駅
伝
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
力
強
い
走

も
か
か
わ
ら
ず
、
力
強
い
走

り
で
前
を
追
う
姿
勢
を
見
せ

り
で
前
を
追
う
姿
勢
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
８

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
８

区
ア
ン
カ
ー
に
出
走
し
た
松

区
ア
ン
カ
ー
に
出
走
し
た
松

永
拓
馬
（
法
４
年
）
が
最
後

永
拓
馬
（
法
４
年
）
が
最
後

ま
で
粘
り
あ
る
走
り
を
見
せ

ま
で
粘
り
あ
る
走
り
を
見
せ

1
区
を
走
る
浦
野
選
手

区
を
走
る
浦
野
選
手

第49回全日本大学駅伝対校選手権大会・総合成績
順位 大学名 総合成績

１ 神 奈 川 大 学 5:12'49"

２ 東 海 大 学 5:14'07"

３ 青 山 学 院 大 学 5:15'22"

４ 駒 澤 大 学 5:15'59"

５ 東 洋 大 学 5:16'29"

６ 中 央 学 院 大 学 5:17'59"

以上　上位６校シード権獲得
途中省略

11 國 學 院 大 學 5:21'26"（新記録）

個人成績
区間 氏名 学年 タイム 区間順位

１ 浦野　雄平 ２年 43’45”（國學院新記録） ７位

２ 向　　晃平 ４年 39’53” 13位

３ 江島　崚太 ３年 28’16”（國學院タイ記録） 11位

4 土方　英和 ２年 41’17”（國學院新記録） 12位

５ 臼井　健太 １年 35’14”（國學院新記録） ９位

６ 内田　健太 ４年 37’30” 17位

７ 河野　敢太 ４年 35’48” 13位

８ 松永　拓馬 ４年 59’43”（國學院新記録） 11位

る
な
ど
、
収
穫
の
あ
る
大
会

る
な
ど
、
収
穫
の
あ
る
大
会

で
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
結
果
を
踏
ま

　

今
大
会
の
結
果
を
踏
ま

え
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
課
題

え
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
課
題

を
克
服
す
る
た
め
、
主
将
の

を
克
服
す
る
た
め
、
主
将
の

向
を
中
心
に
チ
ー
ム
一
丸
と

向
を
中
心
に
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
今
後
も
練
習
に
励
み

な
っ
て
今
後
も
練
習
に
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

新
春
の
箱
根
駅
伝
で
は
、
昨

新
春
の
箱
根
駅
伝
で
は
、
昨

年
の
雪
辱
を
晴
ら
す
べ
く
、

年
の
雪
辱
を
晴
ら
す
べ
く
、

國
學
院
ら
し
い
粘
り
あ
る
走

國
學
院
ら
し
い
粘
り
あ
る
走

り
で
シ
ー
ド
権
獲
得
を
目
指

り
で
シ
ー
ド
権
獲
得
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
熱
い
ご
声
援

　

今
後
と
も
、
熱
い
ご
声
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
す
。

　

主
務

 

太
田
慶
輔（
経
4
年
）記

に
平
次
良
と
い
う
貧
し
い
男

に
平
次
良
と
い
う
貧
し
い
男

が
い
ま
し
た
。
平
次
良
は
氏

が
い
ま
し
た
。
平
次
良
は
氏

神
で
あ
る
稲
荷
大
明
神
に
福

神
で
あ
る
稲
荷
大
明
神
に
福

徳
を
願
い
、
毎
日
参
り
ま
し

徳
を
願
い
、
毎
日
参
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、「
家

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、「
家

を
富
み
栄
え
さ
せ
る
妻
を
得

を
富
み
栄
え
さ
せ
る
妻
を
得

さ
せ
よ
う
」
と
の
お
告
げ
が

さ
せ
よ
う
」
と
の
お
告
げ
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
妻
は
稲

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
妻
は
稲

荷
大
明
神
の
使
い
で
あ
る
白

荷
大
明
神
の
使
い
で
あ
る
白

狐
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
平

狐
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
平

次
良
は
思
わ
ぬ
収
入
が
入
る

次
良
は
思
わ
ぬ
収
入
が
入
る

よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
富

よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
富

貴
の
身
と
な
り
ま
し
た
。」

貴
の
身
と
な
り
ま
し
た
。」

　

本
説
話
は
、『
日
本
霊
異
記
』

本
説
話
は
、『
日
本
霊
異
記
』

『
水
鏡
』『
扶
桑
略
記
』な
ど
に

『
水
鏡
』『
扶
桑
略
記
』な
ど
に

記
さ
れ
て
い
る「
異
類
婚
姻

記
さ
れ
て
い
る「
異
類
婚
姻

譚
」に
取
材
し
た
も
の
で
す
。

譚
」に
取
材
し
た
も
の
で
す
。

稲
荷
社
は
、福
徳
長
寿
な
ど
の

稲
荷
社
は
、福
徳
長
寿
な
ど
の

現
世
利
益
を
も
た
ら
す
神
と

現
世
利
益
を
も
た
ら
す
神
と

し
て
信
仰
を
集
め
て
お
り
、主

し
て
信
仰
を
集
め
て
お
り
、主

人
公
の
福
徳
長
寿
で
話
を
結

人
公
の
福
徳
長
寿
で
話
を
結

ぶ
本
作
品
は
、稲
荷
信
仰
喧
伝

ぶ
本
作
品
は
、稲
荷
信
仰
喧
伝

の
た
め
の
説
話
や
伝
承
を
基

の
た
め
の
説
話
や
伝
承
を
基

に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。現
在
、伝
本
が
確
認

れ
ま
す
。現
在
、伝
本
が
確
認

さ
れ
て
い
る
の
は
本
学
図
書

さ
れ
て
い
る
の
は
本
学
図
書

館
所
蔵
本
の
み
で
す
。

館
所
蔵
本
の
み
で
す
。

　

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

事
務
部
図
書
館
事
務
課
・
記
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柔
道
部

初
心
に
か
え
っ
て

　

院
友
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

　

院
友
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
日
頃
よ
り
、
院
友
の
皆

す
。
日
頃
よ
り
、
院
友
の
皆

様
方
に
は
多
大
な
る
ご
支
援

様
方
に
は
多
大
な
る
ご
支
援

ご
声
援
を
た
ま
わ
り
感
謝
申

ご
声
援
を
た
ま
わ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
我
々
國
學
院

し
上
げ
ま
す
。
我
々
國
學
院

大
學
柔
道
部
は
、
院
友
の
皆

大
學
柔
道
部
は
、
院
友
の
皆

様
方
の
支
え
に
よ
り
、
良
い

様
方
の
支
え
に
よ
り
、
良
い

環
境
の
中
、
日
々
の
厳
し
い

環
境
の
中
、
日
々
の
厳
し
い

稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
団
体
戦
に
お
き
ま

　

昨
年
、
団
体
戦
に
お
き
ま

し
て
は
、
全
日
本
学
生
優
勝

し
て
は
、
全
日
本
学
生
優
勝

大
会
で
は
二
年
連
続
で
ベ
ス

大
会
で
は
二
年
連
続
で
ベ
ス

ト
８
入
り
を
す
る
こ
と
が
で

ト
８
入
り
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
個
人
戦
で
は
、

き
ま
し
た
。
個
人
戦
で
は
、

八
月
に
台
湾
で
行
わ
れ
ま
し

八
月
に
台
湾
で
行
わ
れ
ま
し

た
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競

た
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競

技
大
会
で
、
健
康
体
育
学
科

技
大
会
で
、
健
康
体
育
学
科

３
年
の
藤
阪
泰
恒
（

３
年
の
藤
阪
泰
恒
（
6060
㎏

級
）
が
川
上
コ
ー
チ
以
来
の

級
）
が
川
上
コ
ー
チ
以
来
の

優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
全
日
本
学

ま
し
た
。
ま
た
、
全
日
本
学

生
柔
道
体
重
別
選
手
権
で

生
柔
道
体
重
別
選
手
権
で

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
6060
㎏
級
優
勝
の
藤
阪
泰
恒
選
手

㎏
級
優
勝
の
藤
阪
泰
恒
選
手

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

新
た
な
挑
戦
に
向
か
っ
て

　

院
友
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

　

院
友
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
つ
も
多
大
な
ご
支
援

す
。
い
つ
も
多
大
な
ご
支
援

と
ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し

と
ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
ご
期
待

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
ご
期
待

と
お
引
き
立
て
を
頂
戴
し
た

と
お
引
き
立
て
を
頂
戴
し
た

く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　

さ
て
、
昨
年
ソ
フ
ト
テ
ニ

　

さ
て
、
昨
年
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
男
子
は
イ
ン
カ
レ
大
学

ス
部
男
子
は
イ
ン
カ
レ
大
学

対
抗
ベ
ス
ト

対
抗
ベ
ス
ト
1616
、
東
日
本
学

、
東
日
本
学

生
大
学
対
抗
べ
ス
ト
８
の
成

生
大
学
対
抗
べ
ス
ト
８
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
関
東
リ

績
を
収
め
ま
し
た
。
関
東
リ

ー
グ
に
お
い
て
は
春
秋
と
も

ー
グ
に
お
い
て
は
春
秋
と
も

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
１
部
で
健

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
１
部
で
健

闘
し
、
秋
季
リ
ー
グ
で
は
第

闘
し
、
秋
季
リ
ー
グ
で
は
第

３
位
と
な
り
過
去
最
高
の
成

３
位
と
な
り
過
去
最
高
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
女
子

績
を
収
め
ま
し
た
。
女
子

は
、
春
季
首
都
リ
ー
グ
で
初

は
、
春
季
首
都
リ
ー
グ
で
初

優
勝
し
、
東
日
本
学
生
大
会

優
勝
し
、
東
日
本
学
生
大
会

大
学
対
抗
で
ベ
ス
ト
８
入
り

大
学
対
抗
で
ベ
ス
ト
８
入
り

し
、
そ
の
勢
い
を
持
続
し
て

し
、
そ
の
勢
い
を
持
続
し
て

秋
季
関
東
リ
ー
グ
で
は
３
部

秋
季
関
東
リ
ー
グ
で
は
３
部

優
勝
の
後
、
入
替
戦
で
勝
利

優
勝
の
後
、
入
替
戦
で
勝
利

し
念
願
の
２
部
入
り
を
果
た

し
念
願
の
２
部
入
り
を
果
た

し
ま
し
た
。
部
会
の
先
輩
方

し
ま
し
た
。
部
会
の
先
輩
方

の
思
い
が
実
現
し
、
男
子
の

の
思
い
が
実
現
し
、
男
子
の

活
躍
と
合
わ
せ
た
新
た
な
歴

活
躍
と
合
わ
せ
た
新
た
な
歴

史
が
刻
ま
れ
、
國
學
院
大
學

史
が
刻
ま
れ
、
國
學
院
大
學

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
男
女
と

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
男
女
と

平
成
二
十
九
年
愛
媛
国
体
で
第
２
位
と
活
躍
し
た

平
成
二
十
九
年
愛
媛
国
体
で
第
２
位
と
活
躍
し
た

主
将
：
井
上
太
晴
選
手
（
健
体
３
年
）

主
将
：
井
上
太
晴
選
手
（
健
体
３
年
）

は
、
健
康
体
育
学
科
２
年
の

は
、
健
康
体
育
学
科
２
年
の

島
田
隆
志
郎
（

島
田
隆
志
郎
（
7373
㎏
級
）
が

㎏
級
）
が

第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
声
援
が
選
手
の
力

皆
様
の
ご
声
援
が
選
手
の
力

に
な
り
ま
し
た
。

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
チ
ー
ム
は
、
他

　

今
年
の
新
チ
ー
ム
は
、
他

大
学
と
比
べ
ま
し
て
も
比
較

大
学
と
比
べ
ま
し
て
も
比
較

的
体
格
が
小
さ
く
、
小
兵
軍

的
体
格
が
小
さ
く
、
小
兵
軍

団
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

団
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

体
格
に
負
け
な
い
強
い
気
持

体
格
に
負
け
な
い
強
い
気
持

ち
を
持
っ
た
選
手
ば
か
り
で

ち
を
持
っ
た
選
手
ば
か
り
で

す
。
他
大
学
と
体
格
で
劣
る

す
。
他
大
学
と
体
格
で
劣
る

分
、
ど
こ
よ
り
も
追
い
込
ん

分
、
ど
こ
よ
り
も
追
い
込
ん

だ
稽
古
を
し
、
例
年
以
上
の

だ
稽
古
を
し
、
例
年
以
上
の

結
果
が
残
せ
る
よ
う
に
指
導

結
果
が
残
せ
る
よ
う
に
指
導

陣
と
共
に
努
力
し
て
参
り
た

陣
と
共
に
努
力
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

　

院
友
の
皆
様
方
の
ご
期
待

　

院
友
の
皆
様
方
の
ご
期
待

に
お
応
え
で
き
ま
す
よ
う
団

に
お
応
え
で
き
ま
す
よ
う
団

体
・
個
人
と
も
に
日
本
一
を

体
・
個
人
と
も
に
日
本
一
を

目
指
す
と
と
も
に
、
常
に

目
指
す
と
と
も
に
、
常
に

「
初
心
」
の
心
を
持
ち
、
支

「
初
心
」
の
心
を
持
ち
、
支

え
て
く
だ
さ
る
皆
様
へ
の
感

え
て
く
だ
さ
る
皆
様
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
廣

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
廣

井
総
監
督
、
坂
本
監
督
、
島

井
総
監
督
、
坂
本
監
督
、
島

村
助
監
督
、
川
上
コ
ー
チ
の

村
助
監
督
、
川
上
コ
ー
チ
の

ご
指
導
の
下
、
精
進
し
て
参

ご
指
導
の
下
、
精
進
し
て
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
温
か
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
温
か
い

ご
支
援
ご
声
援
、
宜
し
く
お

ご
支
援
ご
声
援
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

主
務

　

横
山
晋
太
郎（
神
文
４
年
）記

ス
キ
ー
部

臥
薪
嘗
胆

　

院
友
の
皆
様
、あ
け
ま
し
て

院
友
の
皆
様
、あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ

の
度
は
、学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振

の
度
は
、学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
資
金
に
よ
る
ご
支
援
を
た

興
資
金
に
よ
る
ご
支
援
を
た

ま
わ
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

ま
わ
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、平

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、平

素
か
ら
温
か
い
ご
声
援
を
頂

素
か
ら
温
か
い
ご
声
援
を
頂

き
大
変
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

き
大
変
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ス
キ
ー
部
は
、
い
よ
い
よ

　

ス
キ
ー
部
は
、
い
よ
い
よ

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
シ
ー
ズ
ン
１
部
か
ら
２
部

昨
シ
ー
ズ
ン
１
部
か
ら
２
部

へ
降
格
し
た
悔
し
さ
を
部
員

へ
降
格
し
た
悔
し
さ
を
部
員

一
同
か
み
し
め
、
現
在
そ
れ

一
同
か
み
し
め
、
現
在
そ
れ

ぞ
れ
の
合
宿
地
で
ト
レ
ー
ニ

ぞ
れ
の
合
宿
地
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
３
年
生

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
３
年
生

ア
ル
ペ
ン
チ
ー
フ
の
小
嶋
寛

ア
ル
ペ
ン
チ
ー
フ
の
小
嶋
寛

太
（
法
律
３
年
）
が
十
月
の

太
（
法
律
３
年
）
が
十
月
の

中
旬
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
海
外

中
旬
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
海
外

遠
征
に
早
々
に
出
発
、
帰
国

遠
征
に
早
々
に
出
発
、
帰
国

後
す
ぐ
に
中
国
へ
再
度
遠
征

後
す
ぐ
に
中
国
へ
再
度
遠
征

に
行
く
な
ど
、
積
極
的
に
練

に
行
く
な
ど
、
積
極
的
に
練

習
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

習
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
昨
年
、
全
日
本
ス
ピ
ー

す
。
昨
年
、
全
日
本
ス
ピ
ー

ド
系
大
会
で
９
位
に
入
る
な

ド
系
大
会
で
９
位
に
入
る
な

ど
年
々
実
力
を
つ
け
て
き
て

ど
年
々
実
力
を
つ
け
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
十
分
期
待
が

い
ま
す
の
で
、
十
分
期
待
が

秋
季
リ
ー
グ
戦
時
の
小
島
（
右
）・
長
尾
組
（
左
）

秋
季
リ
ー
グ
戦
時
の
小
島
（
右
）・
長
尾
組
（
左
）

卓
球
部

飛
躍
の
年
に

　

院
友
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

　

院
友
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
日
頃
よ
り
暖
か
い
ご
声

す
。
日
頃
よ
り
暖
か
い
ご
声

援
と
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

援
と
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

資
金
に
よ
る
ご
支
援
を
た
ま

資
金
に
よ
る
ご
支
援
を
た
ま

わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
秋
季
関
東
学
生
リ

　

昨
年
の
秋
季
関
東
学
生
リ

ー
グ
戦
で
は
、
男
子
は
格
下

ー
グ
戦
で
は
、
男
子
は
格
下

へ
の
敗
戦
が
響
き
２
部
３

へ
の
敗
戦
が
響
き
２
部
３

位
、
女
子
は
苦
し
い
戦
い
が

位
、
女
子
は
苦
し
い
戦
い
が

続
く
な
か
、
２
部
優
勝
に
一

続
く
な
か
、
２
部
優
勝
に
一

歩
及
ば
ず
２
部
２
位
と
な
り

歩
及
ば
ず
２
部
２
位
と
な
り

ま
し
た
。
決
死
の
覚
悟
で
挑

ま
し
た
。
決
死
の
覚
悟
で
挑

ん
だ
入
替
戦
で
は
淑
徳
大
学

ん
だ
入
替
戦
で
は
淑
徳
大
学

を
相
手
に
１
番
の
鹿
股
ま
り

を
相
手
に
１
番
の
鹿
股
ま
り

な
（
神
文
１
年
）
が
流
れ
を

な
（
神
文
１
年
）
が
流
れ
を

作
り
、
勢
い
そ
の
ま
ま
に
６

作
り
、
勢
い
そ
の
ま
ま
に
６

番
の
主
将
・
松
本
理
沙
（
日

番
の
主
将
・
松
本
理
沙
（
日

文
４
年
）
ま
で
回
り
、
勝
利

文
４
年
）
ま
で
回
り
、
勝
利

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

直
近
で
は
、
一
月
十
五
日

　

直
近
で
は
、
一
月
十
五
日

か
ら
全
日
本
卓
球
選
手
権
大

か
ら
全
日
本
卓
球
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
、
本
学
卓
球

会
が
開
催
さ
れ
、
本
学
卓
球

部
か
ら
も
各
都
道
府
県
の
厳

部
か
ら
も
各
都
道
府
県
の
厳

し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
十

し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
十

一
名
が
出
場
し
ま
す
。
中
で

一
名
が
出
場
し
ま
す
。
中
で

も
、
小
島
悠
夏
（
初
教
３

も
、
小
島
悠
夏
（
初
教
３

年
）
と
長
尾
真
由
（
経
ネ
３

年
）
と
長
尾
真
由
（
経
ネ
３

年
）
は
シ
ン
グ
ル
ス
、
女
子

年
）
は
シ
ン
グ
ル
ス
、
女
子

ダ
ブ
ル
ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス

ダ
ブ
ル
ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス

の
三
種
目
に
出
場
し
ま
す
。

の
三
種
目
に
出
場
し
ま
す
。

そ
の
他
の
出
場
者
も
全
国
大

そ
の
他
の
出
場
者
も
全
国
大

会
で
ど
こ
ま
で
勝
ち
上
が
れ

会
で
ど
こ
ま
で
勝
ち
上
が
れ

る
の
か
、
春
季
リ
ー
グ
戦
に

る
の
か
、
春
季
リ
ー
グ
戦
に

向
け
て
良
い
経
験
に
な
る
こ

向
け
て
良
い
経
験
に
な
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

と
と
思
い
ま
す
。

　

春
季
関
東
学
生
リ
ー
グ
戦

　

春
季
関
東
学
生
リ
ー
グ
戦

で
は
男
子
は
２
部
、
女
子
は

で
は
男
子
は
２
部
、
女
子
は

１
部
で
戦
い
ま
す
。
秋
季
リ

１
部
で
戦
い
ま
す
。
秋
季
リ

ー
グ
戦
で
の
敗
戦
、
入
替
戦

ー
グ
戦
で
の
敗
戦
、
入
替
戦

で
の
勝
利
か
ら
学
び
得
た
こ

で
の
勝
利
か
ら
学
び
得
た
こ

と
を
忘
れ
ず
、
男
子
は
２
部

と
を
忘
れ
ず
、
男
子
は
２
部

優
勝
、
女
子
は
１
部
上
位
入

優
勝
、
女
子
は
１
部
上
位
入

賞
を
目
標
に
日
々
努
力
を
重

賞
を
目
標
に
日
々
努
力
を
重

ね
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も

ね
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
声
援
を

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
声
援
を

た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

主
務

　
　

笹
原
竜
太（
経
ネ
3
年
）記

出
来
る
選
手
だ
と
思
い
ま

出
来
る
選
手
だ
と
思
い
ま

す
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
チ
ー
ム

す
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
チ
ー
ム

は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
塩
島
槙

は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
塩
島
槙

人
（
健
体
４
年
）
が
ス
ペ
シ

人
（
健
体
４
年
）
が
ス
ペ
シ

ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
、
コ
ン
バ
イ

ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
、
コ
ン
バ
イ

ン
ド
と
２
冠
を
取
る
べ
く
奮

ン
ド
と
２
冠
を
取
る
べ
く
奮

闘
中
で
す
。

闘
中
で
す
。

　

第
9191
回
全
日

回
全
日

本
学
生
ス
キ
ー

本
学
生
ス
キ
ー

選
手
権
大
会

選
手
権
大
会

は
、
二
月
二
十

は
、
二
月
二
十

八
日
か
ら
三
月

八
日
か
ら
三
月

五
日
ま
で
の
六

五
日
ま
で
の
六

日
間
、
長
野
県

日
間
、
長
野
県

野
沢
温
泉
村
に

野
沢
温
泉
村
に

て
開
催
さ
れ
ま

て
開
催
さ
れ
ま

す
。部
員
一
同
、

す
。部
員
一
同
、

も
チ
ー
ム
の
強
固
な
土
台
が

も
チ
ー
ム
の
強
固
な
土
台
が

固
ま
り
ま
し
た
。

固
ま
り
ま
し
た
。

　

間
も
な
く
新
シ
ー
ズ
ン
が

　

間
も
な
く
新
シ
ー
ズ
ン
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
平
成

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
平
成

三
十
年
度
は
こ
れ
ま
で
積
み

三
十
年
度
は
こ
れ
ま
で
積
み

上
げ
て
き
た
競
技
力
を
さ
ら

上
げ
て
き
た
競
技
力
を
さ
ら

に
磨
き
、
イ
ン
カ
レ
、
東
日

に
磨
き
、
イ
ン
カ
レ
、
東
日

本
大
会
、
関
東
リ
ー
グ
等
各

本
大
会
、
関
東
リ
ー
グ
等
各

大
会
で
の
上
位
進
出
を
目
標

大
会
で
の
上
位
進
出
を
目
標

に
掲
げ
ま
す
。
粘
り
あ
る
、

に
掲
げ
ま
す
。
粘
り
あ
る
、

ガ
マ
ン
強
く
、
勝
負
強
い
選

ガ
マ
ン
強
く
、
勝
負
強
い
選

手
を
育
成
し
、
監
督
、
コ
ー

手
を
育
成
し
、
監
督
、
コ
ー

チ
、
学
生
が
チ
ー
ム
一
丸
と

チ
、
学
生
が
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
「
國
學
院
」
の
名
を

な
っ
て
「
國
學
院
」
の
名
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
各
大
会
に

高
め
ら
れ
る
よ
う
各
大
会
に

臨
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

臨
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

皆
様
に
は
、
今
後
も
ご
指

　

皆
様
に
は
、
今
後
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お

導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

監
督　

小
杉
誠（
86
法
）記

　平成29年10月26日（木）、グランドプリンスホテ
ル新高輪で行われた「プロ野球ドラフト会議」。硬式
野球部の山﨑剛（やまさき・つよし／経営４年：内野
手）君が、東北楽天ゴールデンイーグルスから３巡目
で指名された。同チームには院友の嶋基宏捕手（115
史／背番号37）、聖澤諒外野手（116経／背番号
23）が在籍している。
　山崎君は宮崎県の日章学園高校出身。東都リーグで
は２年生春季リーグ戦時に首位打者を獲得。昨秋リー
グ戦中には、東都大学野球連盟史上24人目となる
100本安打を達成した。

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
山
﨑
君
（
右
）　

左
は
鳥
山
監
督

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
山
﨑
君
（
右
）　

左
は
鳥
山
監
督

 

（
写
真
提
供
・
國
學
院
大
學
広
報
課
）

４
年
キ
ャ
プ
テ
ン
の
塩
島
槙
人
選
手

４
年
キ
ャ
プ
テ
ン
の
塩
島
槙
人
選
手

こ
の
イ
ン
カ
レ
に
向
け
現
在

こ
の
イ
ン
カ
レ
に
向
け
現
在

奮
闘
中
で
す
。

奮
闘
中
で
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
支

今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
支

援
、
ご
声
援
の
ほ
ど
宜
し
く

援
、
ご
声
援
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

監
督　

坂
入
択
司（
89
哲
）記

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
か
ら
３
巡
目
指
名

プ
ロ
野
球 

ド
ラ
フ
ト
会
議

硬
式
野
球
部　

山
﨑
君
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平成30年　御創建1250年平成三十年 御創建二千五十年

おみくじの（有）女子道社

（二所山田神社　宮司）
（103期神道学専攻科）

社　主社　主　宮本　史胤宮本　史胤

山口県周南市大字鹿野上2898

平　安　神　宮
宮宮司代務者　本多本多　和夫和夫
〒606-8341　京都市左京区岡崎西天王寺

電　話　075-761-0221

吉　田　神　社
宮宮　司　澤井　隆男
〒606-8311　京都市左京区
　　　　　　　吉田神楽岡町30
電　話　075-771-3788
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新春 箱根駅伝出場！　ご声援をお願いします。

鵜　戸　神　宮
宮宮　司　本部　雅裕本部　雅裕

〒887-0101　宮崎県日南市大字宮浦3232
電　話　0987-29-1001

協立管理株式会社

東京都中央区銀座8丁目10番5号
電　話　03-5537-7521（代）

〒104-0061

広告を募集しています

あけましておめでとうございます。

詳細は事務局までお問い合わせください

株式会社  産経新聞制作
代表取締役　遠藤　一夫代表取締役　遠藤　一夫

〒10000-8077　東京都千代田区大手8077　東京都千代田区大手町1-7-21-7-2

電　話　03-3243-8337電　話　03-3243-8337
ＦＡＸ　03-3278-5760ＦＡＸ　03-3278-5760

　本会では、結婚される院友の方々へ祝電をお贈りしております。
　ぜひご利用ください。

祝電サービス実施中！

①申込者のお名前（ふりがな付き）、ご住所、電話番号、卒業期　②結婚される方
のお名前（ふりがな付き）、ご住所、電話番号、卒業期　※院友のご家族の場合は
続柄（一親等以内）　③結婚式の日時　④お届け先（〒、住所、電話番号、会場名
／ふりがな付き）　⑤新居の住所、電話番号
　以上を正確に明記の上、ハガキ、FAXまたはメールで一週間前までにお申し込
みください。

お申し込み方法

お申し込み先
國學院大學院友会　〒150-0011　東京都渋谷区東４-12-８
TEL 03-3400-7781　FAX 03-3400-7996　電報サービス係宛
メールアドレス：inyuukai@kokugakuin.or.jp
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る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
当
に
ご
縁
と
は
不
思
議

　

本
当
に
ご
縁
と
は
不
思
議

な
も
の
で
、
あ
る
出
会
い
か

な
も
の
で
、
あ
る
出
会
い
か

ら
先
の
言
葉
を
頂
き
、
曲
を

ら
先
の
言
葉
を
頂
き
、
曲
を

作
り
、
詩
を
書
き
、
ラ
イ
ブ

作
り
、
詩
を
書
き
、
ラ
イ
ブ

活
動
を
始
め
、
ア
ル
バ
ム
と

活
動
を
始
め
、
ア
ル
バ
ム
と

し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り

し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

生
き
て
い
る
以
上
は
、
こ

　

生
き
て
い
る
以
上
は
、
こ

の
生
か
さ
れ
る
ま
ま
を
感
動

の
生
か
さ
れ
る
ま
ま
を
感
動

し
た
い
。
そ
し
て
感
動
は
一

し
た
い
。
そ
し
て
感
動
は
一

人
で
も
多
く
の
方
と
共
有
し

人
で
も
多
く
の
方
と
共
有
し

た
い
。
常
日
頃
、
こ
ん
な
思

た
い
。
常
日
頃
、
こ
ん
な
思

い
で
い
ま
す
。

い
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ

　

現
在
は
、
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ

オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し

オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し

て
週
一
回
の
生
放
送
の
番
組

て
週
一
回
の
生
放
送
の
番
組

で
、
音
楽
や
お
し
ゃ
べ
り
を

で
、
音
楽
や
お
し
ゃ
べ
り
を

通
し
て
ご
縁
が
繋
が
っ
て
い

通
し
て
ご
縁
が
繋
が
っ
て
い

く
の
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

く
の
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

地
球
の
裏
側
か
ら
も
メ
ッ
セ

地
球
の
裏
側
か
ら
も
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
受
け
取
れ
る
時
代
で

ー
ジ
が
受
け
取
れ
る
時
代
で

す
か
ら
、
気
持
ち
が
通
い
合

す
か
ら
、
気
持
ち
が
通
い
合

え
る
輪
を
広
げ
て
い
け
た

え
る
輪
を
広
げ
て
い
け
た

ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

前
川
真
喜
子（
99
哲
／
ボ

ー
カ
リ
ス
ト・
ラ
ジ
オ
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）記

大
先
輩

掛
場
直
勝
副
支
部
長

　

北
多
摩
支
部
の
副
支
部
長

　

北
多
摩
支
部
の
副
支
部
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
掛

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
掛

場
直
勝
氏
（
か
け
ば
・
な
お

場
直
勝
氏
（
か
け
ば
・
な
お

か
つ
／

か
つ
／
7373
政
）
と
、
さ
ら
に

政
）
と
、
さ
ら
に

長
年
取
り
扱
い
を
さ
れ
て
い

長
年
取
り
扱
い
を
さ
れ
て
い

る
書
道
用
品
の
紹
介
を
さ
せ

る
書
道
用
品
の
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掛
場
副
支
部
長
は
、
今
年

　

掛
場
副
支
部
長
は
、
今
年

で
北
多
摩
支
部
の
副
支
部
長

で
北
多
摩
支
部
の
副
支
部
長

を
3030
年
以
上
も
務
め
て
頂
い

年
以
上
も
務
め
て
頂
い

て
い
る
大
ベ
テ
ラ
ン
の
先
輩

て
い
る
大
ベ
テ
ラ
ン
の
先
輩

で
、
会
の
発
展
の
た
め
に
大

で
、
会
の
発
展
の
た
め
に
大

変
な
ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り

変
な
ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り

県
内
初
の
公
立
大
学

学
長
に
就
任
！

　

今
回
は
、
母
校
卒
業
後
、

　

今
回
は
、
母
校
卒
業
後
、

働
き
な
が
ら
大
学
院
で
社
会

働
き
な
が
ら
大
学
院
で
社
会

福
祉
学
博
士
課
程
修
了
。

福
祉
学
博
士
課
程
修
了
。

「
前
へ
」、
そ
し
て
「
節
か

「
前
へ
」、
そ
し
て
「
節
か

ら
芽
を
出
す
」
を
自
身
の
モ

ら
芽
を
出
す
」
を
自
身
の
モ

ッ
ト
ー
に
現
在
、
上
田
市
の

ッ
ト
ー
に
現
在
、
上
田
市
の

長
野
大
学
学
長
に
就
か
れ
た

長
野
大
学
学
長
に
就
か
れ
た

中
村
英
三
先
生
か
ら
の
メ
ッ

中
村
英
三
先
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

 

佐
々
木
支
部
長・記

◆

　

本
学
は
、
昨
年
四
月
か
ら

　

本
学
は
、
昨
年
四
月
か
ら

公
立
大
学
法
人
長
野
大
学
に

公
立
大
学
法
人
長
野
大
学
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
私

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
私

が
、
学
長
を
引
き
受
け
て
か

が
、
学
長
を
引
き
受
け
て
か

ら
二
年
経
過
し
、
こ
の
間
、

ら
二
年
経
過
し
、
こ
の
間
、

多
く
の
方
々
の
お
世
話
に
な

多
く
の
方
々
の
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
初
代

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
初
代

ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト

の
前
川
さ
ん

　

『
人
を
感
動
さ
せ
る
術

　

『
人
を
感
動
さ
せ
る
術

（
ス
ベ
）
を
持
っ
て
い
る
人

（
ス
ベ
）
を
持
っ
て
い
る
人

が
、
そ
れ
を
使
わ
な
い
の
は

が
、
そ
れ
を
使
わ
な
い
の
は

罪
な
ん
で
す
よ
』

罪
な
ん
で
す
よ
』

    

こ
れ
は
数
年
前
、
あ
る
音

こ
れ
は
数
年
前
、
あ
る
音

楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
頂

楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
頂

い
た
言
葉
で
す
。

い
た
言
葉
で
す
。

      

三
番
目
の
子
を
産
む
こ
と

三
番
目
の
子
を
産
む
こ
と

で
、
そ
れ
ま
で
の
歌
の
活
動

で
、
そ
れ
ま
で
の
歌
の
活
動

か
ら
離
れ
「
子
育
て
」
に
専

か
ら
離
れ
「
子
育
て
」
に
専

念
す
る
こ
と
に
な

念
す
る
こ
と
に
な

り
、
も
う
人
前
で

り
、
も
う
人
前
で

歌
を
歌
う
こ
と
は

歌
を
歌
う
こ
と
は

生
涯
な
い
の
か
も

生
涯
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
…
と
思

し
れ
な
い
…
と
思

っ
て
お
り
ま
し

っ
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
四
番

た
。
し
か
し
四
番

目
の
子
を
産
ん
で

目
の
子
を
産
ん
で

か
ら
し
ば
ら
く
し

か
ら
し
ば
ら
く
し

て
、
ジ
ャ
ズ
の
セ

て
、
ジ
ャ
ズ
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
参
加

ッ
シ
ョ
ン
に
参
加

し
た
こ
と
が
き
っ

し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
ま
た
歌

か
け
で
、
ま
た
歌

の
活
動
を
再
開
す

の
活
動
を
再
開
す

街
を
盛
り
上
げ
て

い
け
れ
ば
い
い
な

　

大
学
卒
業
後
、
東
京
の
赤

　

大
学
卒
業
後
、
東
京
の
赤

坂
に
鎮
座
す
る
氷
川
神
社
に

坂
に
鎮
座
す
る
氷
川
神
社
に

奉
職
し
ま
し
た
。
宮
司
さ
ん

奉
職
し
ま
し
た
。
宮
司
さ
ん

と
禰
宜
さ
ん
と
お
二
人
で
お

と
禰
宜
さ
ん
と
お
二
人
で
お

勤
め
さ
れ
て
い
た
中
に
、
新

勤
め
さ
れ
て
い
た
中
に
、
新

卒
の
私
が
入
り
ま
し
た
の

卒
の
私
が
入
り
ま
し
た
の

で
、
右
も
左
も
分
か
ら
ず
、

で
、
右
も
左
も
分
か
ら
ず
、

か
な
り
厳
し
く
ご
指
導
頂
き

か
な
り
厳
し
く
ご
指
導
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
は
毎
年
の

ま
し
た
。
そ
の
後
は
毎
年
の

よ
う
に
後
輩
が
奉
職
し
、
忙

よ
う
に
後
輩
が
奉
職
し
、
忙

し
い
な
が
ら
も
実
り
の
あ
る

し
い
な
が
ら
も
実
り
の
あ
る

時
間
を
過
ご
し
、
神
社
の
実

時
間
を
過
ご
し
、
神
社
の
実

務
、
広
報
、
経
営
な
ど
を
習

務
、
広
報
、
経
営
な
ど
を
習

得
し
ま
し
た
。

得
し
ま
し
た
。

　

五
年
間
氷
川
神
社
で
奉
職

　

五
年
間
氷
川
神
社
で
奉
職

し
た
の
ち
、
平
成
二
十
四
年

し
た
の
ち
、
平
成
二
十
四
年

に
実
家
で
あ
り
ま
す
新
発
田

に
実
家
で
あ
り
ま
す
新
発
田

諏
訪
神
社
の
禰
宜
と
な
り
ま

諏
訪
神
社
の
禰
宜
と
な
り
ま

し
た
。
同
年
結
婚
し
、
現
在

し
た
。
同
年
結
婚
し
、
現
在

は
二
人
の
娘
と
両
親
と
家
族

は
二
人
の
娘
と
両
親
と
家
族

六
人
で
賑
や
か
に
過
ご
し
て

六
人
で
賑
や
か
に
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

    

氷
川
神
社
で
学
ば
せ
て
頂

氷
川
神
社
で
学
ば
せ
て
頂

い
た
こ
と
を
活
用
し
な
が

い
た
こ
と
を
活
用
し
な
が

ら
、
弊
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ら
、
弊
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、

広
報
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

広
報
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
お
参
り
に
い
ら
っ

す
。
ま
た
お
参
り
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
方
々
が
清
々
し
い

し
ゃ
っ
た
方
々
が
清
々
し
い

黒
羽
さ
ん
と

國
學
院
大
學
射
撃
部

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

神
奈
川
県
支
部
で
幹
事
と
し

神
奈
川
県
支
部
で
幹
事
と
し

て
長
年
活
動
頂
い
て
お
り
ま

て
長
年
活
動
頂
い
て
お
り
ま

す
黒
羽
眞
信
（
く
ろ
は
・
さ

す
黒
羽
眞
信
（
く
ろ
は
・
さ

だ
の
ぶ
／

だ
の
ぶ
／
7070
政
）
さ
ん
で

政
）
さ
ん
で

す
。
黒
羽
さ
ん
は
現
在
、
國

す
。
黒
羽
さ
ん
は
現
在
、
國

學
院
大
學
射
撃
部
の
総
監
督

學
院
大
學
射
撃
部
の
総
監
督

・
日
本
学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃

・
日
本
学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃

連
盟
の
理
事
を
務
め
ら
れ
て

連
盟
の
理
事
を
務
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

昭
和
三
十
三
年
に
大
学
へ

　

昭
和
三
十
三
年
に
大
学
へ

入
学
さ
れ
、
射
撃
を
始
め
ら

入
学
さ
れ
、
射
撃
を
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
当
時
は
部
員
数

れ
ま
し
た
。
当
時
は
部
員
数

も
十
余
名
で
、
射
撃
場
は
な

も
十
余
名
で
、
射
撃
場
は
な

く
青
空
の
下
で
練
習
を
さ
れ

く
青
空
の
下
で
練
習
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
他
に

て
い
ま
し
た
。
ま
た
他
に

◎ 

支
部
長
…
津
戸　

最

（
つ
ど
・
ま
さ
る
／
65

文
）

◎ 

事
務
局
…
府
中
市
宮
町

三

一

　

大
國
魂
神
社

　

中
分　

郁（
123
別
専
２
）

　

 

☎ 

〇
四
二

三
六
二

二
一
三
〇

◎ 

支
部
長
…
佐
々
木　

章

（
さ
さ
き
・
あ
き
ら
／
79

史
）

◎ 

事
務
局
…
長
野
市
安
茂

里
七
九
五
六

　

 

齋
藤　

英
之（
95
神
・
97

博
前
神
）

　

 

☎
〇
二
六

二
二
三

七
五
八
〇

◎ 

支
部
長
…
河
﨑　

正
幸

（
か
わ
さ
き
・
ま
さ
ゆ
き

／
87
神
）

◎ 

事
務
局
…
加
賀
市
山
中

温
泉
白
山
町
リ

二
九

　

 

山
下　

裕
嗣（
94
法
・
95

神
専
攻
）

　

 

☎ 

〇
七
六
一

七
八

〇
六
九
四

◎ 

支
部
長
…
武
田　

英
徳

（
た
け
だ
・
ひ
で
の
り
／

80
文
）

◎ 

事
務
局
…
新
発
田
市
豊

町
三

七

四
八

　

 

青
山　

洋
一（
107
文
２・

110
博
前
文
）

　

 

☎ 

〇
二
五
四

二
二

三
八
八
八

◎ 

支
部
長
…
近
藤　

正
臣

（
こ
ん
ど
う
・
ま
さ
お
み

／
76
文
）

◎ 

事
務
局
…
鎌
倉
市
雪
ノ

下
二

一

三
一

　

鶴
岡
八
幡
宮

　

軽
部　

弦（
110
日
文
）

　

 

☎ 

〇
四
六
七

二
二

〇
三
一
五

北から南か
ら

東京都北
多摩支部

長野県
支部

石川県
支部

新潟県
支部

神奈川県
支部

ま
す
。
現
在
は
調
布
市
在
住

ま
す
。
現
在
は
調
布
市
在
住

で
、
書
道
用
品
店
「
蘭
亭
か

で
、
書
道
用
品
店
「
蘭
亭
か

け
ば
商
会
」
を
経
営
さ
れ
て

け
ば
商
会
」
を
経
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
書
道
界
に
多
大
な

い
ま
す
。
書
道
界
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
お
り
、
多
く

貢
献
を
さ
れ
て
お
り
、
多
く

の
展
覧
会
を
監
修
さ
れ
、
私

の
展
覧
会
を
監
修
さ
れ
、
私

た
ち
北
多
摩
支
部
に
も
多
く

た
ち
北
多
摩
支
部
に
も
多
く

の
書
道
用
品
の
寄
付
を
い
た

の
書
道
用
品
の
寄
付
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
掛
場
副
支
部
長
は
、

　

ま
た
掛
場
副
支
部
長
は
、

中
国
の
蘇
州
・
杭
州
産
の

中
国
の
蘇
州
・
杭
州
産
の

「
筆
・
墨
・
硯
・
紙
」
を
主

「
筆
・
墨
・
硯
・
紙
」
を
主

に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

地
域
は
、
古
く
か
ら
中
国
国

地
域
は
、
古
く
か
ら
中
国
国

内
で
も
書
が
盛
ん
な
地
域

内
で
も
書
が
盛
ん
な
地
域

で
、
多
く
の
故
事
成
語
が
生

で
、
多
く
の
故
事
成
語
が
生

ま
れ
た
文
化
的
な
地
域
で
も

ま
れ
た
文
化
的
な
地
域
で
も

あ
り
ま
し
た
。
伝
統
的
な
品

あ
り
ま
し
た
。
伝
統
的
な
品

の
た
め
、
高
品
質
で
使
い
手

の
た
め
、
高
品
質
で
使
い
手

の
気
持
ち
を
高
ぶ
ら
せ
る
よ

の
気
持
ち
を
高
ぶ
ら
せ
る
よ

う
な
品
と
な
っ
て
お
り
ま

う
な
品
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
書
道
用
品
の
他
に
も
、

す
。
書
道
用
品
の
他
に
も
、

絵
や
現
代
書
画
の
取
り
扱
い

絵
や
現
代
書
画
の
取
り
扱
い

も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
品
物
の
ご
注
文
や
問

　

な
お
品
物
の
ご
注
文
や
問

い
合
わ
せ
に
関
し
ま
し
て

い
合
わ
せ
に
関
し
ま
し
て

は
、
連
絡
先
も
し
く
は
住
所

は
、
連
絡
先
も
し
く
は
住
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

買
取
や
各
種
相
談
等
も
承
っ

買
取
や
各
種
相
談
等
も
承
っ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

 

◆ 

蘭
亭
か
け
ば
商
会 

東
京
都
調
布
市
深
大
寺
元

町
一

二

七

　

 

☎ 

〇
四
二

四
八
五

三
六
三
八

 

前
田
典
文（
124
神
専
攻
／

大
國
魂
神
社
奉
職
）記

学生時代の仲間たちと学生時代の仲間たちと

学生時代の黒羽さん学生時代の黒羽さん

感動を共有したい、そんな気持ちで歌う前川さん感動を共有したい、そんな気持ちで歌う前川さん

近代的な長野大学の校舎近代的な長野大学の校舎

も
、
経
済
学
研
究
会
や
自
治

も
、
経
済
学
研
究
会
や
自
治

会
委
員
に
所
属
し
、
劇
団

会
委
員
に
所
属
し
、
劇
団

「
東
俳
」
に
通
い
演
劇
の
勉

「
東
俳
」
に
通
い
演
劇
の
勉

強
に
も
打
ち
込
ま
れ
て
い
ま

強
に
も
打
ち
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
役

し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
役

責
を
務
め
ら
れ
、
東
大
を
始

責
を
務
め
ら
れ
、
東
大
を
始

め
加
盟
校
の
拡
大
や
高
校
射

め
加
盟
校
の
拡
大
や
高
校
射

撃
部
の
創
設
の
た
め
尽
力
さ

撃
部
の
創
設
の
た
め
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
一
方
、
部
員
の

れ
ま
し
た
。
一
方
、
部
員
の

拡
大
や
銃
購
入
の
た
め
に
先

拡
大
や
銃
購
入
の
た
め
に
先

輩
の
も
と
を
訪
れ
、
寄
付
金

輩
の
も
と
を
訪
れ
、
寄
付
金

集
め
に
も
奔
走
さ
れ
ま
し

集
め
に
も
奔
走
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
合
宿
に
は
、
部
員

た
。
ま
た
合
宿
に
は
、
部
員

の
出
費
を
少
な
く
す
る
た

の
出
費
を
少
な
く
す
る
た

め
、
春
夏
休
み
に
は
ア
ル
バ

め
、
春
夏
休
み
に
は
ア
ル
バ

イ
ト
で
お
金
を
貯
め
、
郡
山

イ
ト
で
お
金
を
貯
め
、
郡
山

自
衛
隊
や
富
士
学
校
に
お
願

自
衛
隊
や
富
士
学
校
に
お
願

い
し
、
一
週
間
の
経
験
入
隊

い
し
、
一
週
間
の
経
験
入
隊

を
さ
れ
る
と
い
っ
た
苦
労
も

を
さ
れ
る
と
い
っ
た
苦
労
も

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方

で
、
全
日
本
選
手
権
や
秋
田

で
、
全
日
本
選
手
権
や
秋
田

国
体
に
も
出
場
さ
れ
、
全
日

国
体
に
も
出
場
さ
れ
、
全
日

本
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
最
高
十

本
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
最
高
十

七
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成

七
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成

績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
俳
優
を
夢
み
て
、
松
竹

た
、
俳
優
を
夢
み
て
、
松
竹

映
画
に
三
本
出
演
さ
れ
た
そ

映
画
に
三
本
出
演
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

う
で
す
。

　

優
し
そ
う
な
見
た
目
か
ら

　

優
し
そ
う
な
見
た
目
か
ら

は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
と

は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
と

て
も
活
動
的
で
、
様
々
な
苦

て
も
活
動
的
で
、
様
々
な
苦

労
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
の
だ

労
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
大
学
か
ら

と
感
じ
ま
し
た
。
大
学
か
ら

射
撃
を
始
め
ら
れ
、
全
日
本

射
撃
を
始
め
ら
れ
、
全
日
本

選
手
権
や
国
体
に
出
場
さ
れ

選
手
権
や
国
体
に
出
場
さ
れ

る
ま
で
、
多
く
の
努
力
を
さ

る
ま
で
、
多
く
の
努
力
を
さ

れ
て
き
た
こ
と
か
と
思
い
ま

れ
て
き
た
こ
と
か
と
思
い
ま

す
。
す
。

　

黒
羽
さ
ん
と
國
學
院
大
學

　

黒
羽
さ
ん
と
國
學
院
大
學

射
撃
部
の
、
今
後
の
益
々
の

射
撃
部
の
、
今
後
の
益
々
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
す
。

阿
蘇
大
祐
（
116
神
文
／

支
部
事
務
局
）
記

学
長
と
し
て
就
任
さ
せ

学
長
と
し
て
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

目
指
す
こ
と
は
、「
地

目
指
す
こ
と
は
、「
地

域
に
愛
さ
れ
る
大
学
」

域
に
愛
さ
れ
る
大
学
」

で
す
。

で
す
。

　

今
も
こ
の
言
葉
を
大

　

今
も
こ
の
言
葉
を
大

事
に
し
、
肝
に
銘
じ
て

事
に
し
、
肝
に
銘
じ
て

お
り
ま
す
。
社
会
の
広

お
り
ま
す
。
社
会
の
広

い
分
野
で
活
躍
す
る

い
分
野
で
活
躍
す
る

「
教
養
あ
る
職
業
人
」

「
教
養
あ
る
職
業
人
」

を
育
成
し
、
地
域
社
会

を
育
成
し
、
地
域
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
公
立
大
学
法
人
長
野

ら
は
、
公
立
大
学
法
人
長
野

大
学
と
し
て
の
歩
み
と
な
り

大
学
と
し
て
の
歩
み
と
な
り

ま
す
が
、
今
ま
で
の
私
学
と

ま
す
が
、
今
ま
で
の
私
学
と

は
異
な
り
様
々
な
面
で
厳
し

は
異
な
り
様
々
な
面
で
厳
し

い
視
点
で
地
域
の
方
々
に
注

い
視
点
で
地
域
の
方
々
に
注

目
さ
れ
る
中
で
、
全
て
が
市

目
さ
れ
る
中
で
、
全
て
が
市

民
目
線
、
地
域
目
線
で
あ
る

民
目
線
、
地
域
目
線
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
地
域
と
共

こ
と
を
自
覚
し
、
地
域
と
共

に
歩
ん
だ
大
学
だ
か
ら
こ
そ

に
歩
ん
だ
大
学
だ
か
ら
こ
そ

公
立
化
の
期
待
に
応
え
る
こ

公
立
化
の
期
待
に
応
え
る
こ

と
は
厳
し
く
大
変
な
こ
と
だ

と
は
厳
し
く
大
変
な
こ
と
だ

と
、
我
々
の
胸
に
刻
ん
で
公

と
、
我
々
の
胸
に
刻
ん
で
公

立
大
学
と
し
て
の
使
命
を
果

立
大
学
と
し
て
の
使
命
を
果

た
し
て
ゆ
く
覚
悟
で
ご
ざ
い

た
し
て
ゆ
く
覚
悟
で
ご
ざ
い

気
持
ち
に
な
る
よ
う
、
日
々

気
持
ち
に
な
る
よ
う
、
日
々

の
掃
除
も
積
極
的
に
取
り
組

の
掃
除
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
各
種
青
年
団
体
に
所

　

ま
た
各
種
青
年
団
体
に
所

属
し
、
同
業
異
業
か
か
わ
ら

属
し
、
同
業
異
業
か
か
わ
ら

ず
幅
広
く
交
流
を
深
め
て
い

ず
幅
広
く
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

実
際
に
地
元
で
生
活
、
仕

　

実
際
に
地
元
で
生
活
、
仕

事
を
し
て
い
ま
す
と
、
若
い

事
を
し
て
い
ま
す
と
、
若
い

人
を
含
め
多
く
の
方
が
、
自

人
を
含
め
多
く
の
方
が
、
自

ら
の
仕
事
に
一
生
懸
命
に
取

ら
の
仕
事
に
一
生
懸
命
に
取

り
組
み
、
そ
し
て
新
発
田
を

り
組
み
、
そ
し
て
新
発
田
を

良
く
し
よ
う
と
活
動
さ
れ
て

良
く
し
よ
う
と
活
動
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま

い
る
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま

し
た
。
私
も
こ
の
諏
訪
神
社

し
た
。
私
も
こ
の
諏
訪
神
社

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
新

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
新

発
田
を
盛
り
上
げ
て
い
く
と

発
田
を
盛
り
上
げ
て
い
く
と

い
う
気
概
を
持
ち
、
活
動
し

い
う
気
概
を
持
ち
、
活
動
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
す
。

 

◆ 

新
発
田
諏
訪
神
社 

新
発
田
市
諏
訪
町
一

八

九

　

 

☎ 

〇
二
五
四

二
二

二
三
三
九

　

 http://osuw
asam

a.
jp/

　
Ｊ
Ｒ
新
発
田
駅
下
車
徒
歩
５
分

  

畠
山
邦
洋
（
115
神
文
）
記

畠山　邦洋さん畠山　邦洋さん

掛場　直勝さん掛場　直勝さん

中村　英三さん中村　英三さん

ま
す
。
地
域
に
向
け
た
本
学

ま
す
。
地
域
に
向
け
た
本
学

か
ら
の
発
信
を
し
ま
す
。

か
ら
の
発
信
を
し
ま
す
。

１
地
域
に
開
か
れ
た
大
学

１
地
域
に
開
か
れ
た
大
学

２
地
域
に
愛
さ
れ
る
大
学

２
地
域
に
愛
さ
れ
る
大
学

３
地
域
の
力
に
な
る
大
学

３
地
域
の
力
に
な
る
大
学

４
地
域
が
誇
れ
る
大
学

４
地
域
が
誇
れ
る
大
学

 

◆ 

長
野
大
学 

上
田
市
下
之
郷
六
五
八

一

　

 

☎ 

〇
二
六
八

三
九

〇
〇
〇
一

　

 http://w
w
w
.nagano.

ac.jp
 

中
村
英
三（
83
法
２
／

長
野
大
学
学
長
）記

青
木
一
男

校

長

國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学
校

國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学
校

青
木
一
男

校

長

國
學
院
大
學
栃
木
中
学
校

國
學
院
大
學
栃
木
中
学
校

栗
原
和
子

園

長

國
學
院
大
學
栃
木
二
杉
幼
稚
園

國
學
院
大
學
栃
木
二
杉
幼
稚
園

学
校
法
人

学
校
法
人
國
學
院
大
學
栃
木
学
園

國
學
院
大
學
栃
木
学
園

〒
３
２
８

－８
５
８
８

栃
木
市
平
井
町
六
○
八

電
話　
○
二
八
二

－

二
二

－

五
五
一
一

木
村
好
成

理

事

長

小
藤
●
清

事
務
局
長

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

中
村
幸
弘

学

長

林
田
孝
和

副

学

長

木
村
好
成

学

監

酒
寄
雅
志

日
本
文
化
学
科
長

後
藤
正
人

人
間
教
育
学
科
長

謹　賀　新　年
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に
値
し
ま
す
。
本
支
部
は
総

に
値
し
ま
す
。
本
支
部
は
総

会
以
外
に
も
東
都
大
学
野
球

会
以
外
に
も
東
都
大
学
野
球

観
戦
、
大
学
訪
問
、
新
年
会

観
戦
、
大
学
訪
問
、
新
年
会

の
列
席
、
ま
た
箱
根
駅
伝
の

の
列
席
、
ま
た
箱
根
駅
伝
の

応
援
さ
ら
に
は
教
職
部
会
の

応
援
さ
ら
に
は
教
職
部
会
の

サ
ポ
ー
ト
等
多
岐
に
わ
た
る

サ
ポ
ー
ト
等
多
岐
に
わ
た
る

業
務
が
あ
り
ま
す
が
、
恐
ら

業
務
が
あ
り
ま
す
が
、
恐
ら

く
民
間
体
験
で
身
に
付
い
た

く
民
間
体
験
で
身
に
付
い
た

こ
と
が
そ
の
ま
ま
発
揮
さ
れ

こ
と
が
そ
の
ま
ま
発
揮
さ
れ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
打
合
せ
を
終
え
て

　

そ
ん
な
打
合
せ
を
終
え
て

か
ら
二
人
で
行
く
夜
の
三
島

か
ら
二
人
で
行
く
夜
の
三
島

の
街
の
訪
問
で
は
、
酔
う
に

の
街
の
訪
問
で
は
、
酔
う
に

つ
け
益
々
会
話
が
弾
み
、
そ

つ
け
益
々
会
話
が
弾
み
、
そ

れ
が
活
力
源
に
も
な
っ
て
い

れ
が
活
力
源
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

今
後
、
神
職
と
し
て
さ
ら

　

今
後
、
神
職
と
し
て
さ
ら

に
精
進
さ
れ
て
院
友
と
し
て

に
精
進
さ
れ
て
院
友
と
し
て

飛
躍
な
さ
る
こ
と
を
期
待
し

飛
躍
な
さ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

秋
津
温（
85
文・静
岡
県
立

沼
津
西
高
等
学
校
）記

充
実
し
た
支
部
活
動
を

め
ざ
し
て

　

今
年
の
支
部
紹
介
は
平
素

　

今
年
の
支
部
紹
介
は
平
素

こ
の
活
動
の
縁
の
下
の
力
持

こ
の
活
動
の
縁
の
下
の
力
持

ち
、
い
や
実
質
的
中
心
と
し

ち
、
い
や
実
質
的
中
心
と
し

て
事
務
局
を
推
進
し
て
く
れ

て
事
務
局
を
推
進
し
て
く
れ

て
い
る
鈴
木
成
年
さ
ん
を
取

て
い
る
鈴
木
成
年
さ
ん
を
取

り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
す
。

　

彼
は
三
嶋
大
社
に
奉
職
し

　

彼
は
三
嶋
大
社
に
奉
職
し

て
十
年
の
神
職
で
す
が
、
元

て
十
年
の
神
職
で
す
が
、
元

々
は
神
奈
川
西
部
で
育
ち
、

々
は
神
奈
川
西
部
で
育
ち
、

現
在
相
模
原
日
々
神
社
の
宮

現
在
相
模
原
日
々
神
社
の
宮

司
で
あ
る
父
親
の
影
響
を
う

司
で
あ
る
父
親
の
影
響
を
う

け
、
民
間
会
社
を
二
年
経
て

け
、
民
間
会
社
を
二
年
経
て

専
攻
科
に
進
み
、
卒
業
と
同

専
攻
科
に
進
み
、
卒
業
と
同

時
に
隣
県
の
静
岡
県
東
部
の

時
に
隣
県
の
静
岡
県
東
部
の

三
嶋
大
社
に
勤
務
し
ま
し

三
嶋
大
社
に
勤
務
し
ま
し

た
。
現
在
ま
で
の
殆
ど
が
総

た
。
現
在
ま
で
の
殆
ど
が
総

務
課
の
担
当
で
、
境
内
の
環

務
課
の
担
当
で
、
境
内
の
環

境
整
備
や
諸
行
事
の
企
画
運

境
整
備
や
諸
行
事
の
企
画
運

営
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

営
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
勤
務
経
験
を
続
け

　

そ
ん
な
勤
務
経
験
を
続
け

て
い
た
三
年
前
、
事
務
局
担

て
い
た
三
年
前
、
事
務
局
担

当
者
の
社
内
異
動
で
こ
れ
を

当
者
の
社
内
異
動
で
こ
れ
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
支
部
長
の
私
と
は
、
た

た
。
支
部
長
の
私
と
は
、
た

え
ず
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠

え
ず
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠

で
す
が
、
鈴
木
さ
ん
の
目
利

で
す
が
、
鈴
木
さ
ん
の
目
利

き
や
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
敬
服

き
や
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
敬
服

文
武
両
道
を
極
め
る

　

9090
期
神
道
学
科
卒
業
の
芦

期
神
道
学
科
卒
業
の
芦

原
久
雄
（
あ
し
は
ら
・
ひ
さ

原
久
雄
（
あ
し
は
ら
・
ひ
さ

お
）
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

お
）
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
す
。

    

芦
原
さ
ん
は
大
学
卒
業
後

芦
原
さ
ん
は
大
学
卒
業
後

直
ち
に
、
静
岡
県
の
御
英
霊

直
ち
に
、
静
岡
県
の
御
英
霊

七
万
六
千
余
柱
を
お
祀
り
す

七
万
六
千
余
柱
を
お
祀
り
す

る
、
静
岡
縣
護
國
神
社
に
奉

る
、
静
岡
縣
護
國
神
社
に
奉

職
、
現
在
は
禰
宜
と
し
て
宮

職
、
現
在
は
禰
宜
と
し
て
宮

司
の
右
腕
と
な
り
陣
頭
指
揮

司
の
右
腕
と
な
り
陣
頭
指
揮

を
と
り
、
神
社
運
営
に
そ
の

を
と
り
、
神
社
運
営
に
そ
の

手
腕
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

手
腕
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

院
友
会
で
は
、
静
岡
県
中

　

院
友
会
で
は
、
静
岡
県
中

部
支
部
の
幹
事
・
静
岡
県
神

部
支
部
の
幹
事
・
静
岡
県
神

職
院
友
会
の
事
務
局
長
と
し

職
院
友
会
の
事
務
局
長
と
し

て
長
く
お
務
め
頂
い
て
お

て
長
く
お
務
め
頂
い
て
お

り
、
人
一
倍
「
院
友
愛
」
に

り
、
人
一
倍
「
院
友
愛
」
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

◎ 

支
部
長
…
秋
津　

温

（
あ
き
つ
・
お
ん
／
85

文
）

◎ 

事
務
局
…
三
島
市
大
宮

町
二

一

五

　

三
嶋
大
社

　

 

鈴
木　

成
年（
114
神
専

攻
）

　

 

☎ 

〇
五
五

九
七
五

〇
一
七
二

◎ 

支
部
長
…
天
野　
　

忍

（
あ
ま
の
・
し
の
ぶ
／
80

史
）

◎ 

事
務
局
…
静
岡
市
駿
河

区
根
古
屋
三
九
〇

　

久
能
山
東
照
宮

　

大
沢　

哲
也（
103
神
）

　

 

☎ 

〇
五
四

二
三
七

二
四
三
八

静岡県
東部支部

静岡県
中部支部

鈴木　成年さん鈴木　成年さん

芦原　久雄さん芦原　久雄さん
　

ま
た
平
成
二
十
八
年
度
よ

　

ま
た
平
成
二
十
八
年
度
よ

り
、
静
岡
県
神
社
庁
静
岡
支

り
、
静
岡
県
神
社
庁
静
岡
支

部
支
部
長
の
重
責
を
担
っ
て

部
支
部
長
の
重
責
を
担
っ
て

い
ま
す
。
神
社
数
二
百
三
十

い
ま
す
。
神
社
数
二
百
三
十

四
社
・
神
職
数
七
十
六
人
・

四
社
・
神
職
数
七
十
六
人
・

静
岡
市
神
社
総
代
会
二
十
分

静
岡
市
神
社
総
代
会
二
十
分

会
を
ま
と
め
、
各
神
社
の
護

会
を
ま
と
め
、
各
神
社
の
護

持
運
営
に
日
々
奮
闘
努
力
さ

持
運
営
に
日
々
奮
闘
努
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
屈
の
精
神

　

こ
う
し
た
不
屈
の
精
神

は
、
剣
道
に
よ
り
培
わ
れ
た

は
、
剣
道
に
よ
り
培
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て

も
の
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

芦
原
さ
ん
は
剣
道
六
段
の

　

芦
原
さ
ん
は
剣
道
六
段
の

有
段
者
で
す
。
剣
道
の
段
位

有
段
者
で
す
。
剣
道
の
段
位

を
調
べ
る
と
、
六
段
と
は

を
調
べ
る
と
、
六
段
と
は

（
付
与
基
準
）
剣
道
の
精
義

（
付
与
基
準
）
剣
道
の
精
義

に
錬
達
し
技
倆
優
秀
な
る
者

に
錬
達
し
技
倆
優
秀
な
る
者

（
受
審
条
件
）
五
段
受
有

（
受
審
条
件
）
五
段
受
有

後
、
五
年
以
上
修
業
（
合
格

後
、
五
年
以
上
修
業
（
合
格

率
）
率
）
1010
％
と
あ
り
ま
す
。
正

％
と
あ
り
ま
す
。
正

し
く
文
武
両
道
を
極
め
て
い

し
く
文
武
両
道
を
極
め
て
い

る
静
岡
支
部
を
代
表
す
る
神

る
静
岡
支
部
を
代
表
す
る
神

職
の
一
人
で
す
。
今
後
益
々

職
の
一
人
で
す
。
今
後
益
々

精
進
さ
れ
、
剣
道
に
お
い
て

精
進
さ
れ
、
剣
道
に
お
い
て

は
七
段
へ
挑
ん
で
ほ
し
い
と

は
七
段
へ
挑
ん
で
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ご
活
躍
を

思
っ
て
い
ま
す
。
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
ま
す
。

お
祈
り
し
ま
す
。

 

仁
科
泰
彦（
89
神
２
／

 

久
能
山
東
照
宮
奉
職
）記

東
海
エ
リ
ア
に
て

活
躍
す
る
支
社
長

　

今
回
は
、
愛
知
県
支
部
企

　

今
回
は
、
愛
知
県
支
部
企

業
部
会
に
役
員
と
し
て
入
会

業
部
会
に
役
員
と
し
て
入
会

さ
れ
た
古
関
隆
氏
（
こ
せ
き

さ
れ
た
古
関
隆
氏
（
こ
せ
き

た
か
し
／

た
か
し
／
9696
文
）
さ
ん
を
ご

文
）
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

紹
介
し
ま
す
。

　

古
関
氏
は
、
㈱
マ
イ
ナ
ビ

　

古
関
氏
は
、
㈱
マ
イ
ナ
ビ

（
設
立
／
昭
和
四
十
八
年
設

（
設
立
／
昭
和
四
十
八
年
設

立
、
従
業
員
数
／
約
七
千
五

立
、
従
業
員
数
／
約
七
千
五

十
名
（
グ
ル
ー
プ
全
体
）
※

十
名
（
グ
ル
ー
プ
全
体
）
※

平
成
二
十
九
年
四
月
）
の
名

平
成
二
十
九
年
四
月
）
の
名

古
屋
支
社
長
と
し
て
昨
年
九

古
屋
支
社
長
と
し
て
昨
年
九

月
に
東
京
か
ら
地
元
名
古
屋

月
に
東
京
か
ら
地
元
名
古
屋

に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
管
轄
の
東
海
エ

　

現
在
は
、
管
轄
の
東
海
エ

リ
ア
に
て
就
職
、
転
職
、
バ

リ
ア
に
て
就
職
、
転
職
、
バ

イ
ト
な
ど
の
求
人
情
報
サ
ー

イ
ト
な
ど
の
求
人
情
報
サ
ー

ビ
ス
や
人
材
紹
介
サ
ー
ビ

ビ
ス
や
人
材
紹
介
サ
ー
ビ

ス
、
ま
た
進
学
、
賃
貸
、
ウ

ス
、
ま
た
進
学
、
賃
貸
、
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
総
合
情

エ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
総
合
情

報
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
さ
れ
て

報
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
等
学
校
へ
は
進

い
ま
す
。
高
等
学
校
へ
は
進

海
の
幸
の
お
裾
分
け

　

休
み
の
日
に
は
海
に
行
く

　

休
み
の
日
に
は
海
に
行
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
伊
勢
志

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
伊
勢
志

摩
の
海
岸
線
は
、
森
と
海
が

摩
の
海
岸
線
は
、
森
と
海
が

接
し
て
い
る
よ
う
な
リ
ア
ス

接
し
て
い
る
よ
う
な
リ
ア
ス

式
海
岸
で
、
曲
が
り
く
ね
っ

式
海
岸
で
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
道
路
の
コ
ー
ナ
ー
に
山
が

た
道
路
の
コ
ー
ナ
ー
に
山
が

見
え
た
か
と
思
え
ば
次
の
コ

見
え
た
か
と
思
え
ば
次
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
水
平
線
が

ー
ナ
ー
で
は
水
平
線
が

望
め
る
と
い
っ
た
猫
の

望
め
る
と
い
っ
た
猫
の

目
の
よ
う
に
変
わ
る
景

目
の
よ
う
に
変
わ
る
景

色
の
中
を
ゆ
っ
く
り
走

色
の
中
を
ゆ
っ
く
り
走

り
、
な
か
な
か
気
持
ち

り
、
な
か
な
か
気
持
ち

の
い
い
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

の
い
い
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
め
ま
す
。
幾
つ
も
の

し
め
ま
す
。
幾
つ
も
の

湾
の
奥
ま
っ
た
所
は
大

湾
の
奥
ま
っ
た
所
は
大

小
の
漁
港
が
点
在
し
て

小
の
漁
港
が
点
在
し
て

お
り
、
そ
の
堤
防
で
竿

お
り
、
そ
の
堤
防
で
竿

を
垂
ら
す
の
は
気
持
ち

を
垂
ら
す
の
は
気
持
ち

の
い
い
一
時
で
す
。

の
い
い
一
時
で
す
。

　

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

　

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

◎ 

支
部
長
…
野
中　

昌
介

（
の
な
か
・
ま
さ
す
け
／

72
文
）

◎ 

事
務
局
…
名
古
屋
市
瑞

穂
区
高
田
町
三

二
八

一　

　

 

名
古
屋
経
済
大
学
高
蔵

高
等
学
校

　

水
野　

敦
之（
96
文
）

　

 

☎ 

〇
五
二

八
五
三

〇
〇
五
〇

◎ 

支
部
長
…
塚
原　

徳
生

（
つ
か
は
ら
・
と
く
お
／

87
神
専
攻
）

◎ 

事
務
局
…
伊
勢
市
宇
治

館
町
一

　

神
宮
司
庁

　

孫
福　

弘
明（
91
神
）

　

 

☎ 

〇
五
九
六

二
四

一
一
一
一

愛知県
支部

三重県
支部

学
情
報
の
「
マ
イ
ナ
ビ
進

学
情
報
の
「
マ
イ
ナ
ビ
進

学
」、
大
学
・
専
門
学
校
へ

学
」、
大
学
・
専
門
学
校
へ

は
就
職
情
報
な
ど
「
マ
イ
ナ

は
就
職
情
報
な
ど
「
マ
イ
ナ

ビ
」
の
情
報
提
供
は
も
と
よ

ビ
」
の
情
報
提
供
は
も
と
よ

り
、
雇
用
に
関
す
る
各
種
サ

り
、
雇
用
に
関
す
る
各
種
サ

ー
ビ
ス
媒
体
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

ー
ビ
ス
媒
体
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

実
施
。
日
頃
は
、
卒
業
生
の

実
施
。
日
頃
は
、
卒
業
生
の

大
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
生
方

大
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
生
方

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
そ

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

う
で
す
。

　

ま
た
、
生
活
情
報
分
野
で

　

ま
た
、
生
活
情
報
分
野
で

は
、
新
サ
イ
ト
の
住
ま
い
探

は
、
新
サ
イ
ト
の
住
ま
い
探

し
の
「
マ
イ
ナ
ビ
賃
貸
」、

し
の
「
マ
イ
ナ
ビ
賃
貸
」、

結
婚
式
会
場
探
し
「
マ
イ
ナ

結
婚
式
会
場
探
し
「
マ
イ
ナ

ビ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」
の
各
サ

ビ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」
の
各
サ

イ
ト
の
地
元
で
の
認
知
度
ア

イ
ト
の
地
元
で
の
認
知
度
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま

ッ
プ
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。「
マ
イ
ナ
ビ
ウ
エ
デ
ィ

す
。「
マ
イ
ナ
ビ
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
」
で
は
神
前
挙
式
施
設

ン
グ
」
で
は
神
前
挙
式
施
設

の
案
内
も
し
て
い
ま
す
。
そ

の
案
内
も
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
年
初
か
ら

の
一
環
と
し
て
、
年
初
か
ら

サ
ッ
カ
ー
で
は
名
古
屋
グ
ラ

サ
ッ
カ
ー
で
は
名
古
屋
グ
ラ

ン
パ
ス
エ
イ
ト
、
Ｆ
Ｃ
岐

ン
パ
ス
エ
イ
ト
、
Ｆ
Ｃ
岐

阜
、
ヴ
ィ
ア
テ
ィ
ン
三
重
の

阜
、
ヴ
ィ
ア
テ
ィ
ン
三
重
の

協
賛
、
ま
た
、
近
々
で
は
プ

協
賛
、
ま
た
、
近
々
で
は
プ

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
シ
ー
ホ
ー

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
シ
ー
ホ
ー

ス
三
河
の
協
賛
を
は
じ
め
、

ス
三
河
の
協
賛
を
は
じ
め
、

地
元
Ｔ
Ｖ
局
、
新
聞
社
の
協

地
元
Ｔ
Ｖ
局
、
新
聞
社
の
協

力
を
得
つ
つ
、
自
社
ポ
ー
タ

力
を
得
つ
つ
、
自
社
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展

ル
サ
イ
ト
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展

開
中
で
す
。

開
中
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ビ
社
の
願
い
で
も

　

マ
イ
ナ
ビ
社
の
願
い
で
も

あ
る
「
就
職
、
転
職
、
進

あ
る
「
就
職
、
転
職
、
進

学
、
結
婚
な
ど
、
人
生
の
転

学
、
結
婚
な
ど
、
人
生
の
転

機
に
マ
イ
ナ
ビ
が
す
ぐ
近
く

機
に
マ
イ
ナ
ビ
が
す
ぐ
近
く

に
あ
る
存
在
」「
困
っ
た
り

に
あ
る
存
在
」「
困
っ
た
り

悩
ん
だ
り
し
た
時
に
マ
イ
ナ

悩
ん
だ
り
し
た
時
に
マ
イ
ナ

ビ
で
成
長
の
き
っ
か
け
、
成

ビ
で
成
長
の
き
っ
か
け
、
成

功
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
ほ

功
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
願
い
の
も
と
、

し
い
」
と
の
願
い
の
も
と
、

活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

水
野
敦
之
（
96
文
／

支
部
事
務
局
）
記

名古屋グランパスエイトの名古屋グランパスエイトの
ユニホームを着る古関氏ユニホームを着る古関氏

志摩市大王崎の灯台と太平洋志摩市大王崎の灯台と太平洋

で
世
界
中
か
ら
注
目
を
受
け

で
世
界
中
か
ら
注
目
を
受
け

た
こ
の
地
方
は
、「
風
光
明

た
こ
の
地
方
は
、「
風
光
明

媚
」
と
か
「
御
饌
つ
国
」
な

媚
」
と
か
「
御
饌
つ
国
」
な

ど
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

ど
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
簡
単
に
言
え
ば
「
自
然

た
。
簡
単
に
言
え
ば
「
自
然

が
い
っ
ぱ
い
で
食
べ
物
が
美

が
い
っ
ぱ
い
で
食
べ
物
が
美

味
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す

味
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
要
は
「
田
舎
」
で
す
。

が
、
要
は
「
田
舎
」
で
す
。

し
か
し
単
な
る
田
舎
で
は
な

し
か
し
単
な
る
田
舎
で
は
な

く
、
山
の
幸
あ
り
海
の
幸
あ

く
、
山
の
幸
あ
り
海
の
幸
あ

り
と
食
材
の
宝
庫
で
あ
る
こ

り
と
食
材
の
宝
庫
で
あ
る
こ

と
は
誇
る
べ
き
こ
と
だ
と
思

と
は
誇
る
べ
き
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
特
に
魚
介
類
は
採

い
ま
す
。
特
に
魚
介
類
は
採

れ
る
種
類
が
多
く
、
古
代
よ

れ
る
種
類
が
多
く
、
古
代
よ

り
朝
廷
や
伊
勢
神
宮
に
こ
の

り
朝
廷
や
伊
勢
神
宮
に
こ
の

地
方
の
海
産
物
が
献
上
さ
れ

地
方
の
海
産
物
が
献
上
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
波
の
穏
や
か

て
い
ま
し
た
。
波
の
穏
や
か

で
肥
沃
な
山
の
ミ
ネ
ラ
ル
を

で
肥
沃
な
山
の
ミ
ネ
ラ
ル
を

多
く
含
む
伊
勢
湾
、
黒
潮
の

多
く
含
む
伊
勢
湾
、
黒
潮
の

温
暖
な
流
れ
を
受
け
水
深
の

温
暖
な
流
れ
を
受
け
水
深
の

あ
る
熊
野
灘
、
そ
し
て
リ
ア

あ
る
熊
野
灘
、
そ
し
て
リ
ア

ス
式
海
岸
で
入
り
組
ん
だ
湾

ス
式
海
岸
で
入
り
組
ん
だ
湾

の
数
々
。
磯
場
あ
り
砂
浜
あ

の
数
々
。
磯
場
あ
り
砂
浜
あ

り
深
場
あ
り
と
い
っ
た
フ
ィ

り
深
場
あ
り
と
い
っ
た
フ
ィ

ー
ル
ド
が
豊
富
な
海
の
幸
を

ー
ル
ド
が
豊
富
な
海
の
幸
を

育
ん
で
い
ま
す
。

育
ん
で
い
ま
す
。

　

今
度
の
休
み
も
、
母
校
の

　

今
度
の
休
み
も
、
母
校
の

方
角
の
水
平
線
か
ら
昇
る
朝

方
角
の
水
平
線
か
ら
昇
る
朝

日
を
見
な
が
ら
、
の
ん
び
り

日
を
見
な
が
ら
、
の
ん
び
り

と
海
の
幸
を
戴
き
に
行
こ
う

と
海
の
幸
を
戴
き
に
行
こ
う

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

矢
野
高
陽（
103
神
／

神
宮
司
庁
奉
職
）

日
吉
大
社「
山
王
祭
」

　

滋
賀
県
と
い
え
ば
琵
琶
湖

　

滋
賀
県
と
い
え
ば
琵
琶
湖

が
有
名
で
す
が
、
そ
の
湖
畔

が
有
名
で
す
が
、
そ
の
湖
畔

か
ら
程
近
く
、
京
都
駅
か
ら

か
ら
程
近
く
、
京
都
駅
か
ら

も
3030
分
と
い
う
日
吉
大
社
に

分
と
い
う
日
吉
大
社
に

「
山
王
祭
」
と
い
う
勇
ま
し

「
山
王
祭
」
と
い
う
勇
ま
し

い
祭
礼
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

い
祭
礼
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

神
輿
は
、
高
さ
２
・
７
ｍ

　

神
輿
は
、
高
さ
２
・
７
ｍ

／
屋
根
幅
１
辺
２
ｍ
／
胴
幅

／
屋
根
幅
１
辺
２
ｍ
／
胴
幅

１
ｍ
／
担
ぎ
棒
の
長
さ
５
ｍ

１
ｍ
／
担
ぎ
棒
の
長
さ
５
ｍ

と
い
う
比
較
的
大
き
な
も
の

と
い
う
比
較
的
大
き
な
も
の

で
、
七
基
が
毎
年
出
ま
す
。

で
、
七
基
が
毎
年
出
ま
す
。

◎ 

支
部
長
…
江
竜　

喜
之

（
え
り
ゅ
う
・
よ
し
ゆ
き

／
69
史
・
71
修
史
）

◎ 

事
務
局
…
大
津
市
中
庄

一

一
四

二
四

　

中
山　

恒
夫（
96
神
）

　

 

☎ 

〇
七
七

五
二
五

一
〇
〇
一

滋賀県
支部

概
要
は
、
三
月
第
一
日
曜
日

概
要
は
、
三
月
第
一
日
曜
日

に
二
基
の
神
輿
を
境
内
の
神

に
二
基
の
神
輿
を
境
内
の
神

体
山
・
八
王
子
山
（
３
８
１

体
山
・
八
王
子
山
（
３
８
１

ｍ
）
山
頂
付
近
に
あ
る
奥
宮

ｍ
）
山
頂
付
近
に
あ
る
奥
宮

へ
担
ぎ
上
げ
、
四
月
十
二
・

へ
担
ぎ
上
げ
、
四
月
十
二
・

十
三
日
に
山
麓
の
御
旅
所
へ

十
三
日
に
山
麓
の
御
旅
所
へ

（
午
ノ
神
事
〔
神
輿
二
基
〕

（
午
ノ
神
事
〔
神
輿
二
基
〕

神
輿
入
・
宵
宮
落
し
神
事

神
輿
入
・
宵
宮
落
し
神
事

〔
神
輿
四
基
〕）。
西
本
宮
の

〔
神
輿
四
基
〕）。
西
本
宮
の

拝
殿
に
勢
揃
い
〔
神
輿
七

拝
殿
に
勢
揃
い
〔
神
輿
七

基
〕
し
て
か
ら
、
四
月
十
四

基
〕
し
て
か
ら
、
四
月
十
四

日
に
琵
琶
湖
を
船
で
渡
り
、

日
に
琵
琶
湖
を
船
で
渡
り
、

別
の
御
旅
所
に
着
い
て
還
御

別
の
御
旅
所
に
着
い
て
還
御

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
先
ず
二

　

特
筆
す
べ
き
は
、
先
ず
二

基
の
神
輿
を
高
低
差
１
９
０

基
の
神
輿
を
高
低
差
１
９
０

ｍ
・
距
離
１
㎞
の
奥
宮
に
担

ｍ
・
距
離
１
㎞
の
奥
宮
に
担

ぎ
上
げ
、
そ
の
約
一
カ
月
後

ぎ
上
げ
、
そ
の
約
一
カ
月
後

の
夜
（
午
ノ
神
事
）、
ノ
ン

の
夜
（
午
ノ
神
事
）、
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
山
麓
の
東
本
宮

ス
ト
ッ
プ
で
山
麓
の
東
本
宮 山王祭宵宮落し山王祭宵宮落し

國學院大學オリジナルラベルのお酒を30名様にプレゼント!!

個人情報の取り扱いについて お申し込みいただいた個人情報は、本会で適切に管理し、本会の
事業を遂行するために利用させていただきます。

〒150－0011　東京都渋谷区東4-12-8　國學院大學院友会
「國學院大學オリジナルラベルお酒プレゼント係」応募先

はがき、ファックス、Ｅメールで、郵便番号・住所・氏名・電話番号
・卒業期・卒業学科・ご希望のお酒（日本酒・焼酎・ワイン）・メッ
セージをお書きの上、お申込ください。なお、ワインの赤白は選択で
きませんのでご了承ください。

応募方法

平成30年１月22日（月）※消印有効応募締切
当選発表（一人一本：抽選にて決定）は、賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。発送は１月末以降となりますので、ご了承ください。

賞品発送
方法

　毎年恒例のホームカミングデーで好評を得ている
國學院大學オリジナルラベルのお酒を読者の皆様に
抽選でお届けいたします。もちろん、日本酒は岩手
の院友横沢さんの「月の輪酒造」です。日本酒のラ
ベルは本会𠮷田会長の直筆「凛」です。焼酎は鹿児
島の院友下戸さんの「若潮酒造」。ワイン(赤・白)
は山梨。地元院友の方々とご縁の深い「ルミエ一
ル」さんが味や香りにこだわって、丹精に仕上げて
くださいました。抜群の美昧しさです。
　今回も、それぞれ10名、計30名のみなさまにプ
レゼントいたします。奮ってご応募ください。

拝
殿
に
渡
御
し
ま
す
。
待
ち

拝
殿
に
渡
御
し
ま
す
。
待
ち

時
間
は
長
く
、
神
輿
が
通
過

時
間
は
長
く
、
神
輿
が
通
過

す
る
の
は
あ
っ
と
い
う
間
で

す
る
の
は
あ
っ
と
い
う
間
で

す
が
、
そ
の
神
輿
と
担
ぎ
手

す
が
、
そ
の
神
輿
と
担
ぎ
手

の
パ
ワ
ー
に
は
圧
倒
で
す
。

の
パ
ワ
ー
に
は
圧
倒
で
す
。

　

翌
日
の
宵
宮
落
し
神
事
で

　

翌
日
の
宵
宮
落
し
神
事
で

は
、
四
基
の
神
輿
が
大
き
な

は
、
四
基
の
神
輿
が
大
き
な

音
を
立
て
な
が
ら
シ
ー
ソ
ー

音
を
立
て
な
が
ら
シ
ー
ソ
ー

の
様
に
前
後
に
揺
す
ら
れ
、

の
様
に
前
後
に
揺
す
ら
れ
、

合
図
と
共
に
出
御
し
ま
す
。

合
図
と
共
に
出
御
し
ま
す
。

こ
の
時
は
競
争
で
し
て
、
神

こ
の
時
は
競
争
で
し
て
、
神

輿
が
転
倒
す
る
等
、
手
に
汗

輿
が
転
倒
す
る
等
、
手
に
汗

握
る
場
面
が
続
出
し
ま
す
。

握
る
場
面
が
続
出
し
ま
す
。

　

国
宝
・
重
文
の
社
殿
や
石

　

国
宝
・
重
文
の
社
殿
や
石

橋
が
多
数
あ
り
、
参
道
の
桜

橋
が
多
数
あ
り
、
参
道
の
桜

も
満
開
の
頃
で
あ
り
ま
す
の

も
満
開
の
頃
で
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
一
度
足
を
お
運
び

で
、
是
非
一
度
足
を
お
運
び

頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

 

◆ 

日
吉
大
社 

大
津
市
坂
本
五

一

一

　

 

☎ 

〇
七
七

五
七
八

〇
〇
〇
九

　

 http://hiyoshitaisha.
jp/

 

須
原
紀
彦（
103
神
／

日
吉
大
社
奉
職
）
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寄寄寄
贈

書書書

　

院
友
の
皆
様
か
ら
、
い
つ

　

院
友
の
皆
様
か
ら
、
い
つ

も
多
く
の
著
書
を
ご
寄
贈
い

も
多
く
の
著
書
を
ご
寄
贈
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心
よ

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
二
十
九
年
四

　

今
回
は
平
成
二
十
九
年
四

月
か
ら
の
分
を
掲
載
さ
せ
て

月
か
ら
の
分
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
以

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
以

降
に
頂
戴
し
た
も
の
は
、
次

降
に
頂
戴
し
た
も
の
は
、
次

号
以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

号
以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆ 

書
名
／
①
著
者

書
名
／
①
著
者
･
編
集
編
集

者
名（
卒
期
／
敬
称
略
）②

者
名（
卒
期
／
敬
称
略
）②

出
版
社

出
版
社
･
発
行
所
③
刊

発
行
所
③
刊

行
年
月
④
定
価
（
税
別
）

行
年
月
④
定
価
（
税
別
）

◆ 

国
語
嫌
い
な
生
徒
が
大
変

国
語
嫌
い
な
生
徒
が
大
変

身
す
る
！
中
学
校
国
語
科

身
す
る
！
中
学
校
国
語
科

授
業
づ
く
り

授
業
づ
く
り
1010
の
原
則
・

の
原
則
・

2525
の
指
導
ア
イ
デ
ア

の
指
導
ア
イ
デ
ア
／
①
／
①

松
原
大
介（

松
原
大
介（
9292
文
）②
明
治

文
）②
明
治

図
書
出
版
㈱
③
平
成
二
十

図
書
出
版
㈱
③
平
成
二
十

七
年
十
二
月
④
千
七
百
円

七
年
十
二
月
④
千
七
百
円

◆ 

生
き
る
力
を
古
人
に
学
ぶ

生
き
る
力
を
古
人
に
学
ぶ

―
円
空
・
益
軒
・
良
寛
ら

―
円
空
・
益
軒
・
良
寛
ら

か
ら
学
ぶ
今
を
生
き
抜
く

か
ら
学
ぶ
今
を
生
き
抜
く

当
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

当
会
は
、
國
學
院
大
學
で

　

当
会
は
、
國
學
院
大
學
で

学
位
を
取
得
し
た
研
究
者
で

学
位
を
取
得
し
た
研
究
者
で

構
成
さ
れ
、
五
月
末
開
催
の

構
成
さ
れ
、
五
月
末
開
催
の

総
会
と
、
十
月
発
行
の
雑

総
会
と
、
十
月
発
行
の
雑

誌
、
一
月
開
催
の
公
開
講
座

誌
、
一
月
開
催
の
公
開
講
座

を
活
動
の
三
つ
の
柱
と
し
て

を
活
動
の
三
つ
の
柱
と
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
の
総
会

お
り
ま
す
。
今
年
度
の
総
会

に
お
け
る
研
究
発
表
は
、
國

に
お
け
る
研
究
発
表
は
、
國

學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
准

學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
准

教
授
の
加
瀬
直
弥
氏
に
よ
る

教
授
の
加
瀬
直
弥
氏
に
よ
る

◎ 

支
部
長
…
菅
野　

雅
雄

（
す
が
の
・
ま
さ
お
／
65

文
２・
68
修
文
・
71
博

文
）

◎ 

事
務
局
…
渋
谷
区
東
四

十
二

八

　

國
學
院
大
學
院
友
会
内
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〇
三

三
四
〇
〇

七
七
八
一

院友学術
振興会

「
十
二
世
紀
の
一
宮
」
で
し

「
十
二
世
紀
の
一
宮
」
で
し

た
。
加
瀬
氏
は
十
二
世
紀
に

た
。
加
瀬
氏
は
十
二
世
紀
に

お
い
て
「
一
宮
」
と
さ
れ
る

お
い
て
「
一
宮
」
と
さ
れ
る

神
社
が
代
表
的
な
も
の
で
は

神
社
が
代
表
的
な
も
の
で
は

な
い
こ
と
に
注
目
し
、
神
祇

な
い
こ
と
に
注
目
し
、
神
祇

官
の
人
事
や
年
貢
と
関
係
が

官
の
人
事
や
年
貢
と
関
係
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し

あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
無
事
に

　

ま
た
、
今
年
度
も
無
事
に

雑
誌
『
新
國
學
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を
発
行
す

雑
誌
『
新
國
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を
発
行
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
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最

る
こ
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来
ま
し
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。
最
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の
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９
号
に
は
、
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八
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書
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成
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年
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円
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万
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円
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日
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日
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／
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十
八
年
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月
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巻
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／
③
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二

／
③
平
成
二

平成29年度総会。院友会館２階ロビーにて平成29年度総会。院友会館２階ロビーにて

mb.infoweb.ne.jp
mb.infoweb.ne.jp

）
に
て

）
に
て
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送
料
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込
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い
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送
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別
で
五
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。

別
で
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百
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と
な
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ま
す
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売
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の
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で
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、
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会
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師
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会
会
員
を
講
師

と
す
る
公
開
講
座
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國
學
院

と
す
る
公
開
講
座
「
國
學
院

の
古
典
」
を
、
今
年
度
も
一

の
古
典
」
を
、
今
年
度
も
一

月
前
半
に
五
日
間
開
催
し
ま

月
前
半
に
五
日
間
開
催
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
別
掲
一
覧
を
ご
覧
く
だ

は
、
別
掲
一
覧
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参

さ
い
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。山

﨑　

か
お
り（
104
文・106
博

前
文・111
博
後
文
）記

平成29年度　國學院大學院友学術振興会　公開講座

國 學 院 の 古 典

院友会館　３階　大会議室
〔國學院大學に隣接…国際交流センター隣〕講演会場

渋谷区・渋谷区教育委員会・國學院大學後　　援

各日75名定　　員 １日…1000円（税込）受 講 料
國學院大學院友学術振興会・一般財団法人國學院大
學院友会主催・共催

　國學院大學で学位を得た先生方の会である「院友学術振興
会」が、古事記・万葉集・源氏物語・国語学・神道学・中国文
学と、様々な分野から【國學院の古典】とは何か、を講義しま
す。今年で21回目です。

※それぞれが独立した講座です。

１月 13：00～14：30 14：50～16：20

９日
(火)

古事記
大国主神と大物主神

神道学
生命発展の物語として読む神道古典
－筧克彦「神ながらの道」－

國學院大學 兼任講師
山﨑かおり氏

出雲大社大社國學館 講師
中道 豪一 氏

10日
(水)

万葉集
石見相聞歌　－人麻呂と妻との別れ－

古事記
ヤマトタケル説話と民間伝承

大妻女子大学 准教授
倉住 　薫 氏

東京理科大学 講師
小林 真美 氏

11日
(木)

中国文学
『詩経』に見える庶民生活（農と婚）

古事記
国学と『古事記』

元國學院大學 教授
松田 　稔 氏

國學院大學 助教
渡邉 　卓 氏

12日
(金)

国語学
『源氏物語』の語り手は誰なのか

万葉集
本居宣長と万葉集

首都大学東京 教授
浅川 哲也 氏

獨協大学 特任教授
城﨑 陽子 氏

13日
(土)

源氏物語
『源氏物語』の雪月花　－花－

古事記
古事記と日本書紀

國學院大學栃木短期大学副学長・教授
林田 孝和 氏

院友学術振興会 会長
菅野 雅雄 氏

　お電話・FAX・Ｅメールでお申込みください。お申込み
が済み次第、本会から「受講券」と「振込用紙」をお送りい
たします。なお、既に定員に達している講座もありますの
で、あらかじめご了承ください。
　①お名前（ふりがな）②お電話番号③ご住所④受講希望日
を明記してください。

お申込み方法

一般財団法人　國學院大學院友会
〒150-0011　東京都渋谷区東4-12-8
 E-メール：inyuukai@kokugakuin.or.jp
TEL：03-3400-7781／ FAX：03-3400-7996

お 申 込 み
お問合せ先 
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た

／
①
森
た

か
子
②
㈱
主
婦
の
友
社
③

か
子
②
㈱
主
婦
の
友
社
③

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三

十
一
日
④
千
八
百
円

十
一
日
④
千
八
百
円

◆ 

世
界
の
一
流
シ
ョ
コ
ラ
図

世
界
の
一
流
シ
ョ
コ
ラ
図

鑑
／
①
②
㈱
講
談
社
③
平

／
①
②
㈱
講
談
社
③
平

成
二
十
二
年
十
月
二
十
八

成
二
十
二
年
十
月
二
十
八

日
④
千
六
百
円

日
④
千
六
百
円

◆ 

サ
ッ
カ
ー
で
日
本
一
、
勉

サ
ッ
カ
ー
で
日
本
一
、
勉

強
で
東
大
現
役
合
格　

國

強
で
東
大
現
役
合
格　

國

學
院
久
我
山
サ
ッ
カ
ー
部

學
院
久
我
山
サ
ッ
カ
ー
部

の
挑
戦

の
挑
戦
／
①
小
澤
一
郎
②

／
①
小
澤
一
郎
②

㈱
洋
泉
社
③
平
成
二
十
九

㈱
洋
泉
社
③
平
成
二
十
九

年
五
月
十
一
日
④
千
四
百

年
五
月
十
一
日
④
千
四
百

円
◆ 

深
読
み
古
事
記

深
読
み
古
事
記 

日
本
の

日
本
の

神
話
と
古
代
史
が
一
〇
〇

神
話
と
古
代
史
が
一
〇
〇

倍
お
も
し
ろ
く
な
る
！

倍
お
も
し
ろ
く
な
る
！
／

①
戸
矢
学
（

①
戸
矢
学
（
9191
神
）
②
㈱

神
）
②
㈱

か
ざ
ひ
の
文
庫
③
平
成
二

か
ざ
ひ
の
文
庫
③
平
成
二

十
九
年
六
月
二
十
九
日
④

十
九
年
六
月
二
十
九
日
④

千
五
百
円

千
五
百
円

◆ 

出
世
侍
（
四
）
正
直
者
が

出
世
侍
（
四
）
正
直
者
が

損
を
す
る

損
を
す
る
／
①
千
野
隆
司

／
①
千
野
隆
司

（
8282
文
）
②
㈱
幻
冬
舎
③

文
）
②
㈱
幻
冬
舎
③

平
成
二
十
九
年
六
月
十
日

平
成
二
十
九
年
六
月
十
日

④
六
百
五
十
円

④
六
百
五
十
円

◆ 

自
己
点
検
・
評
価
報
告
書

自
己
点
検
・
評
価
報
告
書

　

平
成
二
十
六
年
度
―
平

　

平
成
二
十
六
年
度
―
平

成
二
十
八
年
度

成
二
十
八
年
度
／
①
②
國

／
①
②
國

學
院
大
學
北
海
道
短
期
大

學
院
大
學
北
海
道
短
期
大

学
部
③
平
成
二
十
九
年
三

学
部
③
平
成
二
十
九
年
三

月
十
六
日
④
非
売
品

月
十
六
日
④
非
売
品

　
「
祝
詞
作
文
は
神
職
の
教
養
で

　
「
祝
詞
作
文
は
神
職
の
教
養
で

あ
る
。」学
生
時
代
に
明
治
神
宮
の

あ
る
。」学
生
時
代
に
明
治
神
宮
の

高
澤
宮
司
か
ら
承
つ
た
御
教
訓
で

高
澤
宮
司
か
ら
承
つ
た
御
教
訓
で

あ
る
。と
は
申
せ
、当
時
の
國
學
院

あ
る
。と
は
申
せ
、当
時
の
國
學
院

に
は「
祝
詞
作
文
」の
時
間
が
な
か

に
は「
祝
詞
作
文
」の
時
間
が
な
か

つ
た
の
で
、高
澤
先
生
に
御
訊
き

つ
た
の
で
、高
澤
先
生
に
御
訊
き

す
る
と
、稲
村
真
理
翁
の
祝
詞
集

す
る
と
、稲
村
真
理
翁
の
祝
詞
集

と
中
西
利
德
著『
祝
詞
作
文
講
話
』

と
中
西
利
德
著『
祝
詞
作
文
講
話
』

を
読
め
と
の
こ
と
で
、古
書
で
買

を
読
め
と
の
こ
と
で
、古
書
で
買

ひ
求
め
て
自
学
自
習
し
た
思
ひ
出

ひ
求
め
て
自
学
自
習
し
た
思
ひ
出

が
あ
る
。前
者
は
様
々
な
祝
詞
が

が
あ
る
。前
者
は
様
々
な
祝
詞
が

収
め
ら
れ
て
あ
り
、後
者
は
祝
詞

収
め
ら
れ
て
あ
り
、後
者
は
祝
詞

の
構
成
や
そ
の
作
文
に
つ
い
て
詳

の
構
成
や
そ
の
作
文
に
つ
い
て
詳

細
で
あ
つ
た
。そ
の
後
教
職
に
身

細
で
あ
つ
た
。そ
の
後
教
職
に
身

を
投
じ
た
た
め
、実
際
の
祝
詞
作

を
投
じ
た
た
め
、実
際
の
祝
詞
作

文
の
必
要
は
な
く
な
つ
た
が
、そ

文
の
必
要
は
な
く
な
つ
た
が
、そ

れ
で
も
教
養
と
し
て
の
祝
詞
作
文

れ
で
も
教
養
と
し
て
の
祝
詞
作
文

を
し
て
ゐ
た
。こ
の
こ
と
を
知
る

を
し
て
ゐ
た
。こ
の
こ
と
を
知
る

友
人
か
ら
は
折
々
祝
詞
の
依
頼
が

友
人
か
ら
は
折
々
祝
詞
の
依
頼
が

あ
つ
た
し
、殊
に
か
の
大
震
災
の

あ
つ
た
し
、殊
に
か
の
大
震
災
の

慰
霊
祭
の
祭
詞
な
ど
、そ
の
添
削

慰
霊
祭
の
祭
詞
な
ど
、そ
の
添
削

を
求
め
ら
れ
た
り
も
し
た
。

を
求
め
ら
れ
た
り
も
し
た
。

　

そ
の
折
々
の
実
感
は
、「
現
代

　

そ
の
折
々
の
実
感
は
、「
現
代

の
祝
詞
作
文
は
難
し
い
」
と
言
ふ

の
祝
詞
作
文
は
難
し
い
」
と
言
ふ

こ
と
だ
。
多
様
化
す
る
現
代
社
会

こ
と
だ
。
多
様
化
す
る
現
代
社
会

の
中
に
お
い
て
、
憩
ひ
や
癒
し
を

の
中
に
お
い
て
、
憩
ひ
や
癒
し
を

求
め
て
神
様
に
縋
る
人
々
の
願
ひ

求
め
て
神
様
に
縋
る
人
々
の
願
ひ

を
、
中
執
り
持
ち
と
し
て
如
何
様

を
、
中
執
り
持
ち
と
し
て
如
何
様

に
表
現
し
た
ら
よ
い
の
か
、
従
来

に
表
現
し
た
ら
よ
い
の
か
、
従
来

あ
る
例
文
に
当
て
は
ま
ら
ぬ
願
意

あ
る
例
文
に
当
て
は
ま
ら
ぬ
願
意

を
如
何
に
表
現
し
、
言
霊
に
の
せ

を
如
何
に
表
現
し
、
言
霊
に
の
せ

て
神
様
に
聞
し
召
し
い
た
だ
く
に

て
神
様
に
聞
し
召
し
い
た
だ
く
に

は
こ
れ
で
良
い
の
か
と
思
ひ
巡
ら

は
こ
れ
で
良
い
の
か
と
思
ひ
巡
ら

す
こ
と
が
幾
度
か
あ
つ
た
。
先
人

す
こ
と
が
幾
度
か
あ
つ
た
。
先
人

の
多
く
の
祝
詞
集
を
繙
き
、
そ
の

の
多
く
の
祝
詞
集
を
繙
き
、
そ
の

一
行
、
一
語
一
文
に
出
会
ひ
、
こ

一
行
、
一
語
一
文
に
出
会
ひ
、
こ

れ
だ
と
覚
書
に
書
い
て
織
り
込
ん

れ
だ
と
覚
書
に
書
い
て
織
り
込
ん

で
み
る
の
だ
が
、
何
か
座
り
の
悪

で
み
る
の
だ
が
、
何
か
座
り
の
悪

い
も
の
に
な
る
の
は
自
分
の
作
文

い
も
の
に
な
る
の
は
自
分
の
作
文

力
の
な
さ
に
よ
る
も
の
か
と
反
省

力
の
な
さ
に
よ
る
も
の
か
と
反
省

す
る
こ
と
も
屡
々
で
あ
つ
た
。

す
る
こ
と
も
屡
々
で
あ
つ
た
。

　

こ
の
た
び
日
枝
神
社
の
宮
西
修

　

こ
の
た
び
日
枝
神
社
の
宮
西
修

治
宮
司
が
『
現
代
祝
詞
例
文
撰

治
宮
司
が
『
現
代
祝
詞
例
文
撰

集
』
を
刊
行
さ
れ
、
早
速
御
恵
投

集
』
を
刊
行
さ
れ
、
早
速
御
恵
投

戴
い
た
の
で
あ
る
が
、
驚
く
こ
と

戴
い
た
の
で
あ
る
が
、
驚
く
こ
と

が
幾
つ
か
あ
つ
た
。
ま
づ
は
宮
西

が
幾
つ
か
あ
つ
た
。
ま
づ
は
宮
西

宮
司
に
よ
る
内
祭
・
外
祭
の
三
百

宮
司
に
よ
る
内
祭
・
外
祭
の
三
百

編
近
い
数
の
祝
詞
が
収
め
ら
れ
て

編
近
い
数
の
祝
詞
が
収
め
ら
れ
て

ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
数
は
言
ふ
も

ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
数
は
言
ふ
も

更
な
り
、
そ
の
内
容
が
、
ま
た
多

更
な
り
、
そ
の
内
容
が
、
ま
た
多

岐
に
亘
り
、
公
の
儀
式
は
勿
論
の

岐
に
亘
り
、
公
の
儀
式
は
勿
論
の

こ
と
、
個
人
の
深
刻
な
祈
り
に
至

こ
と
、
個
人
の
深
刻
な
祈
り
に
至

る
ま
で
多
種
多
様
に
網
羅
さ
れ
て

る
ま
で
多
種
多
様
に
網
羅
さ
れ
て

を
り
、
日
枝
神
社
を
崇
敬
す
る
人

を
り
、
日
枝
神
社
を
崇
敬
す
る
人

々
の
、
謂
は
ば
現
代
の
都
会
の
人

々
の
、
謂
は
ば
現
代
の
都
会
の
人

々
の
、
い
や
今
の
神
道
に
課
せ
ら

々
の
、
い
や
今
の
神
道
に
課
せ
ら

れ
た
祈
り
や
癒
し
の
あ
り
方
を
示

れ
た
祈
り
や
癒
し
の
あ
り
方
を
示

す
「
祝
詞
」
集
と
な
つ
て
ゐ
る
こ

す
「
祝
詞
」
集
と
な
つ
て
ゐ
る
こ

と
で
あ
る
。
さ
ぞ
や
日
枝
の
神
様

と
で
あ
る
。
さ
ぞ
や
日
枝
の
神
様

は
こ
れ
ら
の
祝
詞
を
真
剣
に
耳
振

は
こ
れ
ら
の
祝
詞
を
真
剣
に
耳
振

り
立
て
て
聞
し
召
し
て
お
い
で
で

り
立
て
て
聞
し
召
し
て
お
い
で
で

あ
ら
う
。

あ
ら
う
。

　

そ
の
一
つ
一
つ
を
言
葉
に
し
な

　

そ
の
一
つ
一
つ
を
言
葉
に
し
な

が
ら
唸
り
な
が
ら
読
み
進
め
て
、

が
ら
唸
り
な
が
ら
読
み
進
め
て
、

巻
末
に
き
て
驚
嘆
し
た
。な
ん
と

巻
末
に
き
て
驚
嘆
し
た
。な
ん
と

こ
れ
ら
の
祝
詞
の

こ
れ
ら
の
祝
詞
の
C
D
C
D
‐
R
Ｏ
M

が
付
い
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。祝

が
付
い
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。祝

詞
の
作
文
は
先
人
の
祝
詞
の
真
似

詞
の
作
文
は
先
人
の
祝
詞
の
真
似

が
実
は
重
要
で
あ
つ
て
、そ
れ
は

が
実
は
重
要
で
あ
つ
て
、そ
れ
は

剽
窃
と
言
へ
ば
そ
れ
に
近
い
か
も

剽
窃
と
言
へ
ば
そ
れ
に
近
い
か
も

し
れ
な
い
。先
人
の
祝
詞
の
感
動

し
れ
な
い
。先
人
の
祝
詞
の
感
動

し
た
こ
の
語
句
、こ
の
行
り
を
我

し
た
こ
の
語
句
、こ
の
行
り
を
我

が
祝
詞
に
織
り
込
む
作
業
は
簡
単

が
祝
詞
に
織
り
込
む
作
業
は
簡
単

の
や
う
で
実
は
難
し
く
、嘗
て
は

の
や
う
で
実
は
難
し
く
、嘗
て
は

原
稿
用
紙
を
切
り
貼
り
し
て
そ
の

原
稿
用
紙
を
切
り
貼
り
し
て
そ
の

下
書
き
を
書
い
た
苦
労
が
あ
つ
た

下
書
き
を
書
い
た
苦
労
が
あ
つ
た

が
、今
で
は
パ
ソ
コ
ン
で
こ
の
切

が
、今
で
は
パ
ソ
コ
ン
で
こ
の
切

り
貼
り
が
簡
単
に
出
来
る
時
代
と

り
貼
り
が
簡
単
に
出
来
る
時
代
と

な
つ
た
。宮
西
宮
司
は
こ
こ
に
注

な
つ
た
。宮
西
宮
司
は
こ
こ
に
注

目
し
た
の
で
あ
る
。教
師
も
嘗
て

目
し
た
の
で
あ
る
。教
師
も
嘗
て

は
試
験
問
題
を
切
り
貼
り
し
、ガ

は
試
験
問
題
を
切
り
貼
り
し
、ガ

リ
版
で
刷
つ
て
ゐ
た
の
だ
が
、今

リ
版
で
刷
つ
て
ゐ
た
の
だ
が
、今

で
は
パ
ソ
コ
ン
で
容
易
に
作
れ
る

で
は
パ
ソ
コ
ン
で
容
易
に
作
れ
る

時
代
と
な
つ
た
。神
社
界
は
伝
統

時
代
と
な
つ
た
。神
社
界
は
伝
統

は
守
る
必
要
は
あ
る
が
、こ
の
や

は
守
る
必
要
は
あ
る
が
、こ
の
や

う
な
利
点
は
大
い
に
使
ふ
べ
き
で

う
な
利
点
は
大
い
に
使
ふ
べ
き
で

あ
り
、祝
詞
作
文
に
こ
れ
を
用
ゐ

あ
り
、祝
詞
作
文
に
こ
れ
を
用
ゐ

な
い
の
は
勿
体
な
い
。今
日
の
国

な
い
の
は
勿
体
な
い
。今
日
の
国

語
教
育
、ま
し
て
古
典
の
学
習
時

語
教
育
、ま
し
て
古
典
の
学
習
時

間
の
不
足
は
、古
文
の
読
解
は

間
の
不
足
は
、古
文
の
読
解
は

し
て
も
、そ
の
創
作
や
表
現

し
て
も
、そ
の
創
作
や
表
現

に
は
及
ば
な
い
。悲
し
い
こ

に
は
及
ば
な
い
。悲
し
い
こ

と
で
あ
る
が
、独
自
の
祝
詞

と
で
あ
る
が
、独
自
の
祝
詞

を
作
る
こ
と
が
余
程
で
な
い

を
作
る
こ
と
が
余
程
で
な
い

と
困
難
な
時
代
に
な
つ
た
の

と
困
難
な
時
代
に
な
つ
た
の

で
あ
る
。も
は
や
こ
れ
か
ら
の

で
あ
る
。も
は
や
こ
れ
か
ら
の

著
書

紹
介

宮
西
修
治
（
99
神
２
／
日
枝
神
社
宮
司
）
著

現
代
祝
詞
例
文
撰
集

若
い
神
職
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

若
い
神
職
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
、こ
れ
ら
の
機
材
を
用
ゐ
つ

は
、こ
れ
ら
の
機
材
を
用
ゐ
つ

つ
、仮
名
遣
を
始
め
、祝
詞
の
表

つ
、仮
名
遣
を
始
め
、祝
詞
の
表

現
を
身
近
に
自
ら
学
び
、自
分

現
を
身
近
に
自
ら
学
び
、自
分

の
祝
詞
を
体
得
す
る
こ
と
で
あ

の
祝
詞
を
体
得
す
る
こ
と
で
あ

ら
う
。「
祝
詞
作
文
は
神
職
の
教

ら
う
。「
祝
詞
作
文
は
神
職
の
教

養
で
あ
る
。」と
の
教
訓
は
今
後

養
で
あ
る
。」と
の
教
訓
は
今
後

も
変
は
る
こ
と
は
な
い
。さ
れ

も
変
は
る
こ
と
は
な
い
。さ
れ

ば
ど
う
学
ぶ
か
で
あ
ら
う
。宣

ば
ど
う
学
ぶ
か
で
あ
ら
う
。宣

長
翁
は「
学
び
や
う
は
如
何
様

長
翁
は「
学
び
や
う
は
如
何
様

で
も
」と
仰
せ
で
あ
つ
た
。疑
問

で
も
」と
仰
せ
で
あ
つ
た
。疑
問

に
思
は
れ
る
む
き
は
ま
づ
こ
の

に
思
は
れ
る
む
き
は
ま
づ
こ
の

C
D
を
お
使
ひ
に
な
つ
て
み
て

を
お
使
ひ
に
な
つ
て
み
て

は
如
何
で
あ
ら
う
か
。

は
如
何
で
あ
ら
う
か
。

　

い
ま
一
つ
の
驚
き
は
こ
の
、

　

い
ま
一
つ
の
驚
き
は
こ
の
、

作
文
し
た
祝
詞
が
パ
ソ
コ
ン
の

作
文
し
た
祝
詞
が
パ
ソ
コ
ン
の

印
刷
機
で
奉
書
に
印
刷
で
き
る

印
刷
機
で
奉
書
に
印
刷
で
き
る

と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
多
様
化

と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
多
様
化

す
る
祈
願
に
対
応
す
る
多
忙
な

す
る
祈
願
に
対
応
す
る
多
忙
な

神
職
に
は
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
も

神
職
に
は
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
も

あ
り
得
る
の
か
な
と
も
思
つ
た

あ
り
得
る
の
か
な
と
も
思
つ
た

が
、
や
は
り
こ
こ
は
墨
を
す

が
、
や
は
り
こ
こ
は
墨
を
す

り
、
心
を
落
ち
着
け
て
奉
書
に

り
、
心
を
落
ち
着
け
て
奉
書
に

向
き
合
ふ
べ
き
か
と
も
思
ふ

向
き
合
ふ
べ
き
か
と
も
思
ふ

が
、
こ
れ
は
議
論
の
分
か
れ
る

が
、
こ
れ
は
議
論
の
分
か
れ
る

と
こ
ろ
か
。
ま
た
万
葉
仮
名
、

と
こ
ろ
か
。
ま
た
万
葉
仮
名
、

宣
命
書
き
の
問
題
も
残
る
が
、

宣
命
書
き
の
問
題
も
残
る
が
、

順
次
こ
れ
ら
の
課
題
は
智
慧
を

順
次
こ
れ
ら
の
課
題
は
智
慧
を

出
し
合
つ
て
、
よ
り
よ
い
祝
詞

出
し
合
つ
て
、
よ
り
よ
い
祝
詞

作
文
が
出
来
る
や
う
に
工
夫
し

作
文
が
出
来
る
や
う
に
工
夫
し

て
行
け
ば
い
い
と
思
は
れ
る
。

て
行
け
ば
い
い
と
思
は
れ
る
。

祝
詞
作
文
の
新
時
代
の
暁
を
告

祝
詞
作
文
の
新
時
代
の
暁
を
告

ぐ
る
斬
新
な
発
想
を
秘
め
た
本

ぐ
る
斬
新
な
発
想
を
秘
め
た
本

書
は
斯
界
に
歓
迎
さ
れ
る
べ
き

書
は
斯
界
に
歓
迎
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。

も
の
で
あ
る
。

 

（
戎
光
祥
出
版
／
平
成
二
十
九

（
戎
光
祥
出
版
／
平
成
二
十
九

年
五
月
刊
／
価
格
：
六
千
八
百

年
五
月
刊
／
価
格
：
六
千
八
百

円
：
税
別

円
：
税
別
）

　

都
立
高
校
主
幹
教
諭

都
立
高
校
主
幹
教
諭

　

母
校
兼
任
講
師

　

母
校
兼
任
講
師

 

中
澤
伸
弘
（

中
澤
伸
弘
（
9393
文
）
記

文
）
記
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大
橋
寮

第
六
回
寮
友
会
開
催

　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
平
成
二

　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
平
成
二

十
九
年
六
月
二
十
三
日
、
東

十
九
年
六
月
二
十
三
日
、
東

京
、
浜
松
町
世
界
貿
易
セ
ン

京
、
浜
松
町
世
界
貿
易
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
内
の
東
京
会
館
で

タ
ー
ビ
ル
内
の
東
京
会
館
で

第
六
回
寮
友
会
が
開
催
さ
れ

第
六
回
寮
友
会
が
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
、
前
回
に
引
き

た
。
当
日
は
、
前
回
に
引
き

続
き
全
国
か
ら

続
き
全
国
か
ら
7373
期
か
ら

期
か
ら
8989

期
ま
で
の
三
十
九
名
が
一
堂

期
ま
で
の
三
十
九
名
が
一
堂

に
会
し
た
。
私
は
以
前
上
京

に
会
し
た
。
私
は
以
前
上
京

し
た
折
、
大
学
か
ら
目
黒
に

し
た
折
、
大
学
か
ら
目
黒
に

あ
っ
た
旧
大
橋
寮
の
所
在
地

あ
っ
た
旧
大
橋
寮
の
所
在
地

を
訪
れ
て
み
た
こ
と
が
あ

を
訪
れ
て
み
た
こ
と
が
あ

る
。
大
き
く
変
貌
し
た
母
校

る
。
大
き
く
変
貌
し
た
母
校

の
キ
ャ
ン
パ
ス
や
渋
谷
の
街

の
キ
ャ
ン
パ
ス
や
渋
谷
の
街

國
學
院
大
學
体
育
連
合
会

レ
ス
リ
ン
グ
部
創
部
五
十

周
年
記
念
O
B
総
会
開
催

　

平
成
二
十
九
年
九
月
三
十

平
成
二
十
九
年
九
月
三
十

日
、母
校
院
友
会
館
に
て
國
學

日
、母
校
院
友
会
館
に
て
國
學

院
大
學
体
育
連
合
会
レ
ス
リ

院
大
學
体
育
連
合
会
レ
ス
リ

ン
グ
部
創
部
五
十
周
年
記
念

ン
グ
部
創
部
五
十
周
年
記
念

の
Ｏ
Ｂ
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

の
Ｏ
Ｂ
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
昨
年
五

　

開
会
に
先
立
ち
、
昨
年
五

月
に
急
逝
さ
れ
た
本
学
レ
ス

月
に
急
逝
さ
れ
た
本
学
レ
ス

リ
ン
グ
部
の
創
始
者
で
名
誉

リ
ン
グ
部
の
創
始
者
で
名
誉

会
長
の
森
下
絃
氏
（

会
長
の
森
下
絃
氏
（
7777
神
）
神
）

を
悼
み
黙
祷
を
捧
げ
た
。
続

を
悼
み
黙
祷
を
捧
げ
た
。
続

く
審
議
に
お
い
て
は
、
平
成

く
審
議
に
お
い
て
は
、
平
成

二
十
八
年
度
事
業
報
告
、
平

二
十
八
年
度
事
業
報
告
、
平

成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
な

成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
な

ど
に
つ
い
て
熱
心
に
審
議
さ

ど
に
つ
い
て
熱
心
に
審
議
さ

れ
た
後
、
用
意
さ
れ
た
議
題

れ
た
後
、
用
意
さ
れ
た
議
題

は
す
べ
て
満
場
一
致
で
決
議

は
す
べ
て
満
場
一
致
で
決
議

さ
れ
た
。

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
記
念
祝
賀
会
で

そ
の
後
の
記
念
祝
賀
会
で

は
、院
友
会
の
常
務
理
事
加
藤

は
、院
友
会
の
常
務
理
事
加
藤

元
茂
様
、法
人
評
議
員
で
母
校

元
茂
様
、法
人
評
議
員
で
母
校

総
合
企
画
部
部
長
の
城
所
俊

総
合
企
画
部
部
長
の
城
所
俊

哉
様
の
ご
臨
席
を
た
ま
わ
り
、

哉
様
の
ご
臨
席
を
た
ま
わ
り
、

加
藤
様
か
ら
は
ご
祝
辞
と
と

加
藤
様
か
ら
は
ご
祝
辞
と
と

も
に「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

も
に「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

・
院
友
大
会
」に
つ
い
て
ご
披

・
院
友
大
会
」に
つ
い
て
ご
披

露
い
た
だ
き
、院
友
の
繋
が
り

露
い
た
だ
き
、院
友
の
繋
が
り

の
喜
び
を
実
感
。ま
た
城
所
様

の
喜
び
を
実
感
。ま
た
城
所
様

か
ら
は
大
学
で
の
自
動
車
部

か
ら
は
大
学
で
の
自
動
車
部

復
活
、柔
道
部
藤
坂
選
手
の
世

復
活
、柔
道
部
藤
坂
選
手
の
世

界
大
会
優
勝
、本
年
度
の
箱
根

界
大
会
優
勝
、本
年
度
の
箱
根

駅
伝
展
望
等
母
校
躍
進
の
様

駅
伝
展
望
等
母
校
躍
進
の
様

子
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、会
は

子
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、会
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。会
場

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。会
場

に
は
懐
か
し
い
写
真
が
数
多

に
は
懐
か
し
い
写
真
が
数
多

く
展
示
さ
れ
、思
い
出
話
に
花

く
展
示
さ
れ
、思
い
出
話
に
花

が
咲
い
た
。

が
咲
い
た
。

　

出
席
者
の
高
齢
化
が
顕
著

出
席
者
の
高
齢
化
が
顕
著

に
な
っ
た
会
で
は
あ
っ
た
が
、

に
な
っ
た
会
で
は
あ
っ
た
が
、

「
元
気
に
生
き
て
次
年
度
、必

「
元
気
に
生
き
て
次
年
度
、必

ず
再
会
し
よ
う
」と
約
束
し
て

ず
再
会
し
よ
う
」と
約
束
し
て

盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

 

佐
藤
誠
博（
88
経
）記

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
軌
跡

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
被

東
日
本
大
震
災
の
津
波
被

災
地
で
あ
る
太
平
洋
の
沿
岸

災
地
で
あ
る
太
平
洋
の
沿
岸

部
を
歩
い
て
み
よ
う
…
そ
う

部
を
歩
い
て
み
よ
う
…
そ
う

思
い
立
ち
、
平
成
二
十
五
年

思
い
立
ち
、
平
成
二
十
五
年

夏
に
八
戸
の
蕪
島
を
起
点
と

夏
に
八
戸
の
蕪
島
を
起
点
と

し
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。
日

し
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。
日

頃
は
仕
事
も
あ
る
た
め
連
休

頃
は
仕
事
も
あ
る
た
め
連
休

等
を
使
っ
て
の
断
続
的
な
行

等
を
使
っ
て
の
断
続
的
な
行

程
で
、
お
遍
路
で
言
え
ば

程
で
、
お
遍
路
で
言
え
ば

「
区
切
り
打
ち
」
で
は
あ
り

「
区
切
り
打
ち
」
で
は
あ
り

ま
す
が
、
足
か
け
四
年
を
か

ま
す
が
、
足
か
け
四
年
を
か

け
目
標
の
千
葉
県
犬
吠
埼
に

け
目
標
の
千
葉
県
犬
吠
埼
に

到
達
。
ざ
っ
と
通
算
で
の
歩

到
達
。
ざ
っ
と
通
算
で
の
歩

数
は
百
六
十
万
歩
に
な
り
ま

数
は
百
六
十
万
歩
に
な
り
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
は
毎
年
の

し
た
。
そ
も
そ
も
は
毎
年
の

夏
休
み
、
地
元
房
総
半
島
の

夏
休
み
、
地
元
房
総
半
島
の

海
沿
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
息

海
沿
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
息

子
達
と
の
恒
例
行
事
で
し

子
達
と
の
恒
例
行
事
で
し

た
。
そ
の
延
長
線
上
の
着
想

た
。
そ
の
延
長
線
上
の
着
想

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

新
た
な
挑
戦
は
完
全
に
独
り

新
た
な
挑
戦
は
完
全
に
独
り

で
歩
き
切
り
ま
し
た
。
し
か

で
歩
き
切
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
こ
で
気
付
い
た
事
は

し
、
そ
こ
で
気
付
い
た
事
は

一
人
旅
は
「
独
り
」
で
は
な

一
人
旅
は
「
独
り
」
で
は
な

い
…
と
い
う
事
。
こ
の
間
、

い
…
と
い
う
事
。
こ
の
間
、

数
え
き
れ
な
い
程
の
出
会
い

数
え
き
れ
な
い
程
の
出
会
い

や
出
来
事
に
恵
ま
れ
、
そ
れ

や
出
来
事
に
恵
ま
れ
、
そ
れ

は
「
想
い
出
」
と
い
う
単
語

は
「
想
い
出
」
と
い
う
単
語

で
は
到
底
表
現
し
き
れ
る
も

で
は
到
底
表
現
し
き
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
我
が
人
生
に

の
で
は
な
く
、
我
が
人
生
に

お
い
て
か
な
り
重
要
な
経
験

お
い
て
か
な
り
重
要
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実

際
に
ひ
た
す
ら
徒
歩
で
見
て

際
に
ひ
た
す
ら
徒
歩
で
見
て

き
た
風
景
は
、
遠
く
関
東
の

き
た
風
景
は
、
遠
く
関
東
の

地
元
で
想
像
し
て
い
た
復
興

地
元
で
想
像
し
て
い
た
復
興

と
は
全
く
別
次
元
で
あ
る
と

と
は
全
く
別
次
元
で
あ
る
と

い
う
現
実
も
思
い
知
る
こ
と

い
う
現
実
も
思
い
知
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
現
地
の
方
々
の
沢
山
の
笑

も
現
地
の
方
々
の
沢
山
の
笑

顔
に
触
れ
、
元
気
付
け
ら
れ

顔
に
触
れ
、
元
気
付
け
ら
れ

並
、
な
つ
か
し
の
玉
電

並
、
な
つ
か
し
の
玉
電 

（
路
（
路

面
電
車
で
今
は
地
下
を
走
る

面
電
車
で
今
は
地
下
を
走
る

東
急
田
園
都
市
線
）
は
今
は

東
急
田
園
都
市
線
）
は
今
は

な
く
、
大
橋
駅
か
ら
の
坂
の

な
く
、
大
橋
駅
か
ら
の
坂
の

上
の
寮
は
あ
た
り
ま
え
だ
か

上
の
寮
は
あ
た
り
ま
え
だ
か

や
は
り
な
か
っ
た
。
し
か
し

や
は
り
な
か
っ
た
。
し
か
し

訃　

報

井
上　

悟

井
上　

悟
（
い
の
う
え
・
さ
と

（
い
の
う
え
・
さ
と

る
＝
國
學
院
大
學
元
職
員
）
平

る
＝
國
學
院
大
學
元
職
員
）
平

成
二
十
八
年
五
月
二
十
二
日
逝

成
二
十
八
年
五
月
二
十
二
日
逝

去
。
去
。

佐
藤　

泰
司

佐
藤　

泰
司
（
さ
と
う
・
た
い

（
さ
と
う
・
た
い

じ
＝
國
學
院
大
學
元
職
員
）
同

じ
＝
國
學
院
大
學
元
職
員
）
同

年
十
月
二
十
五
日
逝
去
。

年
十
月
二
十
五
日
逝
去
。

増
田　

尚
武

増
田　

尚
武
（
ま
す
だ
・
ひ
さ

（
ま
す
だ
・
ひ
さ

た
け
＝
國
學
院
大
學
元
職
員
）

た
け
＝
國
學
院
大
學
元
職
員
）

同
年
十
月
三
十
一
日
逝
去
。

同
年
十
月
三
十
一
日
逝
去
。

宮
澤　

朝
夫
氏

宮
澤　

朝
夫
氏
（
み
や
ざ
わ
・

（
み
や
ざ
わ
・

あ
さ
お
＝
元
蓼
科
寮
管
理
人
）

あ
さ
お
＝
元
蓼
科
寮
管
理
人
）

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
五
日

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
五
日

逝
去
。

逝
去
。

伊
藤　

二
郎
氏

伊
藤　

二
郎
氏
（
い
と
う
・
じ

（
い
と
う
・
じ

ろ
う
＝
元
秋
田
県
支
部
長
／

ろ
う
＝
元
秋
田
県
支
部
長
／
5454

専
）
同
年
七
月
二
十
二
日
逝

専
）
同
年
七
月
二
十
二
日
逝

去
。
去
。

藤
倉　

三
郎
氏

藤
倉　

三
郎
氏
（
ふ
じ
く
ら
・

（
ふ
じ
く
ら
・

さ
ぶ
ろ
う
＝
國
學
院
大
學
元
職

さ
ぶ
ろ
う
＝
國
學
院
大
學
元
職

員
）
同
年
八
月
十
三
日
逝
去
。

員
）
同
年
八
月
十
三
日
逝
去
。

若
月　

直
氏

若
月　

直
氏
（
わ
か
つ
き
・
た

（
わ
か
つ
き
・
た

だ
し
＝
元
大
阪
府
支
部
長
／

だ
し
＝
元
大
阪
府
支
部
長
／
6767

史
）
同
年
九
月
十
三
日
逝
去
。

史
）
同
年
九
月
十
三
日
逝
去
。

宮
西　

惟
道
氏

宮
西　

惟
道
氏
（
み
や
に
し
・

（
み
や
に
し
・

こ
れ
み
ち
＝
本
会
顧
問
／

こ
れ
み
ち
＝
本
会
顧
問
／
6565
神

専
）
同
年
十
月
一
日
逝
去
。

専
）
同
年
十
月
一
日
逝
去
。

◆
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上

◆
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
生
前
の

げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
生
前
の

本
会
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し

本
会
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

全国各地にて毎年開催全国各地にて毎年開催

鼎
会
総
会
開
催

　

鼎
会
は
、
宗
教
学
科

　

鼎
会
は
、
宗
教
学
科
6666
期

を
主
に
神
道
専
修
科

を
主
に
神
道
専
修
科
6565
期
、
期
、

神
道
研
修
別
科

神
道
研
修
別
科
6363
期
の
合
同

期
の
合
同

の
会
で
、
毎
年
全
国
各
地
持

の
会
で
、
毎
年
全
国
各
地
持

ち
回
り
で
開
催
し
て
ま
い
り

ち
回
り
で
開
催
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
な
ん
せ
会
員
が
満

ま
し
た
。
な
ん
せ
会
員
が
満

八
十
一
歳
以
上
と
高
齢
化
し

八
十
一
歳
以
上
と
高
齢
化
し

た
も
の
で
す
か
ら
鼎
会
解
散

た
も
の
で
す
か
ら
鼎
会
解
散

の
話
も
出
ま
し
た
が
、
元
気

の
話
も
出
ま
し
た
が
、
元
気

な
う
ち
は
集
ま
り
を
持
と
う

な
う
ち
は
集
ま
り
を
持
と
う

と
言
う
事
で
今
回
は
榊
原
が

と
言
う
事
で
今
回
は
榊
原
が

幹
事
と
な
り
、
平
成
二
十
九

幹
事
と
な
り
、
平
成
二
十
九

年
七
月
四
日
、
東
京
赤
坂
日

年
七
月
四
日
、
東
京
赤
坂
日

枝
神
社
に
於
い
て
開
催
、
夕

枝
神
社
に
於
い
て
開
催
、
夕

國
學
院
大
學
第
78
期
文
学

部
史
学
科
一
組
ク
ラ
ス
会

開
催

　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十

　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十

七
日
、院
友
会
館
に
於
い
て

七
日
、院
友
会
館
に
於
い
て

第
1010
回
ク
ラ
ス
会
が
開
催
さ

回
ク
ラ
ス
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。参
加
者
は
二
十

れ
ま
し
た
。参
加
者
は
二
十

三
名
で
し
た
。こ
の
度
は
私

三
名
で
し
た
。こ
の
度
は
私

達
が
無
事
に
古
希
を
迎
え
ら

達
が
無
事
に
古
希
を
迎
え
ら

れ
る
事
を
寿
い
で
の
ク
ラ
ス

れ
る
事
を
寿
い
で
の
ク
ラ
ス

会
と
い
た
し
ま
し
た
が
、残

会
と
い
た
し
ま
し
た
が
、残

念
な
こ
と
に
長
期
に
亘
り
幹

念
な
こ
と
に
長
期
に
亘
り
幹

事
と
し
て
ク
ラ
ス
会
の
開
催

事
と
し
て
ク
ラ
ス
会
の
開
催

に
尽
力
さ
れ
た
内
田
隆
造
さ

に
尽
力
さ
れ
た
内
田
隆
造
さ

ん
が
昨
年
五
月
に
逝
去
さ
れ

ん
が
昨
年
五
月
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
の
で
、彼
を
、そ
し
て

ま
し
た
の
で
、彼
を
、そ
し
て

既
に
他
界
さ
れ
て
お
ら
れ
る

既
に
他
界
さ
れ
て
お
ら
れ
る

方
々
を
偲
ん
で
、供
花
を
手

方
々
を
偲
ん
で
、供
花
を
手

向
け
黙
祷
を
捧
げ
て
か
ら
の

向
け
黙
祷
を
捧
げ
て
か
ら
の

開
会
と
な
り
ま
し
た
。今
現

開
会
と
な
り
ま
し
た
。今
現

在
、ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
中
に

在
、ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
中
に

　

こ
の
度
の
ク
ラ
ス
会
が
、

こ
の
度
の
ク
ラ
ス
会
が
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
各
位
の
ご
協

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
各
位
の
ご
協

力
に
よ
り
誠
に
実
り
多
い
も

力
に
よ
り
誠
に
実
り
多
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、

の
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、

幹
事
・
役
員
一
同
、
誠
に
有

幹
事
・
役
員
一
同
、
誠
に
有

難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
次

難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
次

回
の
ク
ラ
ス
会
は
、
二
〇
二

回
の
ク
ラ
ス
会
は
、
二
〇
二

〇
年
に
開
催
す
る
こ
と
に
な

〇
年
に
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
年
は
東

り
ま
し
た
が
、
こ
の
年
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年

で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
回
の
東

で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
回
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
た
一
九
六
四
年
（
昭
和
三

れ
た
一
九
六
四
年
（
昭
和
三

十
九
年
）
に
は
、
私
達
は
高

十
九
年
）
に
は
、
私
達
は
高

校
生
で
し
た
。
二
回
目
の
東

校
生
で
し
た
。
二
回
目
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
こ
の
目

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
こ
の
目

で
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
と

で
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
と

は
思
っ
て
も
お
り
ま
せ
ん
で

は
思
っ
て
も
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
、
望
外
の
幸
せ
と

し
た
か
ら
、
望
外
の
幸
せ
と

言
う
べ
き
な
の
か
も
知
れ
ま

言
う
べ
き
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

せ
ん
。

　

三
年
後
の
第

　

三
年
後
の
第
1111
回
の
ク
ラ

回
の
ク
ラ

ス
会
は
、
き
っ
と
オ
リ
ン
ピ

ス
会
は
、
き
っ
と
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
等
の
話
題
で
盛
り
上
が

ッ
ク
等
の
話
題
で
盛
り
上
が

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
元
気
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
元
気
な

姿
で
再
会
出
来
ま
す
よ
う
に

姿
で
再
会
出
来
ま
す
よ
う
に

と
互
い
の
健
勝
を
祈
り
つ
つ

と
互
い
の
健
勝
を
祈
り
つ
つ

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

 

小
林
ヤ
ス
子
（
78
史
）
記

次回はオリンピックイヤーである2020年開催次回はオリンピックイヤーである2020年開催

創部50周年記念ＯＢ総会創部50周年記念ＯＢ総会

復興のシンボル三陸鉄道復興のシンボル三陸鉄道

至福のひとときを過ごした仲間たち至福のひとときを過ごした仲間たち

こ
こ
は
、
我
々
寮
生
の
人
生

こ
こ
は
、
我
々
寮
生
の
人
生

の
出
発
点
だ
っ
た
場
所
な
の

の
出
発
点
だ
っ
た
場
所
な
の

で
一
度
訪
れ
て
み
た
か
っ

で
一
度
訪
れ
て
み
た
か
っ

た
。
思
い
起
こ
せ
ば
五
十
年

た
。
思
い
起
こ
せ
ば
五
十
年

前
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

前
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

で
生
活
を
共
に
し
学
び
、
同

で
生
活
を
共
に
し
学
び
、
同

じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
。
そ
の

じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
。
そ
の

養
分
は
時
空
を
越
え
、
凝
縮

養
分
は
時
空
を
越
え
、
凝
縮

さ
れ
て
今
日
の
寮
友
会
の
原

さ
れ
て
今
日
の
寮
友
会
の
原

点
と
な
っ
て
い
る
。
飲
み
歌

点
と
な
っ
て
い
る
。
飲
み
歌

い
、
会
話
は
は
ず
み
、
こ
こ

い
、
会
話
は
は
ず
み
、
こ
こ

ち
よ
い
時
間
と
何
と
も
い
え

ち
よ
い
時
間
と
何
と
も
い
え

ぬ
一
体
感
と
絆
は
、
我
々
を

ぬ
一
体
感
と
絆
は
、
我
々
を

す
ぐ
に
学
生
時
代
に
戻
し
て

す
ぐ
に
学
生
時
代
に
戻
し
て

く
れ
る
。
こ
の
半
世
紀
の
そ

く
れ
る
。
こ
の
半
世
紀
の
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
経
験
を
越
え

れ
ぞ
れ
の
人
生
経
験
を
越
え

て
仲
間
と
し
て
共
感
し
、
心

て
仲
間
と
し
て
共
感
し
、
心

安
ら
か
で
至
福
の
ひ
と
と
き

安
ら
か
で
至
福
の
ひ
と
と
き

だ
。
た
だ
諸
事
情
に
よ
り
、

だ
。
た
だ
諸
事
情
に
よ
り
、

出
席
で
き
な
か
っ
た
仲
間
、

出
席
で
き
な
か
っ
た
仲
間
、

ま
た
時
を
経
て
残
念
な
が
ら

ま
た
時
を
経
て
残
念
な
が
ら

物
故
者
と
な
ら
れ
た
寮
監
の

物
故
者
と
な
ら
れ
た
寮
監
の

先
生
、
寮
生
、
賄
い
の
お
じ

先
生
、
寮
生
、
賄
い
の
お
じ

さ
ん
、
お
ば
さ
ん
等
お
世
話

さ
ん
、
お
ば
さ
ん
等
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
に
は
、
謹
ん

に
な
っ
た
方
々
に
は
、
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
も
の

で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
全

で
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
全

員
で
声
高
ら
か
に
校
歌
を
歌

員
で
声
高
ら
か
に
校
歌
を
歌

い
再
会
を
誓
っ
た
。

い
再
会
を
誓
っ
た
。
 

山
地
寔
（
77
経
）
記

た
の
は
寧
ろ
自
分
の
方
で
あ

た
の
は
寧
ろ
自
分
の
方
で
あ

り
、
そ
の
温
か
さ
が
「
区
切

り
、
そ
の
温
か
さ
が
「
区
切

り
打
ち
」
を
途
絶
え
る
事
な

り
打
ち
」
を
途
絶
え
る
事
な

く
貫
徹
で
き
た
原
動
力
で
あ

く
貫
徹
で
き
た
原
動
力
で
あ

っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り

っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
道
中
で
の
神

ま
せ
ん
。
ま
た
道
中
で
の
神

社
へ
の
お
参
り
は
欠
か
し
ま

社
へ
の
お
参
り
は
欠
か
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
神
職
の
院
友

せ
ん
で
し
た
。
神
職
の
院
友

と
出
会
う
事
も
多
く
、
そ
の

と
出
会
う
事
も
多
く
、
そ
の

交
流
も
楽
し
み
の
一
つ
で

交
流
も
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。
一
通
り
歩
き
切
っ
た
形

す
。
一
通
り
歩
き
切
っ
た
形

で
す
が
、
そ
の
後
も
こ
こ
ま

で
す
が
、
そ
の
後
も
こ
こ
ま

で
に
出
来
た
ご
縁
を
辿
っ
て

で
に
出
来
た
ご
縁
を
辿
っ
て

再
訪
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

再
訪
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
う
と
共
に
、
被
災
地
の
真

思
う
と
共
に
、
被
災
地
の
真

の
復
興
を
祈
念
い
た
し
て
お

の
復
興
を
祈
念
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
東

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
東

日
本
大
震
災
復
興
祈
念
ウ
ォ

日
本
大
震
災
復
興
祈
念
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
と
検
索
い
た
だ

ー
キ
ン
グ
」
と
検
索
い
た
だ

け
れ
ば
、
ブ
ロ
グ
と
し
て
こ

け
れ
ば
、
ブ
ロ
グ
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
軌
跡
を
ご
覧
い
た

れ
ま
で
の
軌
跡
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

だ
け
ま
す
。

 

大
平
直
也
（
96
法
）
記

は
親
御
様
等
の
介
護
を
な
さ

は
親
御
様
等
の
介
護
を
な
さ

っ
て
お
ら
れ
る
為
に
心
な
ら

っ
て
お
ら
れ
る
為
に
心
な
ら

ず
も
欠
席
さ
れ
た
方
々
も
多

ず
も
欠
席
さ
れ
た
方
々
も
多

い
の
で
す
が
、一
方
そ
の
任

い
の
で
す
が
、一
方
そ
の
任

を
全
う
さ
れ
、初
め
て
ク
ラ

を
全
う
さ
れ
、初
め
て
ク
ラ

ス
会
に
参
加
さ
れ
た
方
も
あ

ス
会
に
参
加
さ
れ
た
方
も
あ

り
、懐
か
し
い
お
顔
が
集
い

り
、懐
か
し
い
お
顔
が
集
い

ま
し
た
。多
く
の
方
々
は
教

ま
し
た
。多
く
の
方
々
は
教

職
等
の
第
一
線
を
退
い
た

職
等
の
第
一
線
を
退
い
た

後
、児
童
・
生
徒
の
教
育
等
に

後
、児
童
・
生
徒
の
教
育
等
に

尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
ご
様

尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
ご
様

子
で
、又
、民
生
委
員
等
々
と

子
で
、又
、民
生
委
員
等
々
と

し
て
地
域
社
会
で
の
各
種
活

し
て
地
域
社
会
で
の
各
種
活

動
に
勤
し
ん
で
お
ら
れ
る
方

動
に
勤
し
ん
で
お
ら
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
で
し
た

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
で
し
た

が
、中
に
は
考
古
学
に
一
生

が
、中
に
は
考
古
学
に
一
生

を
捧
げ
た
方
も
お
ら
れ
、私

を
捧
げ
た
方
も
お
ら
れ
、私

は
そ
の
お
話
に
と
て
も
感
銘

は
そ
の
お
話
に
と
て
も
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。私
達
が
学

を
受
け
ま
し
た
。私
達
が
学

び
舎
を
巣
立
っ
て
か
ら
既
に

び
舎
を
巣
立
っ
て
か
ら
既
に

四
十
数
年
。こ
の
間
の
考
古

四
十
数
年
。こ
の
間
の
考
古

学
の
進
歩
は
誠
に
著
し
く
、

学
の
進
歩
は
誠
に
著
し
く
、

多
く
の
新
知
見
が
報
告
さ
れ

多
く
の
新
知
見
が
報
告
さ
れ

て
お
る
様
で
す
か
ら
、私
は
、

て
お
る
様
で
す
か
ら
、私
は
、

過
去
に
於
い
て
は
絶
対
的
な

過
去
に
於
い
て
は
絶
対
的
な

一
級
資
料
と
さ
れ
た
書
物
も

一
級
資
料
と
さ
れ
た
書
物
も

こ
れ
ら
の
新
知
見
を
も
と
に

こ
れ
ら
の
新
知
見
を
も
と
に

再
度
考
察
し
て
み
る
必
要
が

再
度
考
察
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
感

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
感

想
を
抱
き
ま
し
た
。

想
を
抱
き
ま
し
た
。

方
四
時
集
合
、
四
時
半
正
式

方
四
時
集
合
、
四
時
半
正
式

参
拝
、
続
い
て
記
念
写
真
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平塚
中継所

鶴見
中継所

戸塚
中継所

箱根
芦ノ湖

芦ノ湖
小田原
中継所

大手町

往路１月２日（火）
（大手町➡箱根芦ノ湖）

復路１月３日（水）
（箱根芦ノ湖➡大手町）

１区

２区

５区

４区 ３区

７区

８区

９区

10区

４区 小田原⬅平塚
①ＪＲ二宮駅前（横浜銀行二宮支店前）
11：05集合 11：35頃通過予定

②ＪＲ国府津駅前
11：20集合 11：50頃通過予定

③小田原市民会館前交差点側 さがみ信用金庫本店前
11：40集合 12：10頃通過予定

５区 箱根⬅小田原
①箱根登山鉄道大平台駅前
12：15集合 12：45頃通過予定

②箱根登山鉄道宮ノ下駅入口
12：20集合 12：50頃通過予定

③小涌谷踏切側　箱根ガス石油㈱前
12：25集合 12：55頃通過予定

ゴール付近　元箱根・國學院大學指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします

１区

スタート付近　大手町・國學院大學指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします
①ＪＲ・京浜急行品川駅前
７：50集合 ８：20頃通過予定

②京浜急行大森海岸駅前
８：00集合 ８：30頃通過予定

③六郷橋入口（東京都側）
８：20集合 ８：50頃通過予定

鶴見⬅大手町２区

①京浜急行新子安駅前
８：45集合 ９：15頃通過予定

②保土ヶ谷橋交差点
９：10集合 ９：40頃通過予定

戸塚⬅鶴見

３区

②国道134号線　茅ヶ崎公園野球場交差点
10：25集合 10：55頃通過予定

平塚⬅戸塚

第94回箱根駅伝  
みんなの力で國學院旋風を!!

　各応援ポイントで、係が「幟」を持ってお待ちしております。
選手には、皆様の声援が“一番の力”です。選手と一緒に國學院
大學の襷を繋ぎましょう。この他にも、沿道で地元の方々が幟を
掲げてくれております。皆様の応援、宜しくお願いいたします。

６区

10区

①京浜急行蒲田駅前
12：05集合 12：35頃通過予定

②京浜急行大森海岸駅前
12：15集合 12：45頃通過予定

③ＪＲ・京浜急行品川駅前
12：30集合 13：00頃通過予定

ゴール付近　大手町・國學院大學指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします

鶴見➡大手町

９区

①保土ヶ谷橋交差点
11：10集合 11：40頃通過予定

②洲崎大神参道入口及び金光教神奈川教会前
11：25集合 11：55頃通過予定

③京浜急行新子安駅前
11：35集合 12：05頃通過予定

戸塚➡鶴見

８区

①国道134号線　茅ヶ崎公園野球場交差点
９：55集合 10：25頃通過予定

平塚➡戸塚

７区

①ＪＲ国府津駅前
８：55集合 ９：25頃通過予定

②ＪＲ二宮駅前
９：05集合 ９：35頃通過予定

小田原➡平塚
６区

スタート付近　元箱根・國學院大學指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします
①箱根登山鉄道大平台駅前
８：05集合 ８：35頃通過予定

②箱根登山鉄道箱根湯本駅前
８：20集合 ８：50頃通過予定

箱根➡小田原

第94回箱根駅伝応援に関する注意事項
（関東学生陸上競技連盟から）

　下記のとおり、禁止事項や注意事項がありま
す。マナーを守って応援しましょう！詳細は、本
会のホームページをご覧ください。
● ガードレールや橋など、沿道公共物への横
幕、旗、幟等のくくりつけは、道路交通法
違反行為です
● 道路上での応援は危険です。必ず歩道から
応援してください
● 選手は歩道寄りギリギリを走ってきますの
で、歩道から手や身体を乗り出しての応援
は危険です

　今回も、國學院大學の襷が箱根路を走り抜け
ます。この襷は、我々の夢と誇りであります。
選手が思う存分活躍できますように、そしてそ
の応援を十二分にできますように、皆様のお力
添えをお願い申し上げます。オール國學院の力
で、上位進出を成し遂げましょう！！

國學院大學駅伝応援の会　会長　坂本眞佐人

※上記の専用口座での取り扱いとさせていただきます
※ ご協賛いただきました支援金は、陸上競技部の支
援と応援に関すること（応援準備・応援グッズ作
製・他）に使用させていただきます

第94回箱根駅伝支援金のお願い第94回箱根駅伝支援金のお願い

●金融機関　ゆうちょ銀行
●郵便振替口座　００１６０-２-３２４４５４
●加入者名　國學院大學駅伝応援の会
● 払込用紙記載時のお願い　通信欄に、整理番
号（封筒のお名前の下の数字）を必ずご記載
ください
● その他　指定の払込用紙がお手元に無い場合
は、お手数ですが各郵便局備え付けの用紙を
ご利用ください。通信欄をご利用の上、ぜひ
応援メッセージもお寄せください

　応援用の「のぼり」をお貸しいたします。
皆様の応援、宜しくお願い申し上げます。

※ 準備の都合上、お申込は12月22日㈮で締め切ら
せていただきます

幟を持って応援してくださる
場合は、①氏名（卒期・学
部）②送付先（郵便番号・ご
住所・お電話番号）③幟（必
要本数）を、國學院大學院友
会まで電話・ファックスでご
連絡をお願いいたします。
☎03-3400-7781
03-3400-7996

沿道を國學院の幟で
埋め尽くしましょう！

平成30年 新年院友交歓会のご案内
活躍する陸上競技部･柔道部･硬式野球部・卓球部･スキー部･ソフトテニス部の後輩たちも参加予定！！

皆様のご参加をお待ちしております！！！

☎03-3400-7781／  03-3400-7996　 inyuukai@kokugakuin.or.jp國學院大學院友会お申し込み・お問い合わせ先

会 場 國學院大學院友会館 大ホール

会 費 6,000円（恐縮ですが、なるべく同封の振込用紙で事前にお振込みください）
※ お土産も用意いたしております。ご家族の同伴も大歓迎です（無料ご招待）

【 備　考】 ご出席の際は、１月13日（土）必着 で、
同封の出席ハガキ(切手不要)・FAX・Ｅメ
ールでお知らせください。当日は、恒例の
福引大会も開催いたします。また、例年ど
おり出席者名簿（卒業期･お名前･勤務先を
記載）を配らせていただきます。

【 お願い】 今回も、福引の賞品のご協賛をお願いいた
しております。皆様のご協力、宜しくお願
い申し上げます。

日 時
平成30年１月20日土
午後５時開会（午後４時から受付開始）

（経４年）
兵庫県
市立尼崎高校

磯邉　翔太
（法４年）
埼玉県
埼玉栄高校

内田　健太
（経営４年）
宮崎県
小林高校

河野　敢太
（神文４年）
千葉県
八千代松陰高校

國澤　優志
（法４年）
栃木県
作新学院高校

熊耳　智貴
（日文４年）
長崎県
諫早高校

小田　智哉

（史４年）
長野県
上田西高校

小林　祐太
（法４年）
鹿児島県
鶴翔高校

軸屋　健
（経４年）
長崎県
瓊浦高校

田代　恭一
（法４年）
静岡県
藤枝明誠高校

松永　拓馬
（主将・健体４年）
長崎県
鎮西学院高校

向　晃平
（経３年）
長崎県
諫早高校

江島　崚太

（経３年）
大阪府
大阪桐蔭高校

小中　駿祐
（経ネ３年）
埼玉県
埼玉栄高校

芹澤　昭紀
（史３年）
千葉県
八千代松陰高校

長谷　勇汰
（経ネ２年）
愛知県
愛知高校

青木　祐人
（法２年）
東京都
東京実業高校

稲毛　暉斗
（経営２年）
富山県
富山商業高校

浦野　雄平

（法２年）
佐賀県
鳥栖工業高校

添田　知宏
（経１年）
千葉県
八千代松陰高校

田川　良昌
（健体２年）
埼玉県
埼玉栄高校

土方　英和
（健体１年）
鳥取県
鳥取城北高校

臼井　健太
（健体１年）
千葉県
日体大柏高校

木下　巧
（法１年）
千葉県
日体大柏高校

高嶌　凌也

第94回箱根駅伝 エントリー候補選手

「強い國學院」を見せるために
陸上競技部 監督　前田康弘

　院友の皆様、日頃より陸上競技部に温かいご声援及び多大なるご支　院友の皆様、日頃より陸上競技部に温かいご声援及び多大なるご支
援をいただき、誠にありがとうございます。援をいただき、誠にありがとうございます。
　２年連続11回目の出場となる第94回箱根駅伝ではシード権奪還、過　２年連続11回目の出場となる第94回箱根駅伝ではシード権奪還、過
去最高順位を目指し選手とともに戦って参ります。ご声援のほどよろしくお願いいたし去最高順位を目指し選手とともに戦って参ります。ご声援のほどよろしくお願いいたし
ます。ます。

「下剋上～想いを繋げ～」シード権獲得へ
陸上競技部 主将　向　晃平

　箱根駅伝予選会・全日本大学駅伝にあたり、私たちは改めて院友の皆様をはじめ多く　箱根駅伝予選会・全日本大学駅伝にあたり、私たちは改めて院友の皆様をはじめ多く
の方々に支えていただいていると感じました。箱根予選会では６位、全日本大学駅伝の方々に支えていただいていると感じました。箱根予選会では６位、全日本大学駅伝
11位と目標を達成することができず、悔しい結果となりました。11位と目標を達成することができず、悔しい結果となりました。
　今年のスローガンである「下剋上」の気持ちを忘れず、箱根駅伝本戦では雪辱を晴ら　今年のスローガンである「下剋上」の気持ちを忘れず、箱根駅伝本戦では雪辱を晴ら
すとともに、応援をしてくださる皆様のご期待に、結果で応えられるよう更に気を引きすとともに、応援をしてくださる皆様のご期待に、結果で応えられるよう更に気を引き
締めて頑張ります！１月２日・３日は、ご声援のほどよろしくお願いいたします。締めて頑張ります！１月２日・３日は、ご声援のほどよろしくお願いいたします。

國學院旋風を期待！

　平成30年１月２日・３日、日本中の注　平成30年１月２日・３日、日本中の注
目の的である第94回箱根駅伝が開催されます。皆様のご支目の的である第94回箱根駅伝が開催されます。皆様のご支
援とご声援のお陰で、國學院大學は２年連続11回目の出援とご声援のお陰で、國學院大學は２年連続11回目の出
場が決定しております。予選会では、大勢の國學院関係者場が決定しております。予選会では、大勢の國學院関係者
にお集まりいただき、懸命に走る選手の背中を押していたにお集まりいただき、懸命に走る選手の背中を押していた
だきました。厚く御礼申し上げます。だきました。厚く御礼申し上げます。
　また、去る11月５日に行われた第49回全日本大学駅伝　また、去る11月５日に行われた第49回全日本大学駅伝
では、ゴールを目指して直向きな姿に感動を覚え、応援にでは、ゴールを目指して直向きな姿に感動を覚え、応援に
も力が入りました。も力が入りました。
　箱根駅伝では、「オール國學院」の応援を背に受けて、　箱根駅伝では、「オール國學院」の応援を背に受けて、
國學院旋風を捲き起こし、最高の走りを見せてくれると信國學院旋風を捲き起こし、最高の走りを見せてくれると信
じています。じています。
　皆様には、これまで同様、陸上競技部へのご支援とご声　皆様には、これまで同様、陸上競技部へのご支援とご声
援、宜しくお願い申し上げます。援、宜しくお願い申し上げます。

駅伝応援の会 会長　坂本眞佐人
（一般財団法人國學院大學院友会理事・81経）
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